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1761年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾞﾘ･ｽﾙﾀﾝ｢Tuanku Panglima Gandar Wahid｣(~1805年)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌｧﾝ･ﾀｲﾘﾝｹﾞﾝ｣(~1765年)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ｺﾞﾀﾞｼﾞ2世｣(~1778年没)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国ﾀﾅﾀﾞｰﾙ兼ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾔｸｰﾄ･ｶｰﾝ｣(~17720606死去)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾗﾗﾑ･ﾏﾆｷﾔ｣(~1767年)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1762年頃没)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｼｬｰﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ｳﾀﾞﾙ･ｼﾝ｣(~1785年没)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｳﾘ･ｼｬﾑ｣(2回目~1763年)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾓﾀﾞﾙ･ﾊﾞﾆ･ﾃﾞｵ｣(~1796年没)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾐﾗｰｼﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ｺﾞｳﾞｨﾝﾄﾞ･ﾗｵ｣建国(~1771年没)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾅﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾄｩ･ﾗﾏﾘﾝｶﾞ･ｾﾄｩﾊﾟﾃｨ1世｣(1回目~1772年)､摂政｢ﾗﾆ･ﾑﾄｩ･ﾃｨﾙｳﾞｪﾔ･ﾅ
  ｲｹﾙ｣(~1772年)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ﾏｲｿｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝)ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰ｣(~17821207死去)
1761年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国はﾊﾞｰﾗﾄﾌﾟﾙに併合された(~1775年)
1761年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Shah Khairullah｣
1761年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱﾌﾞ･ﾀﾞﾋﾞ統治者｢Sheikh Dhiyab ibn `Isa ibn Nahayan｣(~1793年死去)
1761年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ首長｢Sheikh Dhiyab bin Isa Al Nahyan｣(~1793年死去)
1761年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾐﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~8月､地元の首長によって退位
  させられた)
1761年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾁ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1762年)
1761年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯ｱﾄﾞﾙﾌ(~1803年)
1761年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公｢ｼｬﾙﾛｯﾄ･ｱﾝﾇ･ﾌﾗﾝｿﾜｰｽﾞ｣(~1799年)
1761年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ｸﾞﾋﾞﾖﾝ｣(~1775年)
1761年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ｻﾑｽｰ=ﾍﾞﾘ｣(~1779年)
1761年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾌｨﾘﾍﾟ･ﾎｾ･ｿｳﾄ･ﾏﾄｽ｣(~1765年4月)
1761年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Chamber Senate｣(~1767年)
1761年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｸﾘｽﾄｳﾞｧﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾛﾍﾟｽ･ｺﾞﾃﾞｨｰﾆｮ･ｻﾝﾁｪｽ｣
1761年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮﾝ･ﾊﾘｿﾝが船舶用の小型時計を完成
1761年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾗｯｸが物質の状態の変化にのみ熱が使われる｢潜熱現象｣を発見
1761年 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ司令官｢ﾃﾞｭﾎﾟﾝ｣(~1762年)
1761年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Louis-Charles Le Vassor de La Touche｣(~1762年)
1761年 05:00|ﾊｲﾁ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾝﾄﾞﾏﾝｸﾞ,ｲｷﾞﾘｽ人により占領
1761年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮｻｲｱ･ﾊｰﾃﾞｨｰ｣(~1763年)
1761年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾎｾ･ｻｴﾝﾂ･ﾊﾞﾊﾓﾝﾄﾞ｣(~1769年)
1761年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌﾗﾃﾞｨｸ
  ･ｲ･ｺﾞｲｪﾅ｣(1回目~1763年)
1761年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｶﾙﾃﾞﾅｽ｣(~1762年)
1761年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ暫定総督｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾋﾞﾀﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾛﾙｶ･ｲ･ﾋﾞﾘｪｰﾅ｣(2回目~1766年)
1761年 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾔ族の反乱.指導者はｲﾂｧｰﾙの後えいとしてｶﾈｸをなのる/ｽﾍﾟｲﾝはｶﾈｸをとらえ四
  つ裂きの刑に処す
1761年1月1日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|宝暦10年11月26日|<交替>肥前佐賀藩32万石｢鍋島宗教｣隠居⇒弟｢鍋島
  重茂｣が継ぐ(⇒明和7年閏6月10日(17700801)､死去)
1761年1月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾝﾃﾞ･ﾗｵ･ﾌﾟｱｰﾙ｣(~1782年没)､摂政｢ﾗﾆ･ｶﾞﾍﾅ･ﾊﾞｲ･ﾗｼﾞｪ｣(~177
  7年)
1761年1月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦10年12月|｢三十三間堂棟由来｣<柳>初演､人形浄瑠璃､豊竹座
1761年1月8日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦10年12月3日|<就任>京都所司代｢阿部正右｣(⇒1764(明和1年5月1
  日))
1761年1月8日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦10年12月3日|<就任>老中｢井上正経｣(~宝暦13年3月13日)
1761年1月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟｰﾆｰﾊﾟｯﾄの戦い/ﾏﾗｰﾀｰ軍完敗
1761年1月12日-09:00|日本|千葉県成田市|宝暦10年12月7日|<交替>下総高岡藩1万石｢井上正森｣隠居⇒養子｢井
  上正国｣が継ぐ(⇒寛政3(1791)年3月7日､隠居)
1761年1月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<第三次ﾊﾟｰﾆｰﾊﾟﾄの戦い>ﾄﾞｯﾗｰﾆ朝ｼｬｰ:ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩﾗｯﾆｰがｲﾝﾄﾞの
  覇権を握りつつあったﾏﾗｰﾀｰ同盟の軍勢を破り､その北進の中断と結束を崩すことに成功
1761年1月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ太守｢ｼﾞｬﾝｺｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ1世｣ｱﾌｶﾞﾝ軍に処刑され
  た(ｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ太守は17631125まで不在)
1761年1月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾗﾝｽ領ﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘｰを占領(~17650411)
1761年1月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽ東ｲﾝﾄﾞ会社のﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘがｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の攻撃で陥落
1761年1月18日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢John Huske｣
1761年1月21日-09:00|日本|滋賀県長浜市|宝暦10年12月16日|<死去>近江小室藩12460石｢小堀政峯｣(72歳)⇒翌
  年2月7日､七男｢小堀政方｣が継ぐ(⇒天明8(1788)年6月12日奉行在職中の専権不正ありとして免職改易)
1761年1月21日-09:00|日本|長崎県大村市|宝暦10年12月16日|<死去>肥前大村藩24973石｢大村純保｣(27歳)⇒次
  男｢大村純鎮｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年1月23日隠居)
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1761年1月28日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢George Keppel｣(~17721013死去)
1761年1月29日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･
  ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｽﾗｲﾏﾝ･ｼｬｰ｣
1761年1月29日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱ
  ﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ｣(~1762年没)
1761年1月31日-09:00|日本|新潟県長岡市|宝暦10年12月26日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直郡｣(18歳)⇒翌年2
  月18日､弟｢井伊直朗｣が継ぐ(⇒文政2(1819)年12月20日､死去)
1761年2月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ｶﾙﾑｲｸ汗国摂政｢ｳﾊﾞｼ｣(~17710116)
1761年2月5日-09:00|日本|東京都|宝暦11年1月|土佐座(竹本伊勢太夫,人形浄瑠璃)開場
1761年2月7日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Louis Le Vassor de La Touche sieur de T
  reville｣(~17620215)
1761年2月7日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾄﾞ･ﾏﾚｻﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾚﾛ｣(
  ~17620813)
1761年2月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｱﾝｸﾞﾙｼｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｱﾝｽﾞﾘｰ｣廃絶
1761年2月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾍをｲｷﾞﾘｽ軍が陥落し､ｶﾝﾅﾉｰﾙの支配者に与えられる
1761年2月25日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ﾗ･ﾍﾞｶﾞ･ﾃﾞ･ｱﾙﾐﾎ侯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾒｼｱ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ｣(~
  17721131)
1761年2月27日-09:00|日本|新潟県新発田市|宝暦11年1月23日|<交替>越後新発田藩5万石｢溝口直温｣隠居⇒長男
  ｢溝口直養｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年閏10月6日､隠居)
1761年3月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>ｷﾙﾃﾞｱ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣⇒初代ｷﾙﾃﾞｱ侯兼初代ｵﾌｧﾘｰ伯(⇒176611
  26兼初代ﾘﾝｽﾀｰ公~17731119死去)
1761年3月7日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦11年2月|｢いろは新助｣初演,[作･竹田治蔵]
1761年3月10日-09:00|日本|長崎県対馬市|宝暦11年2月4日|対馬府中大火.九百余戸を焼失
1761年3月14日-09:00|日本|千葉県佐倉市|宝暦11年2月8日|<死去>下総佐倉藩11万石(老中)｢堀田正亮｣(50歳)⇒
  3月26日､家督を三男｢堀田正順｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年7月12日､死去)
1761年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾙﾎﾞｯﾄ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣(~17820427死去廃絶)
1761年3月20日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦11年2月14日|豊竹座焼失
1761年3月27日-09:00|日本|  ||宝暦11年2月21日|武家諸法度を頒つ
1761年3月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱﾗ･ｼﾝ｣建国(~17650822没)
1761年3月31日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|宝暦11年2月25日|<死去>播磨山崎藩1万石｢本多忠堯｣(25歳)⇒妹婿｢
  本多忠可｣が継ぐ(⇒天明8(1788)年､隠居)
1761年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1761年4月2日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾎｾ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾌｫﾝﾃｽ｣(~17641130没)
1761年4月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｱﾘ･ｼﾝ｣(~17730309没)
1761年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1761年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~17701109死去)
1761年4月20日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Ambrosio de Benavides Medina Linan y
   Torres｣(~17660312)
1761年4月27日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝﾅｰ王朝国王｢ｷ･ﾊｯﾄ｣(~1762年)
1761年4月28日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事･8代ﾋｭｰﾑ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋｭｰﾑ｣
1761年4月28日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾄｰｳﾞｨｰ｣(~6.13)
1761年4月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣(~17861008死去)
1761年4月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾍﾙﾏﾝ･ｱﾍﾞｽ
  ﾃｨｰ｣(1回目~17750214)
1761年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1761年5月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ=ﾊﾞﾙﾋﾌｪﾙﾄ方伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~18030717死去)
1761年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｼｪﾙﾊﾞｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾃｨ｣
1761年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｼｪﾙﾊﾞｰﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾟﾃｨ｣先代の長男(⇒17841206兼ﾗﾝｽﾞﾀﾞｳﾝ侯~1805
  0507死去)
1761年5月15日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Jacob Mossel｣
1761年5月15日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Petrus Albertus van der Parra｣(~1775
  1228死去)
1761年5月23日-08:00|中国|  |||雲南､玉溪地震/M6.3､余震と併せて死者200人以上
1761年5月30日-09:00|日本|栃木県日光市|宝暦11年4月26日|<死去>東照官祠官で国学者の吉見幸和(89歳)
1761年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国の実権を握ったﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰがｻﾙｳﾞｧｰﾃﾞｨｶｰﾘｰ(首席大臣)に任命された
1761年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｲｵｱﾝ･ｶﾘﾏﾁ｣(1回目~1764年3月)
1761年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(6回目~1763年3月)
1761年6月2日-09:00|日本|  ||宝暦11年4月29日|<死去>3代伊藤宗看(56歳)将棋棋士/七世名人
1761年6月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾛﾛ卿ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾛﾛ｣(~1763年)
1761年6月6日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾄﾞﾐﾆｶ占領
1761年6月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾌﾗﾝｽ領のﾍﾞﾙ･ｲﾙを奪う
1761年6月13日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｰｽﾛｰ｣(~17620614)
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1761年6月14日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾛﾝｿ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴﾚﾃﾞ
  ｨｱ｣(~17651203)
1761年6月21日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢暫定政府(ﾏﾉｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｲｸﾞﾈｽ/ﾎｾ･ｶﾙｳ
  ﾞｧｰﾘｮ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗﾀﾞ/ｺﾞﾝｻﾛ･ｼｬﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ｴ･ｱﾙｳﾞｨﾑ)｣(~17630627)
1761年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ｣
1761年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相｢ﾏｰﾀﾞｳﾞ･ﾗｰｵ1世｣(~17721118死去)
1761年6月27日-09:00|日本|新潟県村上市|宝暦11年5月25日|<交替>越後村上藩5万石｢内藤信興｣隠居⇒長男｢内
  藤信旭｣が継ぐ(⇒翌年6月17日､死去)
1761年6月29日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄｰﾏｽ･ﾌﾚｯﾁｬｰ大尉率いるｲｷﾞﾘｽ船ﾌﾟﾗｯｼｰがﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ島港を砲撃し､住民
  を強制的に追いやる(1763年まで)
1761年7月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督代理｢Manuel Antonio Rojo del Rio y Vie
  ra｣(~17621006)
1761年7月2日-08:00|中国|  ||清･乾隆26年6月|清が貴州の漢族と苗族の通婚の禁をゆるめる
1761年7月3日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Pedro Rodriguez Moreno y Per
  ez de Otero｣(~1764.7)
1761年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの作家ｻﾐｭｴﾙ･ﾘﾁｬｰﾄﾞｿﾝ/72歳(誕生1689年)
1761年7月13日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦11年6月12日|<死去>第9代将軍｢徳川家重｣(51歳､正徳1(1711)1
  221生)
1761年7月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｸﾞﾗｽ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣7代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･4代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公(~17690707死去)
1761年7月22日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John Wood｣(~17770430死去)
1761年7月23日-09:00|日本|愛知県名古屋市|宝暦11年6月22日|<死去>尾張藩61万9500石｢徳川宗勝｣(57歳)⇒8月
  5日､次男｢徳川宗睦｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年12月20日､67歳で死去)
1761年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾐﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣地元の首長によって退位さ
  せられた⇒｢ｹｰｾﾞ･ﾊﾞﾋﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣就任(2回目~1762年)
1761年8月4日-09:00|日本|東京都|宝暦11年7月4日|<死去>歌舞伎役者･藤川平九郎
1761年8月6日-09:00|日本|三重県|宝暦11年7月6日|<死去>野呂元丈(69歳)本草学者/日本における蘭学の先駆者
1761年8月12日-09:00|日本|福井県あわら市|宝暦11年7月12日|坂井郡北金津で火事,244軒焼失
1761年8月14日-09:00|日本|  ||宝暦11年7月14日|<死去>河村九兵衛(83歳)豪商､茶人
1761年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｽﾍﾟｲﾝ､ﾅﾎﾟﾘが家門協定を結び､七年戦争での対ｲｷﾞﾘｽ防衛の
  結束を確認
1761年8月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽはﾙｲｼﾞｱﾅをｽﾍﾟｲﾝに譲渡
1761年8月24日-09:00|日本|  ||宝暦11年7月24日|<死去>杉浦乗意(61歳)装剣金工
1761年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||(英)ｼﾞｮｰｼﾞ3世､ｼｬｰﾛｯﾄ･ｿﾌｨｱと結婚
1761年9月9日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾛｴﾀ･ｲ･ﾄｰﾚｽ｣(~17621003)
1761年9月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾝﾊﾞｰﾙ,ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ本国における奴隷制を廃止.ﾌﾞﾗｼﾞﾙにおいても訴えがあれ
  ば奴隷を解放すると布告
1761年9月24日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾙﾋﾞｵ･ﾃﾞ･ｱﾚﾊﾞ
  ﾛ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾝ｣(2回目~17660409)
1761年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1761年10月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾊﾘﾌｧｯｸｽ伯爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ﾀﾞﾝｸ｣(~17630922)
1761年10月11日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾏﾙｾﾘﾝ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ｱﾋﾞﾗ｣(~11.3没)
1761年10月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾏﾄ･ｲ･ｼﾞｭﾆｴﾝﾄ･ﾌﾟﾗﾈｯﾗ･ｱｲﾒﾘｯｸ･ｲ･ｻﾝﾀ･ﾊﾟｳ｣(
  ~17760717)
1761年10月14日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦11年9月17日|火事で市村座焼失
1761年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｹﾞｵﾙｸ｣
1761年10月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ｹﾞｵﾙｸ｣(~17711021死去)
1761年10月24日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪鳳漢｣(~17620623)
1761年10月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾃｨﾘﾄｩ｣(~17620203)
1761年11月3日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督代行｢ｱﾝﾄﾆｵ ﾊﾞﾛｽ･ﾍﾞｾﾞﾗ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞｲﾗ/ﾎｾ･ﾛﾏ
  ﾝ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ/商工会議所上院｣(~17640219)
1761年11月7日-09:00|日本|東京都台東区|宝暦11年10月11日|<大相撲>宝暦11年10月場所[江戸浅草八幡宮](~8
  日間)優勝(西前2)戸田川,7勝2敗
1761年11月17日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ司令官｢ｾｳﾞｪｰﾙ･ﾙﾈ･ﾃﾞ･ﾒﾘｴ･ﾄﾞ･ﾛﾝｷﾞｭｳﾞｨﾙ｣(~17
  620225)
1761年11月23日-09:00|日本|  ||宝暦11年10月27日|<死去>井上蘭台(57歳)漢学者､戯作者
1761年11月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆26年10月28日|朝鮮が奢侈禁止令により金銀の使用を禁じる
1761年11月27日-09:00|日本|  ||宝暦11年11月2日|<死去>松木淡々(88歳)俳人
1761年12月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ政府､植民地人によるﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝ領地への侵入を規制
1761年12月9日-09:00|日本|福島県いわき市|宝暦11年11月14日|<交替>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤政業｣隠居⇒
  養子｢内藤貞幹｣が継ぐ(⇒安永7(1778)年6月23日､死去)
1761年12月9日-09:00|日本|山形県上山市|宝暦11年11月14日|<死去>出羽上山藩3万石｢松平信将｣(45歳)⇒長男｢
  松平信亨｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年2月20日､強制隠居)
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1761年12月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾞｰﾝ｣(~17640514)
1761年12月22日-09:00|日本|  ||宝暦11年11月27日|<死去>井上蘭台(57歳)儒学者､戯作者
1761年12月22日-09:00|日本|京都府宮津市|宝暦11年11月27日|<交替>丹後宮津藩7万石｢松平資昌｣隠居⇒養子｢
  松平資尹｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年7月23日､死去)
1761年12月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<ｺｰﾁﾝ･ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ戦争:1756年~>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王国とｺｰﾁﾝ王国が和平条約締結
1761年12月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦11年12月|｢秋葉権現廻船噺｣[作･並木正三]大坂中の芝居,三桝
  大五郎座,がんどう返し始まる(どんでん返しの語源),日本駄右衛門､同元祐明･初代中村歌右衛門
1761年12月26日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦11年12月1日|<就任>老中｢松平輝高｣(~天明1年9月25日)
1761年12月31日-09:00|日本|福井県鯖江市|宝暦11年12月6日|<交替>越前鯖江藩5万石｢間部詮方｣隠居⇒次男｢間
  部詮央｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年5月29日､死去)
1762年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･
  ｼﾞｬﾘﾙ｣(~
1762年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢ﾌﾘｱｰﾙ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾀﾞ･ﾌﾟﾘﾌｨｶｶｶｵ｣｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾎｰﾈ
  ｣(~1763年)
1762年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄ3世ｼｬｰ･ｱﾗﾑ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀ
  ﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ｣(~18110112没)､摂政｢ﾃﾞｰﾝ･ｹﾝﾎﾞｼﾞｬ｣(~1770年没)
1762年-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾈｲ第18代ｽﾙﾀﾝ｢ｵﾏﾙ･ｱﾘ･ｻｲﾌﾃﾞｨﾝ1世｣(~1795年)
1762年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ精神的支配者･国家元首｢ﾁｮｴｷ･ｷﾞｬﾙﾂｪﾝ｣(~1788年没)
1762年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾗﾅｼﾞｯﾄﾏﾗ｣(~1763年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ﾊﾞｽｶﾗｵ｣(~同年没)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾇﾙｯﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾝｻﾞｲ｣(1回目~3ヶ月)⇒｢ﾌﾞｰﾗﾝﾄﾞ
  ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾝｻﾞｲ｣(~1764年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵｸﾗｻﾞｲ朝(ｸﾙﾜｲ,ﾊﾞｿﾀﾞ､ﾓﾊﾏﾄﾞｶﾞﾙ)太守｢Mohammed Hormat Khan｣(~1792年死去)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾜｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･ﾎｰﾏｯﾄ･ｶｰﾝ｣(~1792年没)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾞﾆ｣(~1794年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝﾑｰ･ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ総督｢ﾇﾙ･ｳｯﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾑｻﾞｲ｣(1回目~3ヶ月)⇒｢ﾌﾞｰﾗ
  ﾝﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾑｻﾞｲ｣(~1764年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾏﾊﾊﾞｰﾄ･ﾊﾝｼﾞｰ1世｣(2回目~17741202)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾝｼﾞｯﾄ･ｾﾝ｣(~1791年没)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾙｼｼﾝｼﾞ｣(~1771年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ﾄﾞｩﾌﾟﾅｽ･ｼｬｰ｣(~1790年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｼﾞｪ･ｼﾝ｣(~1788年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾋﾞｶﾝ･ｶｰﾝ｣(~1763年没)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾀﾞﾃｨｱ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ｻﾄﾙｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1801年)
1762年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾄﾅ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨﾗｰｼﾞ･ﾃﾞｵ｣(~1765年)
1762年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾎｾｲﾝ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(~1783年)
1762年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｼｬｯｷはﾀﾞｹﾞｽﾀﾝのｶｼﾞ=ｸﾑｸに占領される
1762年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｻﾃﾞﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ｱﾘ1世ｱｶﾞ｣(~1764年)
1762年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｼﾞのｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ総督｢ﾊﾞﾃﾞｨ･ﾜﾗﾄﾞ･ﾗｼﾞｬﾌﾞ｣(~1775年頃)
1762年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国摂政｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾌﾞ･ﾘｶｲﾘｸ｣(~1768年)
1762年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abdullah Pasha al-Farari｣(~同年)
1762年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾍﾟｰﾀｰ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾍﾞｯｸ｣(~17750308
  )
1762年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｴﾌﾞﾍﾞｷﾙ･ﾗｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~任期2ヶ月後に死去)⇒｢ｱﾋｽ
  ｶﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1764年)
1762年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1775年)
1762年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｺﾞｯﾀﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｰｹﾞｻｯｸ若公｣(~17640910没)
1762年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｺｶ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~同年)⇒｢ﾀﾞﾏﾄﾞ･ﾒﾘｸ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣
  (1回目~1764年)
1762年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総督｢ｳﾞｺﾃｨｯﾁ｣(~1764年)
1762年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ=ﾋﾞｴｽﾃﾙﾌｪﾙﾄﾞ候｢Friedrich Karl｣(~17810731死去)
1762年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ2世｣(~1763年)
1762年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾚｳﾞｨの泉完成(ｲﾀﾘｱ,ﾛｰﾏ市)
1762年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Melchor de Cabrera Bethe
  ncourt Dumpierrez｣
1762年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｸﾅ連合ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏｲﾀﾞ｣
1762年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｷﾞﾙ-ﾅｲﾄ｣(~1765年)
1762年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｼﾞｮﾝ･ﾘﾁｬｰﾄﾞｿﾝ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~1766年)
1762年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾗｵﾝ･ｲ･ｸﾞﾃｨｴﾚｽ｣⇒｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾗﾅ･ｲ･ｺﾞﾙﾆｶ｣(~1764
  年)
1762年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｵﾚｱﾑﾉ･ｲ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾒﾚﾝﾃﾞｽ｣(2回目~17640403)
1762年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Tomas Velez Cachupin｣(~1767年)
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1762年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾒﾙﾁｮｰﾙ･ﾌｪﾘｳ｣(~1763年)
1762年1月2日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが七年戦争に参戦/対英宣戦布告
1762年1月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島司令官｢ｲｳﾞ･ﾏﾁｭﾘﾝ･ｼﾞｭﾘｴﾝﾇ｣(~1782年4月)
1762年1月5日-09:00|日本|徳島県阿南市|宝暦11年12月11日|<死去>平島公方｢平島義武｣⇒嫡男｢平島義宜｣が継
  ぐ(~安永7年4月2日(17780428)､死去)
1762年1月5日-09:00|日本|長野県上田市|宝暦11年12月11日|<上田騒動>上田藩(藩主松平忠順)の農民約13,000
  人が夜明けとともに上田城下になだれ込んだが､彼らが入城したとき藩主は江戸に出府中で､家老の岡部九郎
  兵衛が代わりに願いを聞いた
1762年1月5日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1761年12月25日|<死去>ﾛｼｱ帝国女帝｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｰﾀ｣飲酒と乱倫の生活ののち急
  死/52歳(誕生17091228)
1762年1月5日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1761年12月25日|<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世｣(~7.9没)
1762年1月6日-09:00|日本|長野県上田市|宝暦11年12月12日|<上田騒動>農民たちは城下町で打ち壊しを行った
  ほか､小牧村の庄屋が役人と結託しているとして､庄屋の家を襲撃
1762年1月11日-09:00|日本|栃木県さくら市|宝暦11年12月17日|<死去>喜連川藩4500石(10万石格)｢喜連川氏連｣
  (23歳)⇒翌年2月23日､養子｢喜連川恵氏｣が継ぐ(⇒寛政元(1789)年12月10日､隠居)
1762年1月19日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾃｲﾑﾗｽﾞ2世｣
1762年1月19日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ･ｶﾍﾃｨ王｢ｴﾚｸﾚ2世｣(~17980122没)
1762年1月20日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘﾄﾙﾄﾝ｣(~17660602)
1762年1月24日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦11年12月30日|幕府大坂米商の空米切手及び両替商の印金売買を
  禁ず
1762年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾓｲﾗ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾛｰﾄﾞﾝ｣(~17930620死去)
1762年2月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ大統領府総督代理｢Samuel Ardley｣(~7月)
1762年2月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾓﾝｸﾄﾝ｣ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄをｲｷﾞﾘｽが占領(
  ~同年)⇒｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾒﾙｳﾞｨﾙ｣(~同年)
1762年2月3日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｻﾝﾀﾞﾊﾟﾗﾏ｣(~17640501)
1762年2月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘの｢ｵﾍﾟﾗ･ｺﾐｯｸ座｣が｢ｵﾃﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ劇場｣にいた｢ｺﾒﾃﾞｨ･ｲﾀﾘｱﾝ｣と合併
1762年2月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｶﾞｽﾊﾟﾛ･ｺﾞｯﾂｨ､｢ﾛｯｾﾙｳﾞｧﾄｰﾚ･ｳﾞｪﾈﾄ･ﾍﾟﾘｵﾃﾞｨｺ｣を公刊
1762年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍艦隊が,ﾏﾙﾃｨﾆｸのﾌﾗﾝｽ軍拠点を奪う.さらにﾌﾗﾝｽ領のｸ
  ﾞﾚﾅﾀﾞを占領
1762年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ(ｸﾞﾚﾅﾀﾞに従属)副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏﾃﾞｨ
  ｿﾝ｣(~1764年)
1762年2月11日-09:00|日本|香川県高松市|宝暦12年1月18日|高松城下内町より失火.東浜･新材木町に及ぶ.侍屋
  敷23軒,町屋372軒,土蔵10か所,船5艘焼失
1762年2月11日-09:00|日本|京都府宮津市|宝暦11年12月17日|<死去>松平資昌(19歳)前丹後宮津藩主
1762年2月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｶｰﾙ･ｺﾞｯﾄﾘｰﾌﾟ･ﾚｯｼｭ｣(~17661020)
1762年2月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ､ﾜｽﾞｨﾙ･ｱﾙ･ﾏﾏﾘｸ)｢ｼﾞｬﾗﾙ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ｼｮｼﾞｬ･ｱﾄﾞ･ﾀﾞｳﾗ･ｱ
  ﾌﾞｰﾙ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｶｰﾝ･ﾊｲﾀﾞﾙ｣(~17750126)
1762年2月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国宰相｢ｱﾜﾄﾞ王ｼｭｼﾞｬｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗがﾑｶﾞﾙ｣皇帝ｼｬｰ･ｱｰﾗﾑ2世により任
  じられた
1762年2月15日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Robert Monckton｣(~5.21)
1762年2月15日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾏﾙﾃｨﾆｸを占領(~17630711)
1762年2月21日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦2月10日|ﾛｼｱ､ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世が秘密調査庁を廃止し､自らの秘密警察組織の｢秘
  密局｣を創る
1762年2月24日-09:00|日本|愛媛県大洲市|宝暦12年2月1日|<交替>伊予大洲藩5万石｢加藤泰ﾐﾁ｣隠居⇒養子｢加藤
  泰武｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年5月22日､24歳で死去)
1762年2月25日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾝﾄﾙｼｱをｲｷﾞﾘｽが占領(~17630210);<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ
  ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽ･ﾛﾄﾞﾆｰ｣(1回目~17630210)
1762年2月27日-09:00|日本|熊本県人吉市|宝暦12年2月4日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良晃長｣(11歳)⇒12月1
  5日､養子｢相良頼完｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年1月17日､死去)
1762年3月4日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｽﾜﾝﾄﾝ｣(~4月)
1762年3月4日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾌﾗﾝｽ人が植民したｸﾞﾚﾅﾀﾞ島を占領
1762年3月10日-09:00|日本|静岡県牧之原市|宝暦12年2月15日|<加増>相良藩1万石｢田沼意次｣⇒15000石(⇒明和
  4(1767)年7月1日､2万石に加増)
1762年3月13日-09:00|日本|  ||宝暦12年2月18日|幕府寺院へ田畑を寄進することを禁ず
1762年3月18日-09:00|日本|福岡県朝倉市|宝暦12年2月23日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長邦｣(41歳)⇒4月19
  日､嫡男｢黒田長恵｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年9月2日､19歳で死去)
1762年3月18日 03:00|日本|奈良県奈良市|宝暦12年2月23日|<奈良宝暦12年の大火>午の刻(午前12時頃)芝辻村
  横町から出火,二条大路に沿うように東へと延焼/門前町の家々を焼きながら進んだ炎は興福寺の喜多院､大喜
  院､別院の称名寺を焼き､北に広がって油留木町､手貝町を全焼/さらに若草山の麓へと東進､ついに東大寺の戒
  壇院､尊光院､金蔵院､見性院､上性院など寺内15院を全焼､さらに千住院谷の6軒を焼き､二月堂前の大杉を焼い
  た上､東山(若草山)方面へ1里(約4km)焼け抜けて亥の刻(22時頃)鎮火/焼失町家3000余軒､町数にして46町､寺
  ではそのほかに念声寺､観音堂が焼失/7～8人の死亡
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1762年3月25日-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｼﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨ4世｣(~1769年没)
1762年3月26日-09:00|日本|  ||宝暦12年3月|俳人白井鳥酔､白井村(子持村)を訪れ｢俳諧白井古城記｣を著す
1762年3月30日-09:00|日本|  ||宝暦12年3月5日|幕府は､農民が目安箱によらず門訴することを禁止
1762年4月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽｺｯﾄ｣(1回目~1763年4月)
1762年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1762年4月2日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ･ﾐｬﾝﾏｰ北西部で地震(M7.5)津波などにより多数が死亡
1762年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾗﾝ伯｢ｱｰｻｰ･ｺﾞｱ｣(~17730417死去)
1762年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣(~17700112死去)
1762年4月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｿｰの｢社会契約論｣刊行､経済的不平等の是正目標を提示
1762年4月17日-09:00|日本|  ||宝暦12年3月23日|<死去>初代中島三甫右衛門(不明)歌舞伎役者
1762年4月21日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦12年3月27日|<大相撲>宝暦12年3月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(東大関)荒瀧,5勝0敗3休
1762年4月26日-09:00|日本|福井県福井市|宝暦12年4月3日|越前府中で火事,町家213軒焼失
1762年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<刊行>ﾙｿｰ｢社会契約論｣
1762年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣
1762年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ=ﾍﾞﾝﾃｨﾝｸ｣(~18091030死去)
1762年5月1日-09:00|日本|京都府綾部市|宝暦12年4月8日|<交替>丹波山家藩1万石｢谷衛衝｣隠居⇒長男｢谷衛将｣
  が継ぐ(⇒宝暦14(1764)年正月21日､37歳で死去)
1762年5月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ/ｼｬﾉﾝ伯爵ﾍﾝﾘｰﾎ
  ﾞｲﾙ/ｼﾞｮﾝ ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~17630922)
1762年5月3日-09:00|日本|東京都文京区|宝暦12年4月10日|平賀源内が江戸湯島で物産会を開催
1762年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月24日|ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がﾛｼｱのﾋﾟｮｰﾄﾙ3世と和約
1762年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣
1762年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~17880902死去)
1762年5月10日-09:00|日本|福井県福井市|宝暦12年4月17日|<越前府中宝暦12年の大火>午の刻(午前12時ごろ)
  過ぎ､竹が花町の忠兵衛宅から出火､延焼､1234軒が焼失､町家はほとんど失われた/藩主の館も主要な部分が焼
  け落ちたのをはじめ藩士の屋敷97軒が焼失/そのほか､米蔵､煙硝蔵(火薬庫)､鉄砲蔵､藩主家族の蔵2か所など5
  か所が焼失､藩士と町民の土蔵102棟､寺39か所､神社7か所が失われた/6人死亡
1762年5月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾆｺﾗｳｽ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞｯｺｳ｣(政府大統領~1764051
  8没)
1762年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣
1762年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~17881014死去)
1762年5月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛﾚﾀﾞﾝ｣
1762年5月21日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢William Rufane｣(~17630711)
1762年5月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第7代首相｢第3代ﾋﾞｭｰﾄ伯爵ｼﾞｮﾝ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣ﾄｰﾘｰ党(~1763
  0408)
1762年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾏﾙｺ･ﾌｫｽｶﾘｰﾆ｣(~17630331死去)
1762年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾟｺｯｸ提督の指揮する200隻の船団,8千の水夫,1万2千の兵士,2
  千の黒人奴隷の大軍がﾊﾊﾞﾅを攻撃
1762年6月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｿｰの｢ｴﾐｰﾙ｣に有罪判決が下る
1762年6月14日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣(~17760114死去)
1762年6月20日-09:00|日本|長崎県対馬市|宝暦12年閏4月28日|<死去>対馬府中藩22800石｢宗義蕃｣隠居⇒甥｢宗
  義暢｣が継ぐ(⇒安永7(1778)年1月5日､死去)
1762年6月21日-09:00|日本|岡山県津山市|宝暦12年閏4月29日|<死去>美作津山藩5万石｢松平長孝｣(38歳)⇒長男
  ｢松平康哉｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年8月19日､43歳で死去)
1762年6月23日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢申晩｣(~17630706)
1762年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣
1762年6月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣先代の息子(⇒17921008初代ｺｰﾝｳｫﾘｽ侯
  ~18051005死去)
1762年6月26日-09:00|日本|  ||宝暦12年5月5日|<死去>8代市村羽左衛門(65歳)歌舞伎役者
1762年6月29日-09:00|日本|  ||宝暦12年5月8日|<死去>慶紀逸(68歳)俳人
1762年7月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ大統領府総督｢Roger Carter｣(~1767年)
1762年7月6日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦12年5月15日|<加増>清水徳川家3万石｢徳川重好｣⇒10万石(⇒寛
  政7(1795)年7月8日､死去)
1762年7月7日-09:00|日本|福井県|宝暦12年5月16日|吉田郡稲多村･古市村･下森田村で火事,家219軒焼失
1762年7月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｱｻﾌ･ｼﾞｬｰ2世｣(~18030806没)
1762年7月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ｻﾗｰﾊﾞﾄ･ｼﾞｬﾝｸﾞ｣幽閉される(~176309
  16殺害される)
1762年7月8日-09:00|日本|  ||宝暦12年5月17日|<死去>滝瓢水(79歳)俳人
1762年7月9日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月28日|<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ｴｶﾃﾘｰﾅ2世｣皇后(~17961117)
1762年7月9日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月28日|<廃位>ﾛｼｱ皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世｣(34)妻ｴｶﾃﾘｰﾅ(33)がｸｰﾃﾞﾀｰを決行
1762年7月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの天文学者ｼｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾘｰ(1693.3～)ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ天文台の所長を
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  つとめ､星の観測の光行差定数を計算した
1762年7月13日-09:00|日本|  ||宝暦12年5月22日|幕府が,無城の大名の在所陣屋普請について,堀･塀など新規
  普請のみ届け出るよう決める
1762年7月17日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>前ﾛｼｱ皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世｣兼ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾍﾟｰﾀｰ･ｳﾙﾘﾋ｣
1762年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨﾁ｣(のちﾛｼｱ皇帝ﾊﾟｰｳﾞｪﾙ1世~17730701､ﾃﾞﾝﾏ
  ｰｸ王領ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯領の割譲と引き替えに､ﾎﾙｼｭﾀｲﾝにおける共同統治者の地位を放棄)
1762年7月30日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾘｰ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ｳﾞｧﾝｻﾝ｣(~17630307
  )
1762年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾍﾞﾘｰｽﾞ|  |||ﾍﾞﾘｰｽ地方,英領ﾎﾝﾃﾞｭﾗｽとして植民地化
1762年8月6日-09:00|日本|新潟県村上市|宝暦12年6月17日|<死去>越後村上藩5万石｢内藤信旭｣(19歳)⇒弟｢内藤
  信凭｣が継ぐ(⇒安永10(1781)年1月19日､死去)
1762年8月7日-09:00|日本|福井県小浜市|宝暦12年6月18日|<死去>若狭小浜藩10万3500石｢酒井忠興｣(42歳)⇒嫡
  男｢酒井忠貫｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年1月12日､死去)
1762年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>24代ｷｬﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ｣先代の孫(~18200129連合王国国王ｼﾞｮｰｼﾞ4世)
1762年8月13日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯ｼﾞｮｰｼﾞ･ｹｯﾍﾟﾙ｣(~176301
  01)
1762年8月13日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾊﾞﾅ,2ヶ月におよぶ抵抗ののちｲｷﾞﾘｽに占領され,ｱﾙﾊﾞﾏｰﾙ伯の領地と
  なる(~17630708)
1762年8月13日-09:00|日本|兵庫県姫路市|宝暦12年6月24日|<交替>播磨林田藩1万石｢建部政民｣隠居⇒長男｢建
  部長教｣が継ぐ(⇒明和元(1764)年7月10日に41歳で死去)
1762年8月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｪｲﾝ｣
1762年8月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌｪｲﾝ｣先代の二従兄弟の子(~17711125死去)
1762年8月28日-08:00|中国|  ||清･乾隆27年|<即位>ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ｢8世ｼﾞｬﾑﾍﾟﾙ･ｷﾞｬﾂｫ｣(~18041119死去)
1762年8月31日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦12年7月12日|<死去>桃園天皇(22歳､寛保1(1741)0229生)116代天
  皇
1762年9月4日-09:00|日本|鳥取県米子市|宝暦12年7月16日|伯耆大山爆発/激水湧出し､100余人が死亡
1762年9月15日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦12年7月27日|<就任>摂政｢近衛内前｣
1762年9月15日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦12年7月27日|<践祚>117代｢後桜町天皇｣智子内親王/宝暦13年11
  月27日即位式(~17701124)
1762年9月17日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｴｯｸ男爵ﾙﾊﾞｰﾄ･ﾔﾝ｣(~17650401死去)
1762年9月19日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝暦12年8月2日|<交替>美濃加納藩32000石｢永井直陳｣隠居⇒養子｢永
  井尚備｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年7月18日､死去)
1762年9月20日-09:00|日本|広島県広島市西区|宝暦12年8月3日|<竣工>国泰寺本堂庫裡
1762年9月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ｼｳﾞｧｰｼﾞｰ2世｣(~18130424没)
1762年9月22日-09:00|日本|  ||宝暦12年8月5日|<死去>2代中島勘左衛門(67歳)歌舞伎役者
1762年9月25日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦12年8月8日|<死去>山脇東洋(58歳)医学者/｢蔵志｣を著した
1762年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1762年10月3日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｷﾞﾙ･ｲ･ｺﾞﾝｻﾞｶﾞ｣(~17680117)
1762年10月5日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍が降伏し､ｲｷﾞﾘｽ軍がﾏﾆﾗを占領
1762年10月5日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳｨｰﾝで､ﾄﾞｲﾂの作曲家ｸﾞﾙｯｸのｵﾍﾟﾗ｢ｵﾙﾌｪｵとｴｳﾘﾃﾞｨｰﾁｪ｣が上演される
1762年10月5日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|宝暦12年8月18日|<死去>織田信右(50歳)前上野小幡藩主
1762年10月6日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｼﾓﾝ･ﾃﾞ･ｱﾝﾀﾞ｣(1期目~17640317)
1762年10月6日-09:00|日本|広島県広島市中区|宝暦12年8月19日|<竣工>白神社本殿[広島]
1762年10月17日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|宝暦12年9月|<交替>下野宇都宮藩65900石｢松平忠祇｣隠居⇒弟｢松
  平忠恕｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年6月､肥前島原藩65000石に移封)
1762年10月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆27年9月4日|李朝朝鮮で禁酒令違反者を死刑に処す
1762年10月20日-09:00|日本|富山県富山市|宝暦12年9月4日|<死去>越中富山藩10万石｢前田利幸｣(34歳)⇒弟｢前
  田利与｣が継ぐ(⇒安永6(1777)年11月8日､隠居)
1762年10月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲｻﾙﾐﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾑﾗｰｼﾞ2世ｼﾝ｣(~18191008没)
1762年10月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦12年9月10日|<初演>近松半二,竹田和泉,北窓俊一,竹本三郎兵
  衛,人形浄瑠璃｢奥州安達原｣竹本座
1762年10月31日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Pedro Antonio de Cevallos 
  Cortez Calderon｣(1期目~17631228)
1762年11月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｲﾛｺｽ､ﾊﾞﾝｶﾞｼﾅﾝ､ｶｶﾞﾔﾝ地方などﾌｨﾘﾋﾟﾝ各地で反乱が多発
1762年11月2日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢Dawsonne Drake｣(~17630210)
1762年11月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｫﾝﾀﾝﾌﾞﾛｰで､ﾌﾗﾝｽ､ｲｷﾞﾘｽ､ｽﾍﾟｲﾝ間に平和仮条約が結ばれる
1762年11月5日-09:00|日本|三重県津市|宝暦12年9月20日|<死去>伊勢久居藩53000石｢藤堂高雅｣(42歳)⇒11月29
  日､甥｢藤堂高敦｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年閏6月26日､本家伊勢津藩を継ぐ)
1762年11月11日-09:00|日本|福岡県大牟田市|宝暦12年9月26日|<交替>筑後三池藩1万石｢立花長煕｣隠居⇒次男｢
  立花種周｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年12月27日､隠居蟄居)
1762年11月14日-09:00|日本|佐賀県唐津市|宝暦12年9月29日|<移封>三河岡崎藩6万石｢水野忠任｣⇒肥前唐津藩6
  万石(⇒安永4(1775)年9月23日､隠居)
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1762年11月15日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝暦12年9月30日|<移封>下総古河藩5万石｢松平康福｣⇒三河岡崎藩5
  万石(⇒明和6(1769)年11月18日､石見浜田藩に移封)
1762年11月15日-09:00|日本|茨城県古河市|宝暦12年9月30日|<移封>肥前唐津藩7万石｢土井利里｣⇒下総古河藩7
  万石(⇒安永6年8月14日(17770915)､死去)
1762年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｺｰｸ伯･5代ｵｰﾗﾘｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｲﾙ｣
1762年11月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｺｰｸ伯･6代ｵｰﾗﾘｰ伯｢ﾊﾐﾙﾄﾝ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17640117死去)
1762年11月24日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝとｵｰｽﾄﾘｱが七年戦争の休戦条約に調印
1762年11月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||(5.5~)ﾌﾗﾝｺｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ侵攻は英国の支援で敗北
1762年11月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾄﾞﾙﾌｫ･ｼﾞｭｰﾘｵ･ﾌﾞﾘﾉｰﾚ･ｻｰﾚ｣(~17641125)
1762年12月1日-08:00|中国|  ||清･乾隆27年10月16日|清がｲﾘ将軍を設置し明瑞を初代将軍に任命､天山南北路
  を統括させる
1762年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍｲ｣
1762年12月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣(~17701004死去)
1762年12月9日-09:00|日本|秋田県大館市|宝暦12年10月24日|<死去>安藤昌益(60)医師･思想家･哲学家
1762年12月14日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｼﾗﾝがﾋﾞｶﾞﾝで武装蜂起
1763年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Meyert Johan van Idsing｣
1763年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Muizuddin｣
1763年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Goderd Ludolf van Beusechem｣(2期目~同年)
  ⇒｢ﾖｼｱ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･de Villeneuve｣(~1764年)
1763年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ｶﾞﾙｳﾞｧﾝ･ｴ･ﾚﾍﾞﾛ｣(~1765年)
1763年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ﾖﾅ｣(~1795年)
1763年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Alimuddin1世｣(2期目~1773年)
1763年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Jalaluddin｣(~1774年)
1763年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝﾅｰ王朝国王｢ｱﾊﾞﾔｶﾞﾏﾆ｣(~1768年)
1763年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾄﾞｩﾙｸ･ﾌﾟﾝｼｮ｣(~1765年)
1763年-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(2回目~17650117)
1763年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<復位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾌﾟﾗｶｻﾏﾗ｣(2回目~1764年)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼｭﾘﾆｳﾞｧｽﾗｵ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾙ｣(3回目~1765年)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾙｼｱ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ｸﾞﾙ･ﾊﾞｸｼｭ･ｼﾝ｣建国(~1785年没)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾆﾊﾙ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｱﾅﾝﾄ･ﾃﾞｳﾞ｣(~1795年没)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞﾍﾞﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾅ｣(~17650812没)､摂政｢ﾗﾆ･ﾗﾙ･ﾊﾞｲ｣(~17650812)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞﾝﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｼﾞﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣建国(~17891111没)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾘﾄﾞｺｯﾄ国統治者(ｻﾙﾀﾞｰﾙ)｢ﾊﾐﾙ･ｼﾝ｣ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国から分裂(~1782年没)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲ･ｼﾝ｣(2回目~17980205)
1763年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾟﾄﾞｩｯｺｯﾀｲ国がｲｷﾞﾘｽの保護領となる(1806年に確認)
1763年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｲｪﾆ･ｼｬﾏｶ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｶﾞｼﾞ･ﾊｰﾝ｣(~1768年)
1763年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾘｰﾙ･ﾊｰﾝ｣(~18060614死去)
1763年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾃﾞｨﾛｸﾞﾙ汗国ｶｰﾝ｢ﾅｻﾞﾗﾘ･ﾊｰﾝ｣(~1792年没)
1763年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｲｽﾌｧﾊﾆ｣(~1779年)
1763年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾄﾞﾝﾎﾞﾘ汗国ｶｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾄﾞﾝﾎﾞﾘ｣(~1786年没)
1763年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国がｱﾌﾘｶ東海岸と通商を開始
1763年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kusta Mustafa Bakir Pasha｣(~同年)
1763年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｯﾌｪﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1767年)
1763年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<廃位>ｸｰﾙﾗﾝﾄ公｢ｶｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ｣
1763年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄでｱﾘｰ･ﾍﾞｲが支配権を確立
1763年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑﾊﾞﾗｸ｣(3回目~1768年)
1763年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽでｱﾌﾞﾗﾑｼの特効薬が実用化
1763年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ｼﾞｮｰﾙ･ﾔｼﾝ･ｲｻ｣(~1766年)
1763年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾌｨﾘﾍﾟ･ﾎｾ･ﾄﾞ･ｿﾄ=ﾏｲｵｰﾙ｣
1763年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ暫定知事｢Jean Pierre Antoine de Behague｣(1期目~17640102)
1763年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙで副王府がﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛに移る
1763年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官代理｢Alexis Brin｣(~1764年)
1763年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王｢Auguste Lescuiller Descoudrelles｣知事(~1785
  年)
1763年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ｣(~1767年)
1763年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領東ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾝﾄ｣(~1771年)
1763年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾗﾝｸﾘﾝ｣(~1776年)
1763年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾝ｣(~1771年)
1763年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾎｾ･ﾊｼﾝﾄ･ﾊﾟﾛ
  ﾓ･ｲ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~1765年)
1763年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼﾞｬﾝ=ｼﾞｬｯｸ･ﾌﾞﾚｰｽﾞ･ﾀﾞﾊﾞﾃﾞｨｰ｣(~1765年)
1763年1月1日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯ｳｨﾘｱﾑ･ｹｯﾍﾟﾙ｣(~7.8)



1770迄(1648件)

1763年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰﾄﾚｯﾄ｣
1763年1月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾄﾚｯﾄ｣(~17760213死去)
1763年1月2日-09:00|日本|  ||宝暦12年11月19日|<死去>橘常樹(59歳)国学者､歌人
1763年1月6日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾊ
  ﾞﾙﾊﾞ･ｱﾗﾙﾄﾞ｣(~17650817))
1763年1月8日-09:00|日本|愛媛県大洲市|宝暦12年11月25日|大洲領長浜に大火があり､178軒を焼失
1763年1月9日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝暦12年11月26日|<死去>永井直陳(65歳)前美濃加納藩主
1763年1月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞﾝｶﾞﾝ酋長｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾀﾞﾙﾘﾝﾌﾟﾙ｣(~17710321)
1763年1月22日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｰﾙｰのｽﾙﾀﾝがﾊﾞﾗﾝﾊﾞﾝｶﾞﾝ島と北ﾎﾞﾙﾈｵ海岸の一部をｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社に
  譲渡/ﾊﾞﾗﾝﾊﾞﾝｶﾞﾝはﾌｪﾘｼｱ島に改名された(~17750226)
1763年1月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦12年12月9日|<就任>大坂城代｢阿部飛騨守正允｣(~明和1.6.21)
1763年1月22日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦12年12月9日|<就任>老中｢(松平)松井康福｣(~天明8年4月3日)
1763年1月23日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国摂政｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｯﾌｪﾝﾍﾞﾙｸ｣(~2.21)
1763年1月23日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞﾛﾝ｣(~1769年)
1763年1月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾍﾞ･ﾌﾟﾚｳﾞｫｰ/65歳(誕生16970401)/｢ﾏﾉﾝ･ﾚｽｺｰ｣の作家
1763年1月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ｸｰﾃﾞﾝﾎｰｳﾞ･ﾄﾞ･ﾌﾚﾁｭｰﾙ男爵ｷﾞﾖｰﾑ･ﾏﾘｰ｣(~4.8)
1763年1月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｶｰﾙ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~17820721死去)
1763年1月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙは軍事的理由でﾌﾞﾗｼﾞﾙ管区の首都をｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙから,南方のﾘｵ
  ﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛに移転
1763年1月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ﾖﾊﾝ･ﾊｰﾄｳﾞｨﾋ ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾍﾞﾙﾝｽﾄﾙﾌ｣(~177
  00916)
1763年2月 04:00|ｶﾞｲｱﾅ|  |||ﾍﾞﾙﾋﾞｾ管内ｶﾝﾍ川沿いの二つの農園で,ｶﾌｨの率いる黒人奴隷の大規模な反乱
1763年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾊｲﾁ/ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ|  |||ｲｷﾞﾘｽはｻﾝﾄﾞﾏﾝｸﾞと小ｱﾝﾃｨﾙ諸島のｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ,ﾏ
  ﾙﾃｨﾆｸ,ｾﾝﾄﾙｼｱをﾌﾗﾝｽに返還
1763年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾄﾞﾐﾆｶ,ｸﾞﾚﾅﾀﾞ,ｾﾝﾄｳﾞｨﾝｾﾝﾄなどをﾌﾗ
  ﾝｽから獲得
1763年2月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ｷｭｰﾊﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾊﾊﾞﾅを含むｷｭｰﾊﾞをｽﾍﾟｲﾝに返還し代りにﾌﾛﾘﾀﾞを
  獲得
1763年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟﾘ条約締結でﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争終結/ﾌﾗﾝｽ=ｽﾍﾟｲﾝ軍の敗北
1763年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽはﾐｼｼｯﾋﾟ以西のﾙｲｼﾞｱﾅをｽﾍﾟｲﾝに割譲
1763年2月10日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾞﾚ島がﾌﾗﾝｽに返還される
1763年2月10日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ植民地(ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島とﾐｸﾛﾝ島)に分割
1763年2月10日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾘｭｼｱﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ｼｬﾍﾟﾙ･ｼｭｳﾞｧﾘｴ･ﾄﾞ･ｼﾞｭ
  ﾐﾗｯｸ｣(~1764年9月)
1763年2月10日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾄﾞﾐﾆｶ
1763年2月10日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾊﾞｺﾞはﾊﾟﾘ条約でﾌﾗﾝｽからｲｷﾞﾘｽに譲渡された
1763年2月10日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｽは,仏領ｶﾅﾀﾞとﾐｼｼｯﾋﾟ以東のﾙｲｼﾞｱﾅをｲｷﾞﾘｽに割譲
1763年2月13日-09:00|日本|熊本県宇土市|宝暦13年|細川興文,藩校温知館を設立
1763年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興24年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Tisundimahrai(Nguyen Van Thie
  t)｣(~1765年)
1763年2月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟﾛｲｾﾝがﾍﾞﾙﾄｩｽﾌﾞﾙｸの和約に合意して七年戦争が終わる/ﾌﾟﾛ
  ｲｾﾝのｼｭﾚｰｼﾞｴﾝ領有の確定
1763年2月23日 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙﾋﾞｾ管内ｶﾝﾍ川沿いの二つの農園で,ｶﾌｨ(Cuffy)の率いる黒人奴隷の
  大規模な反乱.三千人の奴隷が参加し,農園を次々に焼き討ち.この反乱で白人農園主の半数がｵﾗﾝﾀﾞに戻る
1763年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1763年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~17690120死去)
1763年2月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾐｰﾙ･ﾊｰﾌｨｽﾞ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣ﾑｶﾞﾙ帝国から独
  立宣言(~1790年3月没)
1763年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰはｹﾗﾃﾞｨ･ﾅｰﾔｶ朝を滅ぼしｱﾗﾋﾞｱ海に面したｶﾅﾗ地方の
  併合に成功.この王朝の首都であるﾋﾞﾀﾞﾇｰﾙをﾊｲﾀﾞﾙﾅｶﾞﾙと改名し､ｼｭﾘｰﾗﾝｶﾞﾊﾟﾄﾅに代わる自身の拠点とした
1763年3月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの産婦人科医ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾒﾘ/66歳(誕生1697年)
1763年3月7日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾍﾞﾙｽﾞﾝｽ子爵ｱﾙﾏﾝ｣(~8.4没)
1763年3月15日-09:00|日本|東京都|宝暦13年2月|｢奥州安達原｣歌舞伎初演､森田座
1763年3月21日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌﾗﾝﾁｪｽｸ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾄﾞ･ｻﾞﾃｨﾊﾞ･ｲ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣
  (~17710422)
1763年3月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Diego de Noboa y Villamarin｣(1期目~同年)⇒
  総督｢Diego Maria de Osorio｣(~1766年)
1763年3月21日-09:00|日本|山形県米沢市|宝暦13年2月7日|米沢藩が内紛､家老らが藩主の上杉重貞の側近の森
  利直を殺害
1763年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||軍隊宿営法発効
1763年3月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾏﾙｺ･ﾌｫｽｶﾘｰﾆ｣莫大な負債を残す
1763年4月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官代行｢ｷｬﾝﾍﾞﾙ･ﾀﾞﾙﾘﾝﾌﾟﾙ｣(~1764年2月)
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1763年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｧｯﾂｨｰﾆ｣
1763年4月4日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦13年2月21日|<交替>安芸広島藩42万6500石｢浅野宗恒｣隠居⇒長男
  ｢浅野重晟｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年8月21日､隠居)
1763年4月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾋﾞｭｰﾄ内閣が総辞職
1763年4月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾃｳﾞｷｲ･ﾊﾑｻﾞ･ﾊﾐﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~11.1)
1763年4月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ｵﾙﾄﾙﾓﾝ伯爵ｼｬﾙﾙ･ﾆｺﾗ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ｣(~17711022死去)
1763年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣
1763年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣先代の弟(~17841022死去)
1763年4月14日-09:00|日本|長野県上田市|宝暦13年3月2日|<上田騒動>首謀者,夫神村の農民･清水半平(60歳)と
  中沢浅之丞(39歳)は死罪､庄屋の西戸太郎兵衛は永牢となった
1763年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第8代首相｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣ﾎｲｯｸﾞ党(~17650713)
1763年4月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ4世｣(~17781231)
1763年4月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾐﾊｲﾙ･ﾗｺｳﾞｨﾂｧ｣(2回目~17640126)
1763年4月25日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦13年3月13日|<解任>老中｢井上正経｣
1763年5月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｶﾞｲｱﾅ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞはｶﾌｨの率いる黒人奴隷反乱の鎮圧に成功/ｶﾌｨは自殺､残党は1年にわ
  たる掃討作戦で全滅
1763年5月3日-09:00|日本|愛媛県松山市|宝暦13年3月21日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定喬｣(48歳)⇒弟｢松平
  定功｣が継ぐ(⇒明和2年2月11日(17650331)､死去)
1763年5月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾎﾟﾝﾃｨｱｯｸ戦争/ｱﾒﾘｶのｵﾀﾜ族の族長ﾎﾟﾝﾃｨｱｯｸ率いる西部ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ諸部族連合がﾃﾞﾄ
  ﾛｲﾄを攻撃
1763年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾐﾙﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾘｰｿﾝ｣(~17831002死去)
1763年5月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢ｸﾚﾘｱの勝利｣》
1763年5月17日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦13年4月5日|<大相撲>宝暦13年4月場所[江戸神田明神](~8日間
  )優勝(東関脇)荒瀧,6勝1分1休
1763年5月18日-09:00|日本|茨城県結城市|宝暦13年4月6日|<交替>下総結城藩18000石｢水野勝前｣隠居⇒長男｢水
  野勝起｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年4月12日､死去)
1763年5月19日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|宝暦13年4月7日|<交替>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直郷｣隠居⇒5月1日､
  養子｢鍋島直熙｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年7月､佐賀藩を継ぎ第8代藩主となった)
1763年5月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆28年4月9日|李朝朝鮮で屠牛が禁止
1763年5月22日-09:00|日本|大分県中津市|宝暦13年4月10日|青の洞門開通(342m)
1763年5月25日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰで初の週刊新聞が発行
1763年5月31日-09:00|日本|愛媛県今治市|宝暦13年4月19日|<死去>伊予今治藩35000石｢松平定郷｣(62歳)⇒6月1
  4日､嫡孫｢松平定休｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年4月5日､隠居)
1763年6月15日 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島知事｢Francois Gabriel d'Angeac
  ｣(~17730731)
1763年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世｢ｸｰﾙ･ﾗ･ﾚｰﾇ(王妃の遊歩道)｣(8区)と｢ﾁｭｲﾙﾘｰ｣(1区)との間に｢ﾙｲ1
  5世の騎馬像｣を設置/のちの｢革命広場｣､現在の8区｢ｺﾝｺﾙﾄﾞ広場｣
1763年6月23日-09:00|日本|京都府綾部市|宝暦13年5月13日|<死去>谷衛衝(64歳)前丹波山家藩主
1763年6月24日-09:00|日本|秋田県秋田市|宝暦13年5月14日|<交替>久保田新田藩(2)2万石｢佐竹義道｣隠居⇒三
  男｢佐竹義忠｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年11月7日､隠居)
1763年6月27日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｸｰﾆｬ伯爵ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ｸｰﾆｬ｣(~17670
  831)
1763年6月27日-09:00|日本|秋田県秋田市|宝暦13年5月17日|出羽国秋田藩飯島に一揆が起こる
1763年7月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾄｩｱﾝ･ｽｰﾛﾝ｣
1763年7月-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ｽﾙﾀﾝ･ﾛﾝ･ﾕﾇｽ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ｽﾗｲﾏﾝ｣(~17950715没)
1763年7月2日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾗﾝがｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社にﾌﾞｰｼｪﾌﾙ港での諸特権を付与
1763年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Cristoforo Francesco Sizzo de Norris｣(~1776年)
1763年7月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪鳳漢｣(~17661015)
1763年7月4日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総督｢Francois Charles de Bourlamarque｣(~17640
  624死去)
1763年7月4日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ特定知事｢Marc Etienne de Joubert｣(~1776年)
1763年7月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｽﾍﾟｲﾝの間にﾊﾟﾘ条約締結.ｽﾍﾟｲﾝは東ﾌﾛﾘﾀﾞ(半島部)をｲｷﾞﾘ
  ｽに割譲.西ﾌﾛﾘﾀﾞ(現ｱﾗﾊﾞﾏ,ﾐｼｼｯﾋﾟ州の海岸部)を確保
1763年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾐｰﾙ･ｶｰｼﾑ｣
1763年7月8日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾘｸﾗ伯ｱﾝﾌﾞﾛｼﾞｵ･ﾌﾈｽ･ﾋﾞｼﾞｬﾙﾊﾟﾝ
  ﾄﾞ･ｱﾊﾞﾙｶ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾚｱ｣(~17650627)
1763年7月11日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois Louis de Salignac｣(~1764.4死
  去)
1763年7月16日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦13年6月6日|<死去>金森頼錦(51歳)元美濃郡上藩主
1763年7月19日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾋﾟｰﾀｰ･ｴﾗｽﾑｽ｣
1763年7月19日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｳｫﾙﾑﾍﾞｯｸ｣(~17640910没)
1763年7月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾐｰﾙ･ｼﾞｬｱﾌｧﾙ｣(~17650205死去)
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1763年7月29日-09:00|日本|  ||宝暦13年6月19日|<死去>大岡春卜(84歳)狩野派の絵師
1763年7月31日-09:00|日本|  ||宝暦13年6月21日|<死去>狩野英信(47歳)絵師
1763年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｰﾀﾞｳﾞ･ﾗｰｵはｱｳﾗﾝｶﾞｰﾊﾞｰﾄﾞ付近ﾗｰｸｼｬｽﾌﾞｳﾞｧﾝでﾆｻﾞｰﾑ王国の軍勢を破り､820万ﾙﾋﾟｰ
  の地を割譲させた(ﾗｰｸｼｬｽﾌﾞｳﾞｧﾝの戦い)
1763年8月4日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ﾓﾝﾄﾙｲﾕ伯爵ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾄﾞ･ｺﾞｱﾝ｣(~1764
  0423)
1763年8月6日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|宝暦13年6月27日|<交替>上野伊勢崎藩2万石｢酒井忠告｣隠居⇒養子｢
  酒井忠温｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年3月9日､隠居)
1763年8月7日-09:00|日本|和歌山県新宮市|宝暦13年6月28日|<死去>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野忠
  興｣(28歳)⇒8月6日､養子｢水野忠実｣が継ぐ(⇒文政5(1822)年4月25日､死去)
1763年8月9日-09:00|日本|  ||宝暦13年7月|<刊行>平賀源内｢物類品隲｣
1763年8月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||印紙条例に反対するﾎﾞｽﾄﾝ騒動始まる
1763年8月24日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦13年7月16日|<死去>売茶翁(高遊外)(89歳)黄檗宗の僧､茶人/煎
  茶を広めた
1763年8月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1763年8月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧﾙﾃﾞｯｸ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~18120924死去)
1763年9月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ5世｣(~1764年)
1763年9月7日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Jean Sentuary｣(~10.14)
1763年9月22日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯爵ﾋｭｰ･ｽﾐｽｿﾝ･ﾊﾟｰｼｰ｣(~17650605)
1763年9月26日-09:00|日本|  ||宝暦13年8月19日|幕府が,効能がないとして広東人参の市中販売を禁じる
1763年9月30日-09:00|日本|長野県諏訪市|宝暦13年8月23日|<交替>信濃高島藩3万石｢諏訪忠林｣隠居⇒四男｢諏
  訪忠厚｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年10月､強制隠居)
1763年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃｨﾆ｣
1763年10月3日-09:00|日本|奈良県天理市|宝暦13年8月26日|<交替>大和柳本藩1万石｢織田秀賢｣隠居⇒弟｢織田
  長恒｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年8月20日､死去)
1763年10月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｱｳｸﾞｽﾄ3世｣兼ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞ
  ﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世｣66歳
1763年10月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~12.17死去)
1763年10月6日-09:00|日本|奈良県奈良市|宝暦13年8月29日|<死去>大和柳生藩1万石｢柳生俊峯｣(45歳)⇒10月22
  日､養子｢柳生俊則｣が継ぐ(⇒文化4(1807)年8月5日､隠居)
1763年10月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞ3世､国王宣言でｱﾊﾟﾗﾁｱ山脈以西での植民地人の土地所有を当面
  禁止
1763年10月7日-01:00|日本|  ||宝暦13年9月1日|午前8時頃､暦にのっていない日食がおこる
1763年10月8日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾒﾙｳﾞｨﾙ｣(~1765年)
1763年10月8日-09:00|日本|茨城県結城市|宝暦13年9月2日|<死去>水野勝前(40歳)前下総結城藩主
1763年10月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ公爵｣(~17770219)
1763年10月9日-09:00|日本|  ||宝暦13年9月3日|京都に大風が吹き､大坂の通船が破損して千人が溺死
1763年10月14日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|宝暦13年9月8日|<交替>伊予吉田藩3万石｢伊達村信｣隠居⇒次男｢
  伊達村賢｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年2月16日､死去)
1763年10月16日-09:00|日本|神奈川県小田原市|宝暦13年9月10日|<交替>相模小田原藩11万3000石｢大久保忠興｣
  隠居⇒長男｢大久保忠由｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年10月1日､死去)
1763年10月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣26歳
1763年10月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~17960407死去)
1763年10月22日-09:00|日本|岡山県倉敷市|宝暦13年9月16日|<交替>備中岡田藩10343石｢伊東長丘｣隠居⇒三男｢
  伊東長詮｣が継ぐ(⇒安永7(1778)年6月23日､死去)
1763年10月24日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦13年9月18日|広島愛宕町出火,荒神町延焼,家数385軒(600竈)焼
  失
1763年10月30日-09:00|日本|香川県丸亀市|宝暦13年9月24日|<死去>讃岐丸亀藩51512石｢京極高矩｣(46歳)⇒10
  月晦日､長男｢京極高中｣が継ぐ(⇒文化8(1811)年1月13日､死去)
1763年11月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹｰｾ･ﾊﾞﾋﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~17650328)
1763年11月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰ･ﾖｰｸで印紙条例阻止の暴動始まる
1763年11月5日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Francois Jacques Bertin d'Avesnes｣(~17670330
  )
1763年11月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Jose Solano y Bote, marques del So
  corro｣(~17710404)
1763年11月14日-09:00|日本|東京都台東区|宝暦13年10月10日|<大相撲>宝暦13年10月場所[江戸浅草八幡宮](~8
  日間)優勝(西前2)艫綱,6勝1敗1分1休
1763年11月14日-09:00|日本|栃木県大田原市|宝暦13年10月10日|<交替>下野黒羽藩2万石｢大関増興｣隠居⇒長男
  ｢大関増備｣(⇒明和元年8月27日(17640922)､死去)
1763年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｴﾌｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1763年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｴﾌｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17911119死去)
1763年11月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｹﾍﾞｯｸ植民地にｲｷﾞﾘｽ総督ﾏﾚｰが赴任
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1763年11月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ｶﾀﾞﾙｼﾞﾗｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~17640710)
1763年11月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾅｳﾝﾄﾞｰｷｰ｣
1763年11月28日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ｼﾝﾋﾞｭｼﾝ｣(~17760610没)
1763年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Azmzade Mehmed Pasha｣(~1764年)
1763年12月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ･ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｰﾝｽﾞ｣(~17650525)
1763年12月1日-09:00|日本|広島県竹原市|宝暦13年10月27日|賀茂郡竹原下市にて大火,焼失家数237軒(462竈)
1763年12月2日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ｣(3期目~17
  64.8)
1763年12月2日-09:00|日本|福島県郡山市|宝暦13年10月28日|<死去>陸奥守山藩2万石｢松平頼寛｣(61歳)⇒三男｢
  松平頼亮｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年9月8日､死去)
1763年12月5日-09:00|日本|  ||宝暦13年11月|<刊行>平賀源内､談義本｢根南志具佐｣前編,｢風流志道軒伝｣
1763年12月6日-09:00|日本|  ||宝暦13年11月2日|<死去>2代鳥居清倍(58歳)浮世絵師
1763年12月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(ﾊﾟｸｽﾄﾝ･ﾎﾞｰｲｽﾞの虐殺)50名以上のﾊﾟｸｽﾄﾝ･ﾎﾞｰｲｽﾞとして知られる自警主義者
  集団が､6名のｻｽｹﾊﾝﾉｯｸ族を殺害
1763年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｭｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾙｼﾞｬｼﾞ｣(~1787年没)
1763年12月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣
1763年12月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ3世｣(18061220ｻﾞｸｾﾝ王ｻﾞｸｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱ
  ｳｸﾞｽﾄ1世~18270505)
1763年12月24日-09:00|日本|京都府亀岡市|宝暦13年11月20日|<死去>丹波亀山藩5万石｢松平信岑｣(68歳)⇒甥｢
  松平信直｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年閏5月27日､隠居)
1763年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｽｼﾞｬﾝｼﾞ･ｼﾝ｣
1763年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾜﾋﾙ･ｼﾝ｣(~17680827没)
1763年12月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||(ﾊﾟｸｽﾄﾝ･ﾎﾞｰｲｽﾞの虐殺)ﾌﾟﾗｸｽﾄﾝ･ﾎﾞｰｲｽﾞがﾗﾝｶｽﾀｰの留置所に押し入り､残って
  いたｻｽｹﾊﾝﾉｯｸ族14名を殺した
1763年12月27日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦13年11月23日|神田紺屋町に朝鮮人参座が創設される
1763年12月28日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Jose Fernandes Pinto Alpoi
  m｣(~17640101)
1763年12月30日-08:00|中国|  ||清･乾隆28年11月26日|中国･雲南省､通海地震M6.5､死者1000人
1764年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Willem Fockens｣(~17670930)
1764年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢Badruddin｣(~1785年)
1764年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｽ国ｽﾙﾀﾝ｢Umar Akam ud-din2世｣(~1786年)
1764年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Alimud-Din1世｣(~1774年)
1764年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Jalaluddin, Kaicili Zwaardekroon｣(~1774年)
1764年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||ｸﾗﾝﾀﾝは独立回復
1764年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ﾀﾞﾗﾏﾙﾀﾞﾅ･ｼｬｰ｣簒奪者､ｺﾞﾙｶのｼｬｰ王朝(~1765年)
1764年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾇﾙｯﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾝｻﾞｲ｣(2回目~1765年)
1764年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｳﾞﾅｶﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱｸﾍﾗｼﾞ3世ﾊﾞｰﾌﾞｼﾑｼﾞｰ｣(~1772年没)
1764年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｶｰﾝ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｶｰﾝ｣(~1766年)
1764年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｳﾞｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾟﾁｬﾝｼﾞ･ﾗﾜｼﾞ｣(~1772年没)
1764年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾗｲｼﾝｼﾞ｣(~1786年没)
1764年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｴﾙﾃﾞﾆ｣
1764年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第36代ﾊﾝ｢ﾃﾑﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣
1764年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾝ統治者(ﾐｰﾙ)｢ｱｯﾊﾞｽ･ｶｰﾝ2世｣(~1796年)
1764年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ｣(~同年)⇒｢ｼｬｰﾙﾌ3世｣(~
  同年)⇒｢ﾅﾙﾌﾞﾀ･ﾋﾞｰ｣(~1801年死去)
1764年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第37代ﾊﾝ｢ﾀｳｹ｣(~1766年)
1764年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾊｰﾝ｣(~1765年)
1764年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾗﾋﾑ･ﾊｰﾝ｣(~1770年)
1764年-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<設立>ﾌﾗﾝｽ王領植民地ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島
1764年-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<死去>ｸｳｪｰﾄ初代首長｢ｻﾊﾞｰﾊ1世｣
1764年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑﾛﾝﾄﾞ｣(~1771年頃)
1764年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｵﾏｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1775年)
1764年-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<即位>ｸｳｪｰﾄ第2代首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ1世｣(~18140503死去)
1764年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊｼﾞ･ｱﾊﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~9月､死去)
1764年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1768年)
1764年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総督｢ﾖｳﾞｧﾝ･ｽﾀﾉﾌ･ﾗﾄﾞﾝｲｯﾁ｣(~18030708没)
1764年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ(ｸﾞﾚﾅﾀﾞに従属)副総督｢ｼﾞｮｾﾌ･ﾋｷﾞﾝｿﾝ｣(~176
  6年)
1764年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾄﾞｩ支配者(ｴﾘﾏﾝ)｢ｻﾝﾊﾞ･ﾄｩﾏｰﾈ･ｼ｣⇒｢ｱﾏﾃﾞｨ･ｹﾞｲ･ｼ｣(~?)⇒統治者(ｱﾙﾏｰﾐ)｢ｱﾏ
  ﾃﾞｨ･ｹﾞｲ･ｼ｣(~1786年)
1764年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢ｸﾜﾄﾞｩ･ｵｺﾜｲｴ｣(~1777年)
1764年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの職工ﾊｰｸﾞﾘｰﾌﾞｽがｼﾞｪﾆｰ紡績機を発明
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1764年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢George Wyke｣
1764年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Rene Camille｣(~1771年)
1764年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王代理｢Vupil du Sablon｣
1764年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾎｾ･ﾌﾞﾗｽｺ･ﾃﾞ･ｵﾛｽｺ｣(~1767年7月没)
1764年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹﾍﾞｯｸ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾏﾚｰ｣(~1768年)
1764年 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾒｷｼｺに初めて正規軍を派遣
1764年1月1日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Pedro Jose Soares de Figueir
  edo Sarmento｣(~1769年死去)
1764年1月2日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Louis-Thomas Jacau de Fiedmond｣(1期目~12.22)
1764年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱｿﾙ公･2代ﾃｨﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ侯･5代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯･2代ｽﾄﾗｽﾃ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞ
  ｪｲﾑｽﾞ･ﾏﾚｰ｣
1764年1月8日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ島主｢James3世 Murray｣
1764年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱｿﾙ公･3代ﾃｨﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ侯･6代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯･3代ｽﾄﾗｽﾃ=ｽﾄﾗｽｴｰﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞ
  ｮﾝ･ﾏﾚｰ｣2代公の甥(~17741105死去)
1764年1月8日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島主｢Charlotte Murray｣(~17650711)､代理｢John Murray｣(~17650711)
1764年1月10日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Gines de Cabrera 
  Bethencourt Dumpierrez｣(~1766年死去)
1764年1月12日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝暦13年12月10日|<死去>遠江掛川藩5万石｢太田資俊｣(44歳)⇒長男｢
  太田資愛｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年2月17日､67歳で死去)
1764年1月13日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦13年12月11日|<就任>老中｢松平康福｣(~1788年4月3日)
1764年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｺｰｸ伯･6代ｵｰﾗﾘｰ伯｢ﾊﾐﾙﾄﾝ･ﾎﾞｲﾙ｣
1764年1月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾐﾊｲﾙ･ﾗｺｳﾞｨﾂｧ｣(~17650901)
1764年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣
1764年1月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾀﾞﾙﾊｳｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾗﾑｾﾞｲ｣(~17871115死去)
1764年2月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽｺｯﾄ｣(2回目~12.13)
1764年2月1日-08:00|中国|  ||清･乾隆28年12月30日|<死去>曹雪芹/40歳(誕生1724年)/長編小説｢紅楼夢｣の作
  者
1764年2月2日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清･乾隆29年|清がﾛｼｱの不正課税を理由にｷｬﾌﾀでの交易を停止
1764年2月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人が､ｾﾝﾄ･ﾙｲｽを建設
1764年2月19日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｳ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾌﾞﾘﾄ･ﾃｨｸﾞﾚ｣(~1766年1
  2月)
1764年2月22日-09:00|日本|京都府綾部市|宝暦14年1月21日|<死去>丹波山家藩1万石｢谷衛将｣(37歳)⇒弟｢谷衛
  秀｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年8月13日､52歳で死去)
1764年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊｰﾄﾞｳｨｯｸ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾖｰｸ｣
1764年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊｰﾄﾞｳｨｯｸ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾖｰｸ｣先代の息子(~17900516死去)
1764年3月7日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ﾘｵﾊﾞﾝﾊﾞの先住民が,ﾐﾀの軽減と土地の分与を求め反乱
1764年3月13日-09:00|日本|埼玉県児玉郡美里町|宝暦14年2月中旬|平賀源内が猪俣村で石綿を使った燃えない
  布を製造して火浣布と名づける
1764年3月13日-09:00|日本|東京都|宝暦14年2月11日|<死去>奥村政信(79歳)浮世絵師/奥村派の始祖
1764年3月17日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督代理｢Francisco Javier de la Torre｣(~17
  650706)
1764年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾊﾟｰｶｰ｣
1764年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾏｸﾙｽﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｶｰ｣(~17950209死去)
1764年3月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾖｰｾﾞﾌ2世｣ﾌﾗﾝﾂ1世とﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱの息子(⇒17650818皇帝~1790022
  0)
1764年3月28日-09:00|日本|山口県周南市|宝暦14年2月26日|<死去>周防徳山藩3万石｢毛利広寛｣(30歳)⇒4月21
  日､弟｢毛利就馴｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年9月24日､隠居)
1764年3月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｷﾞｶ｣(1回目~17670203)
1764年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kopruluzade Hafiz Ahmed Pasha｣(~1765年)
1764年4月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois Louis de Salignac｣
1764年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｴﾝｼﾞｪﾙｽ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1764年4月1日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦14年3月|｢禅のつとめ｣下座の始まり中村座
1764年4月1日-08:00|中国|  ||清･乾隆29年3月|清が生糸輸出禁止令を解除
1764年4月3日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾎｾ･ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ﾅﾊﾞ･ｲ･ｶﾍﾞｽﾄﾞ｣(~17730614)
1764年4月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が砂糖条例を可決､ｱﾒﾘｶ13植民地に対する課税強化策
1764年4月5日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢ﾙｲｽ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾃﾞ･ﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾙ｣(~1767年
  )
1764年4月5日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの探検家ﾙｲｽ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾃﾞ･ﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾙ,東ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ島に最初の永久
  の居留地ﾎﾟﾙﾄ･ﾙｲを建設.ｻﾝ･ﾏﾛの島と名づける(ｽﾍﾟｲﾝ名ﾏﾙﾋﾞﾅｽの語源)
1764年4月8日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾏﾙﾄﾞｳﾞｧﾝｻﾞｰﾄﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~17650324)
1764年4月8日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Agustin de la Rosa Queipo de Llano｣(~177101
  08)
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1764年4月11日-09:00|日本|千葉県富津市|宝暦14年3月11日|<死去>上総佐貫藩16000石｢阿部正興｣(32歳)⇒養子
  ｢阿部正賀｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年10月24日､死去)
1764年4月14日-09:00|日本|岡山県岡山市|宝暦14年3月14日|<死去>備前岡山藩31万5千石｢池田宗政｣(38歳)⇒長
  男｢池田治政｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年3月8日､隠居)
1764年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が通貨条例を可決し､植民地に紙幣の発行を禁止
1764年4月20日-09:00|日本|兵庫県明石市|宝暦14年3月20日|<死去>播磨明石藩6万石｢松平直純｣(38歳)⇒5月､長
  男｢松平直泰｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年10月､隠居)
1764年4月21日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢John Georg von John｣
1764年4月23日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Ditlev Wilhelm Wi
  ldthagen｣(~11.7死去)
1764年4月23日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｴｽﾀﾝ伯ｼﾞｬﾝ･ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｼｬﾙﾙ･ｱﾝﾘ｣(~17660701)
1764年4月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦14年3月26日|<死去>5代鴻池善右衛門(48歳)大阪の豪商
1764年4月27日-09:00|日本|東京都台東区|宝暦14年3月27日|<大相撲>宝暦14年3月場所[江戸浅草八幡宮](~8日
  間)優勝(東小結)雪見山,5勝0敗1無勝負1預1休
1764年5月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ11世｣(~1779年
  没)
1764年5月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙ2世｣(~1766.6)
1764年5月1日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｱﾊﾟﾔ｣(~17740117)
1764年5月5日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦14年3月24日|<解任>老中｢秋元涼朝｣
1764年5月6日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|宝暦14年4月6日|<交替>下総生実藩1万石｢森川俊令｣隠居⇒長男
  ｢森川俊孝｣が継ぐ(⇒天明8(1788)年6月28日､死去)
1764年5月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣(~1794年没)
1764年5月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｽｺｯﾄｵ｣(~17820725)
1764年5月15日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞｽﾄｰﾝ(17641219まで)
  /ｼｬﾉﾝ伯爵ﾍﾝﾘｰﾎﾞｲﾙ(17641228まで)/ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ/ﾎﾞｳｽﾞ男爵ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｳｽﾞ･ｺｵﾝ(17650222から)｣(~17651018)
1764年5月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾉｰﾃｨﾝﾄﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾍﾝﾘｰ｣(~17720114死去)
1764年5月30日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢Michael ﾎﾜｲﾄ｣(~1782年)
1764年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍のﾏﾆﾗ占領集結
1764年5月31日-09:00|日本|佐賀県小城市|宝暦14年5月|<交替>肥前小城藩73000石｢鍋島直員｣隠居⇒次男｢鍋島
  直愈｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年4月､隠居)
1764年6月6日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｲﾉｾﾝｼｵ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~1772
  1121)
1764年6月15日-09:00|日本|秋田県北秋田市|宝暦14年5月16日|幕府が秋田藩に対して､阿仁銅山と周辺の土地1
  万石の召し上げを通告/名目は経営難の救済だったが､真の狙いは幕府の銅の確保にあった
1764年6月15日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦14年5月16日|解任>老中｢酒井忠寄｣
1764年6月24日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総督｢Francois Charles de Bourlamarque｣
1764年6月24日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定総督｢Henri Edouard, baron de Copley｣(~17
  650320)
1764年6月30日-09:00|日本|  ||明和1年6月2日|｢明和｣に改元
1764年7月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Domingo Bernardi Gomez Rabelo｣(
  ~1767.3死去)
1764年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾊﾞｲﾛﾝ艦隊がﾌﾟﾘﾏｽから探検航海に出航
1764年7月5日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|明和1年6月7日|<死去>上野小幡藩2万石｢織田信富｣(42歳)⇒養
  子｢織田信邦｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年8月21日､蟄居)
1764年7月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ﾏﾅｼﾞﾗｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~17680118)
1764年7月16日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>元ﾛｼｱﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ6世｣幽閉された監獄の看守により暗殺される
1764年7月18日-09:00|日本|広島県広島市|明和1年6月20日|安芸郡仁保島丹那出火,家数98軒(114竈)焼失
1764年7月19日-09:00|日本|愛知県西尾市|明和1年6月21日|<移封>出羽山形藩6万石｢松平乗祐｣⇒三河国西尾藩6
  万石(⇒明和6(1769)年9月4日､死去)
1764年7月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和1年6月21日|<就任>大坂城代｢松平和泉守乗佑｣(~明和6.9.4)
1764年7月19日-09:00|日本|岡山県真庭市|明和1年6月21日|<移封>三河西尾藩23000石｢三浦明次｣⇒美作勝山藩2
  3000石(⇒安永元(1772)年､隠居)
1764年7月19日-09:00|日本|京都府京都市|明和1年6月21日|<就任>京都所司代｢阿倍正允｣(⇒1769(明和6年8月18
  日))
1764年7月28日-09:00|日本|三重県亀山市|明和1年6月30日|<死去>伊勢亀山藩6万石｢石川総慶｣(61歳)⇒8月23日
  ､次男｢石川総尭｣が継ぐ(⇒11月14日､死去)
1764年8月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Tawke Khan Khudaydad｣(~1766.2)
1764年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾏｶﾙ･ﾊﾁ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1765年､就任直後に解任)
1764年8月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｱﾝﾄﾞﾗｽ･ｸﾞﾛﾌ･ﾊﾃﾞｨｸ･ﾌﾀｷ｣(政府大統領~17680204)
1764年8月7日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明和1年7月10日|<死去>播磨林田藩1万石｢建部長教｣(41歳)⇒弟｢建部
  政賢｣が継ぐ(⇒文化9(1812)年11月22日､隠居)
1764年8月9日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌﾞﾙｰﾚ｣(~17800
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  910死去)
1764年8月24日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Miguel de Castejon y Davila｣
1764年8月24日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Maria del Pilar de Castejon y Silva｣(~1806年死
  去)､｢Martin Pedro de Castejon y Silva｣(~1765年死去)
1764年9月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ3世ｷﾞﾚｲ｣(1期目~17670314)
1764年9月 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ｱﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾐｺｳ｣(~1771年)
1764年9月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｽﾀﾆｽﾜﾌ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾎﾟﾆｬﾄﾌｽｷ(ｽﾀﾆｽﾜﾌ2世ｱｳｸ
  ﾞｽﾄ)｣(~17951125第3次ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ分割による共和国消滅とともに退位/ﾛｼｱに亡命中に死去)
1764年9月10日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾔﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾊｲﾃﾞｺﾊﾟｰ｣(2回目~17
  670711在任中死去)
1764年9月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｼｱｽ｣
1764年9月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｼｱｽの息子(~18000908
  死去)
1764年9月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｽﾄｰｳﾞｧｰ｣(~1767年)
1764年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾚｲｳﾞｧｰﾘﾝｸﾞ･=ｸｰﾊﾟｰ｣
1764年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸｰﾊﾟｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾅｯｿｰ･ｸﾚｲｳﾞｧｰﾘﾝｸﾞ=ｸｰﾊﾟｰ｣(~17891222死去)
1764年9月22日-09:00|日本|栃木県大田原市|明和1年8月27日|<死去>下野黒羽藩2万石｢大関増備｣(33歳)⇒長男
  の｢大関増輔｣(享和2(1802)年8月6日､隠居)
1764年9月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和1年9月|<初演>大晏寺堤,歌舞伎｢敵討襤褸錦｣中の芝居
1764年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1764年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣
1764年10月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣先代の息子(~18110729死去)
1764年10月7日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|明和1年9月12日|下野国宇都宮に一揆が起こる
1764年10月8日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和1年9月13日|<死去>豊竹越前少掾(84歳)義太夫節太夫/豊竹座の
  創始者
1764年10月13日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|明和1年9月18日|<死去>豊後森藩12500石｢久留島光通｣(61歳)
  ⇒五男｢久留島通祐｣が継ぐ(⇒寛政3年8月10日(17910907)､死去)
1764年10月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾌﾞｸｻｰﾙの戦い>ﾑｶﾞﾙ皇帝ｼｬｰ･ｱｰﾗﾑ2世､ｱﾜﾄﾞ太守ｼｭｼﾞｬｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ､前ﾍﾞﾝｶ
  ﾞﾙ太守ﾐｰﾙ･ｶｰｼﾑ三者連合軍40000はﾋﾞﾊｰﾙとｱﾜﾄﾞの境にあるﾌﾞｸｻｰﾙで､ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の軍7000と会戦､戦いは
  1日で終結し､結果はｲｷﾞﾘｽの圧勝
1764年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの画家で版画家ｳｨﾘｱﾑ･ﾎｶﾞｰｽ/66歳(誕生16971110)｢娼婦の一生｣
  を描いた
1764年10月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆29年10月|朝鮮､掌隷院を廃正
1764年10月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和1年10月|<初演>人形浄瑠璃｢嬢景清八嶋日記｣豊竹座
1764年11月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市|明和1年10月8日|<死去>徳川宗春(69歳)元尾張藩主
1764年11月6日-09:00|日本|山口県岩国市|明和1年10月13日|<死去>周防岩国藩6万石｢吉川経永｣(51歳)⇒12月2
  日､養子｢吉川経倫｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年､隠居)
1764年11月7日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Ditlev Wilhelm Wi
  ldthagen｣
1764年11月9日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督代理｢Peter Gynthelberg
  ｣(~17650829)
1764年11月12日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾊﾞｺﾞはｲｷﾞﾘｽの植民地
1764年11月13日-09:00|日本|東京都江東区|明和1年10月20日|<大相撲>明和1年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(東前4)押尾川,6勝1敗1休
1764年11月15日-09:00|日本|東京都|明和1年10月22日|<死去>初代富本豊前掾(49歳)富本節創始者
1764年11月17日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ﾍｰﾁﾏﾝ国ﾛｼｱに編入､ﾍﾄﾏﾝの称号を廃止
1764年11月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾛｽﾀｰ=ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ｣(~18050825死去)
1764年11月22日-09:00|日本|神奈川県小田原市|明和1年10月29日|<死去>大久保忠興(51歳)前相模小田原藩主
1764年11月30日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾌﾙﾍﾝｼｵ･ﾃﾞ･ｲｪｸﾞﾛｽ･ｲ･ﾚﾃﾞｽﾏ｣(~17660929)
1764年12月6日-09:00|日本|三重県亀山市|明和1年11月14日|<死去>伊勢亀山藩6万石｢石川総尭｣(21歳)⇒甥｢石
  川総純｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年5月13日､死去)
1764年12月13日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾒﾙｳﾞｨﾙ｣(1回目~1768年8月)
1764年12月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ｸﾞﾏﾝ･ｼﾝ｣(~17710117没)
1764年12月22日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Etienne Francois de Turgot｣(~1765.4)
1764年12月22日-09:00|日本|  ||明和1年11月30日|<死去>理秀女王(40歳)中御門天皇の皇女､臨済宗の尼
1764年12月28日-09:00|日本|  ||明和1年12月6日|<死去>大口樵翁(76歳)茶人
1765年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ主長(ﾄｩｲ･ｶﾉｸﾎﾟｵﾙ)｢ﾄｩﾎﾟｳﾗﾋ｣(~1771年)
1765年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ﾌﾘｱ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾎﾞｱﾍﾞﾝﾄｩﾗ/ｼ
  ﾞｮｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ)｣(~1768年)
1765年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Hendrik Breton｣(~1767年)
1765年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ第3代ｽﾙﾀﾝ｢Abdul Jalil Jalaluddin Shah｣(~1766年)
1765年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾄﾞｩﾙｸ･ﾃﾝｼﾞﾝ1世｣(~1768年)
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1765年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾃｼﾞｬﾅﾗﾔﾅｼﾏﾏｯﾗ｣(~1768年10月)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱﾘ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾊﾟﾊﾄﾞ･ﾃﾞｵ2世｣
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾞﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1792年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾔﾝ･ﾑﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1766年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾘ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ1世｣(~1818年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾊｸｽﾃｨｰﾝ｣(~1773年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾃｨ･ｼﾝ｣(~1768年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞｲﾙｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(1回目~1770年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾄﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｲ･ｼﾝ｣(~不明)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｾｶｰﾙ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1766年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾙｶﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾏﾝ･ｼﾝ｣建国(~1782年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ･ﾓﾊﾊﾟﾄﾗ｣(~1775年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞｼﾞｬﾜﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣建国(~1793年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国摂政｢ﾗﾆ･ｻｸﾞﾅﾊﾞｲ｣(~1767年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｸﾗｲ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｰﾗﾄ･ｼ･ｬｰ｣(~不明)⇒｢ｳﾀﾞｲ･ｼｬｰ｣(~不明)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞｬｳﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾙﾏﾗ･ｶｰﾝ｣(~1808年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ｣(~1787年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾜﾄﾞﾜﾝ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗｼﾑｼﾞ･ｻﾊﾞﾙｼﾑｼﾞ｣(~1778年没)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾄﾅ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ1世｣(~1820年)
1765年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾘﾌﾟﾗ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(1809年に確認)
1765年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾗｽﾍﾞﾗ国ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ｢ｺﾞｰﾗﾑ･ｼｬｰ｣(~1776年)
1765年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ･ﾊﾝ｢ﾌﾞﾙﾊﾝ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~不明)⇒｢ﾐﾙｻﾞ･ｶﾗﾝ2世｣(~不明)⇒｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬ
  ｰ･ｶｰﾝ｣(~不明)⇒｢ﾐﾙｻﾞ･ｶﾗﾝ3世｣(~不明)⇒｢ｻﾞﾏﾝ･ｱｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1792年)
1765年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ｷﾞｵﾙｷﾞ5世｣(2回目~1771年)
1765年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ｼｬｷﾞ･ｼｪﾛﾁｮ｣(~1768年)
1765年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾃﾞｨﾘﾔ首長｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｱｽﾞｨｰｽﾞ1世ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ｻｳﾄﾞ｣(~18031002死去)
1765年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｼﾗｰﾌﾀﾞﾙ･ﾏﾋﾙ･ﾊﾑｻﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1767年､地元の首長に
  よって退位させられた)
1765年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾍﾞ統治者｢ｵﾗ･ｼﾞｬｸﾞﾎﾞ｣(~1770年)
1765年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ﾀﾞﾎﾒ王国ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ総督｢ｾｸﾌﾟﾛﾝ｣
1765年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ﾍﾞﾚﾝﾄﾞ･ﾙｰ･ｳﾞｧﾝ･ｱﾄﾞｩｱﾙﾄﾞ｣(~1773年)
1765年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｳﾏﾙ2世ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1766年)
1765年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰのﾄﾞﾅｳ川以南で農民反乱が勃発
1765年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Pedro de Castejon y Silva｣
1765年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｿｳﾄ･ﾏｲｵｰﾙ｣(~1766年)
1765年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｻﾝﾊﾞ･ﾎﾞﾋ･ｺﾝｺ｣(~1772年)
1765年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督代行｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽｺｯﾄ｣(~17671106没)
1765年 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙのｷﾄで植民地支配に対する反乱が勃発
1765年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ﾏﾙｺｽ･ﾃﾞ
  ･ｶﾞﾙﾍﾞｽ･ｺﾗﾙ｣(2回目~1766年)
1765年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼｬﾙﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｵｰﾌﾞﾘｰ｣(~1766年)
1765年 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾕｶﾀﾝでｶﾈｯｸの反乱
1765年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ﾏｳｲ島国王｢Kamehamehanui Ailuau｣kalani｣
1765年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ﾏｳｲ島国王｢Kahekili2世｣(~1794年死去)
1765年1月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで日刊紙｢ﾃﾞｨｱｰﾘｵ･ｳﾞｪﾈﾄ｣発刊｡商業問題とあらゆる日常の出来事を扱う
1765年1月8日-07:00|日本|三重県伊勢市|明和1年12月17日|<伊勢山田明和元年の大火>(~18日)夜中の八つ時(午
  前2時頃)､山田の中島町､中野金剛橋前にある塩魚を商う奥井勘兵衛の家から出火､火元の町から表通りに燃え
  広がり､辻､二俣､浦口も通りを挟んで両側とも燃え尽きた/その後､筋向橋が焼け落ち､上中乃郷の両側､橋村世
  古､西世古も焼き､炎は下中乃郷へと進み､長乃世古､上之久保を経て八日市場へと燃え広がった/その後七つ町
  を焼き､大世古､一志も残らず焼失､さらに東へと燃え広がり下之久保､一之木も全焼させた後､宮後西河原を経
  て田中中世古を全焼､さらに館町北側､北御門口から南側の下馬所前野､岩淵､岡本と小田橋手前まで焼き尽く
  して､翌18日夜の戌の刻(20時頃)ようやく鎮火/被害は､平師職(一般の御師:布教､宿泊所)及び町家1771軒､外
  宮大宮司家､神宮家(神官)12軒､三方家(町政自治組織の長)11軒､三方家の長屋2か所､年寄家(自治組織役員)11
  0軒､隠居所､春木隼人参篭所､町会所(集会所)6軒､その他3軒の以上1918軒が焼失/土蔵111か所､神社4か所､寺
  院2か所が焼失､6軒を破壊消防のため倒潰
1765年1月13日-09:00|日本|東京都文京区|明和1年12月22日|<死去>一橋徳川家10万石｢徳川宗尹｣(44歳)⇒閏12
  月21日､四男｢徳川治済｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年1月27日､隠居)
1765年1月17日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ摂政｢ﾚｻﾞｰ･ﾊｰﾝ｣(~17660503)
1765年1月17日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ﾅｼﾞﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17660503没)
1765年1月18日-09:00|日本|栃木県日光市|明和1年12月27日|日光東照宮150回忌法要にともなう助郷役増徴に反
  対し沿道農民が蜂起
1765年1月18日-09:00|日本|宮城県仙台市若林区|明和1年12月27日|仙台佛眼寺類焼
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1765年1月22日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国のｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｲﾛﾝ提督,ﾌﾗﾝｽ人の入植を知らないまま西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ島
  にｴｸﾞﾓﾝﾄ港を建設
1765年1月25日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Victor Therese Charpentier｣(~17720309)
1765年1月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｬﾝ･ﾛｰ･ﾄﾞ･ﾛｰｽﾄﾝ･ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ｣(1回目~5月)
1765年1月27日-09:00|日本|東京都台東区|明和1年閏12月7日|<死去>佐竹義道(64歳)前出羽岩崎藩主(江戸定府)
1765年1月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝｾｽｺ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞﾗ･ﾛｳﾞｪｰﾚ｣(~17670129)
1765年2月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾐｰﾙ･ｼﾞｬｱﾌｧﾙ｣
1765年2月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾅｼﾞｭﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17660508死去)
1765年2月6日-09:00|日本|  ||明和1年閏12月17日|<中山道伝馬騒動>(~翌年1月)主要街道の一つであった中山
  道沿いで発生した一揆/助郷村では幕府の増助郷に反対する百姓の組織化が起こり､村役人の多くが負担に反
  発し出頭を断わると､村役人に賛同する農民が熊谷宿､鴻巣宿､桶川宿などに集結して蜂起､幕府側に抵抗/騒動
  は瞬く間に街道沿いに広がり､武蔵･上野･信濃および下野の一部にわたって発生し､20万人が参加したといわ
  れる伝馬大騒動が起こった/幕府側は､助郷の追加負担を取り下げ沈静化を図ったが暴徒が街道沿いの富農を
  襲撃する打ちこわしを起こし､中山道の機能がﾏﾋする事態となった
1765年2月14日-09:00|日本|東京都|明和1年閏12月25日|江戸北町奉行依田豊前守政次はこの日､当時の消防の新
  兵器"竜吐水"を､江戸城近辺の町火消13組に合計55柄(台)給付/竜吐水とは､大きな水桶の上に二人で交互に動
  かす手押しﾎﾟﾝﾌﾟをつけた消火器だが､放水能力は低く､飛び火などによる延焼防止として家の軒先などに水を
  浴びせるか､火消人足が火中に飛び込む前に水をかぶるのに使ったという
1765年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶﾘｶﾙがﾌﾗﾝｽに復帰
1765年2月19日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｷｬﾝﾃﾞｨを占領(~8.31)
1765年2月20日-09:00|日本|東京都|明和2年|絵暦の交換会で,鈴木春信が錦絵を発表
1765年2月20日-08:00|中国|  ||清･乾隆30年2月|東ﾄﾙｷｽﾀﾝのｳｼｭでﾑｽﾘﾑの反乱がおこる
1765年2月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾓｰﾂｧﾙﾄの交響曲第1番が初演される
1765年3月-07:00|ﾗｵｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾟｰﾝ(ﾗﾝｻﾝ)はﾋﾞﾙﾏの宗主国下(~1772年)
1765年3月14日-09:00|日本|東京都|明和2年1月23日|<死去>綾川五郎次(63歳)第2代横綱
1765年3月16日-09:00|日本|滋賀県大津市|明和2年1月25日|<交替>近江膳所藩6万石｢本多康桓｣隠居⇒弟｢本多康
  政｣が継ぐ(⇒同年10月30日､死去)
1765年3月20日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ総督｢Pierre Gedeon de Nolivos｣(~17681129)
1765年3月21日-09:00|日本|京都府京都市|明和2年春|絵師円山応挙が代表作のひとつ｢雪松図｣を京都で描く
1765年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が印紙条例を制定､ｱﾒﾘｶ13植民地への課税強化第3弾
1765年3月24日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾆｼｭﾘ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17660411)
1765年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が軍隊宿営条例を制定､植民地に軍馬･食糧提供を義務付け
1765年3月24日-09:00|日本|奈良県葛城市|明和2年2月4日|<死去>大和新庄藩1万石｢永井直国｣(43歳)⇒次男｢永
  井直温｣が継ぐ(⇒寛政7(1795)年3月20日､死去)
1765年3月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾑﾌｼﾝｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~17680807)
1765年3月31日-09:00|日本|愛媛県松山市|明和2年2月11日|<死去>伊予松山藩15万｢松平定功｣(33歳)⇒翌日､従
  兄｢松平定静｣が継ぐ(松山新田藩1万石は幕府に返上⇒安永8年7月14日(17790825)､死去)
1765年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Melek Ahmed Pasha｣(~同年)⇒｢Sunbatzade Mehm
  ed Pasha｣(~同年)⇒｢Ahmed Pasha｣(~1767年)
1765年4月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Jean Pierre Antoine de Behague｣(2期目~17660128)
1765年4月1日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｴｯｸ男爵ﾙﾊﾞｰﾄ･ﾔﾝ｣
1765年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1765年4月1日-09:00|日本|愛媛県松山市|明和2年2月12日|<廃藩>松山新田藩1万石｢松平定静｣宗家松山藩を相続
  /宗家に吸収
1765年4月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ･ｺﾞﾘﾂｨﾝ｣(~17730502)
1765年4月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾔﾝｸﾞ/81歳(誕生16830703)｢ｱﾝ王女をいたむ｣の詩人
1765年4月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18190217に確認)
1765年4月9日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ摂政｢ｳｨﾙﾍﾙﾐﾅ･ｶﾛﾘｰﾅ･ﾄﾞ･ｵﾚﾝｼﾞ･ﾊﾞﾝ･ﾅｯｿｰ｣(~17660308)
1765年4月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟﾝﾃﾞｨｼｪﾘがﾌﾗﾝｽに復帰
1765年4月14日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|明和2年2月25日|<死去>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川宗将｣(46歳
  )⇒3月29日､次男｢徳川重倫｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年2月3日､隠居)
1765年4月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰでﾃﾞﾝﾏｰｸ王の暫定的人頭税への抗議行動がおこる
1765年4月25日-09:00|日本|東京都港区|明和2年3月6日|<大相撲>明和2年3月場所[江戸芝神明社](~8日間)優勝(
  東小結)出水川,7勝0敗1分
1765年4月25日-09:00|日本|福井県福井市|明和2年3月6日|福井城下で火事,侍家22軒･町家803軒など焼失
1765年4月26日-09:00|日本|東京都|明和2年3月7日|<死去>深井志道軒(86歳)講釈師
1765年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾆｺﾗ｣(~1766年)
1765年5月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｷﾄｰでｽﾍﾟｲﾝの圧政に対する大衆蜂起(ﾊﾞﾘｵの反乱)/住民はｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱを
  占拠,ﾍﾞｶﾞ･ﾌﾛﾘｰﾀﾞ伯をｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱの王として推戴/その後ﾘｵﾊﾞﾝﾊﾞでｱﾒﾘｶ先住民反乱
1765年5月8日-09:00|日本|北海道|明和2年3月19日|<死去>蝦夷松前藩1万石｢松前資広｣(40歳)⇒10月11日､長男｢
  松前道広｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年10月28日､隠居)
1765年5月9日-09:00|日本|  ||明和2年3月20日|<死去>桃田伊信(不明)絵師
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1765年5月13日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾑｰﾔｱｰﾄ｣(~8.7)
1765年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾔﾅｵﾝがﾌﾗﾝｽに復帰
1765年5月15日-09:00|日本|福島県福島市|明和2年3月26日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉勝承｣(31歳)⇒弟｢板倉
  勝任｣が継ぐ(⇒翌年7月7日(17660812)､死去)
1765年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Victor Frederick｣
1765年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Frederick Albert｣(~17960409死去)
1765年5月25日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ･ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｵﾊﾗ｣(~1775年11月)
1765年5月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾊがﾌﾗﾝｽに復帰
1765年6月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで自由経済協会が設立される
1765年6月-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｱｰｳｨﾝ｣(~1767年)
1765年6月7日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄｩｱﾓﾂ諸島は､英国の大尉ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｲﾛﾝによって再発見され､失望の島と
  命名
1765年6月10日-09:00|日本|大阪府高槻市|明和2年4月22日|<死去>永井直期(63歳)前摂津高槻藩主
1765年6月14日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾓﾛｯｺのｽﾙﾀﾝとの条約
1765年6月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾝﾃﾞﾙﾅｺﾞｰﾙがﾌﾗﾝｽに復帰
1765年6月18日-09:00|日本|  ||明和2年5月|<刊行>後藤梨春｢紅毛談(ｵﾗﾝﾀﾞばなし)｣/ｴﾚｷﾃﾙと称する電気医療器
  を紹介/ｵﾗﾝﾀﾞ文字を文中に使ったため幕府から絶版に処される
1765年6月19日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾙｰﾉ｣(~1766年)
1765年6月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾙｶｯﾀで黒い穴事件でｲｷﾞﾘｽ人123人が死亡
1765年6月21日-13:00|ﾄｹﾗｳ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||無人のｱﾀﾌは､英国ｺﾓﾄﾞｰﾙJｵｰﾝﾊﾞｲﾛﾝがHMSﾄﾞﾙﾌｨﾝで訪れ､ﾖｰｸ公爵島のと
  名付けられた
1765年6月21日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾝ島は英国王が所持(17650711引き継ぎ)
1765年6月21日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾟｶﾌﾟｶはｲｷﾞﾘｽのｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｲﾛﾝ提督によって再発見され､危険島と名付
  けられた
1765年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ﾓﾝﾃﾋﾟｱﾉ､土砂災害､死者600
1765年6月25日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督代行｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ｲｪｼﾞｰ･ﾋﾙﾂｪﾝ｣(~7.9)
1765年6月25日-09:00|日本|和歌山県田辺市|明和2年5月8日|<死去>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤次
  由｣(50歳)⇒6月24日､養子｢安藤寛長｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年3月12日､25歳で死去)
1765年6月27日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾝﾘｹ｣(~7.24没
  )
1765年6月29日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使｢Jorgen Frantz Hammershaimb｣
1765年6月29日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執行使｢Wenceslaus Hammershaimb｣(~1815年)
1765年6月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  ||6月末|ｱﾒﾘｶ先住民の反乱が総督軍により壊滅される
1765年7月2日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｸﾅｳを英国軍大尉ｼﾞｮﾝ･ﾊﾞｲﾛﾝが発見
1765年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1765年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾊﾘｰ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(~17941225死去ﾎﾞﾙﾄﾝ公爵位廃絶)
1765年7月6日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾗｵﾝ｣(~1770.7)
1765年7月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興26年5月20日|<死去>広南国王｢武王･阮福濶｣
1765年7月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興26年5月20日|<即位>広南国王｢定王阮福淳｣(~1775年譲位~1777.8
  殺害される)
1765年7月8日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|明和2年5月21日|<死去>伊達村信(46歳)前伊予吉田藩主
1765年7月8日-09:00|日本|福島県相馬市|明和2年5月21日|<交替>陸奥中村藩6万石｢相馬尊胤｣隠居⇒養子｢相馬
  恕胤｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年12月2日､隠居)
1765年7月9日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾔﾝ･ｲｪﾄﾞﾙｼﾞｪｲ･ﾖｾﾞﾌ･ﾎﾞﾙﾋ｣(~17671019)
1765年7月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第9代首相｢第2代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ侯爵ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾜﾄｿﾝ=ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣ﾎｲ
  ｯｸﾞ党(~17660730)
1765年7月14日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ｽﾞﾙｶﾙﾅｲﾝ･ｲﾅﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｶﾊﾙﾗ･ﾊﾘﾌｧｯﾄ･ｳﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ﾖﾊﾝ･ﾍﾞ
  ﾙﾀﾞｳﾗｰﾄ･ｼﾞﾙﾗﾋ･ﾌｨﾙ･ｱﾗﾑ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾏｲｳﾗ｣
1765年7月14日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ2世ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾐﾇｯﾗｰ｣(~17
  730617没)
1765年7月16日-09:00|日本|青森県八戸市|明和2年5月29日|<交替>陸奥八戸藩2万石｢南部信興｣隠居⇒長男｢南部
  信依｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年2月9日､隠居)
1765年7月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ｣ﾌｨﾘｯﾎﾟの息子(~18021009死去51歳)
1765年7月24日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾊﾟｽｶﾙ･ﾋﾒﾈｽ･ﾃﾞ･ｼｽﾈﾛｽ｣(~
  17660311)
1765年8月2日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事代理｢John Irwin｣(~1767.11)
1765年8月7日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｲﾏｰﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌｧﾙｸ｣(~17850205)
1765年8月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾍﾞﾝｶﾞﾙの政権を引き継ぐ(東ｲﾝﾄﾞ会社支配下)
1765年8月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国はｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞ宗主権下
1765年8月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｱﾜﾄﾞ王ｼｭｼﾞｬｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗは戦後処理としてｱﾗｰﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ条約を締結/
  ｱﾜﾄﾞはｱﾗｰﾊｰﾊﾞｰﾄﾞとｺﾗｰの年額280万ﾙﾋﾟｰの価値のある土地を会社に割譲し､ｲｷﾞﾘｽはこれらの領土を皇帝ｼｬｰ･ｱ
  ｰﾗﾑ2世に与えた/また､ｲｷﾞﾘｽはｱﾜﾄﾞに賠償金500万ﾙﾋﾟｰを課した
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1765年8月17日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ･
  ﾄﾞ･ﾗｰｺﾞ｣(~17790603)
1765年8月17日-09:00|日本|  ||明和2年7月|<刊行>川柳集｢誹風柳多留｣初編
1765年8月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王･ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ﾄｽｶｰ
  ﾅ大公･ﾛﾚｰﾇ公･ﾁｪｼﾝ公｢ﾌﾗﾝﾂ1世｣兼ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ｣兼ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ1世｣
1765年8月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｲﾀﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾖｰｾﾞﾌ2世｣兼ｶﾗﾌﾞﾘ
  ｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ｣ﾌﾗﾝﾂ1世の長男(~17900220死去)兼ﾁｪｼﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ2世｣(~1766年)ﾄﾞｲ
  ﾂ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ｸﾛｱﾁｱ王
1765年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ｣ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世の息子(~17900722神聖ﾛｰﾏ皇帝と
  なる)
1765年8月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~17680516没)
1765年8月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱﾗ･ｼﾝ｣
1765年8月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｱﾏﾙ･ｼﾝ｣(~1767年)
1765年8月29日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Ulrich Wilhelm Roepst
  orff｣(~17660512)
1765年9月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｽｶﾙﾗｯﾄ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣(2回目~17661202)
1765年9月2日-08:00|中国|  ||清･乾隆30年7月18日|甘粛､武山･甘谷地震/M6.5､死者2,068人
1765年9月8日-09:00|日本|京都府宮津市|明和2年7月23日|<死去>丹後宮津藩7万石｢松平資尹｣(20歳)⇒9月16日､
  養子｢松平資承｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年11月17日､隠居)
1765年9月16日-09:00|日本|  ||明和2年8月2日|<明和2年北九州､四国､東海､関東暴風雨>北九州では肥前で田畑
  2514町が川水と土砂の下に埋もれ､2347町が海水の下になった/四国では土佐の東南部､田野､奈半利に被害を
  およぼし､田野では堤防が決壊し町が水浸しになり家々が潰れ､流され､橋が落ちた.奈半利でも大堤防が決壊､
  多くの家が流されている/阿波では､高潮と翌日の吉野川をはじめとする河川の氾らんにより"酉年の大水"と
  名付けられた洪水が発生､8日の洪水による被害も含め､11万9628石を失った/紀伊では､熊野本宮大社の礼殿(
  拝殿)の石段が流され､大和奈良では春日大社の杉の大木など､名だたる大木が暴風のため倒れ､道路が閉鎖さ
  れた/尾張では庄内川の氾濫のため､熱田､名古屋の町々が一面水に浸かり､東は奥田町から浜街道まで､西は佐
  屋街道から津島にいたるあいだ､一面皆､水中に没した/三河岡崎でも矢作川の水面が一丈六尺もせり上がり､
  洪水となり挙母町では80軒が流されるなど多くの人が犠牲となった/美濃では長良川及び揖斐川の支流牧田川
  が氾らん､大坪村､江月村､島江村の各所で堤防を破壊/武蔵及び江戸では､大風雨のため鶴見川の塩田堤が高潮
  で決壊､深川あたりの家々が床上浸水の被害に遭っている
1765年9月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾊｰﾄﾌｫｰﾄﾞ伯爵ﾌﾗﾝｼｽ･ｼｰﾓｱ･ｺﾝｳｪｲ｣(~17660611)
1765年9月22日-09:00|日本|京都府京丹後市|明和2年8月8日|<交替>丹後峰山藩11100石｢京極高長｣隠居⇒養子｢
  京極高久｣が継ぐ(⇒文化5(1808)年4月20日､死去)
1765年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾃｨ｣
1765年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾄﾞｰｾｯﾄ公｢ﾗｲｵﾈﾙ･ｸﾗﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣
1765年10月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾄﾞｰｾｯﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(~17690105死去)
1765年10月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和2年8月30日|<廃座>｢豊竹座｣
1765年10月18日-09:00|日本|  ||明和2年9月4日|<発行>五匁/銀金貨為替ﾚｰﾄ固定を狙い田沼意次の命で川井久
  敬が考案も失敗
1765年10月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会(ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｳﾞｪｲﾗ･ﾀﾞ･ﾈｲｳﾞｧ･ﾌﾞﾙ
  ﾑ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｪｲﾗ(2回目)/ｼﾞｮｱﾝ･ﾊﾞﾌﾟﾃｨｽﾀ･ｳﾞｧｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾒﾛ)｣(~17680312)
1765年10月26日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾐｸﾛｽ･ﾊﾟﾙﾌｨ･ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ伯爵｣(~12.26)
1765年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣
1765年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｽﾍﾟﾝｻｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣(~17831031死去)
1765年11月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||印紙条例が発効/ﾆｭｰﾖｰｸ農民の大反乱が始まる
1765年11月3日-09:00|日本|山形県新庄市|明和2年9月20日|<死去>出羽新庄藩68200石｢戸沢正諶｣(46歳)⇒長男｢
  戸沢正産｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年10月7日､死去)
1765年11月26日-09:00|日本|東京都江東区|明和2年10月14日|<大相撲>明和2年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西前3)関ﾉ戸,6勝0敗2無勝負
1765年12月3日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｻﾗｻﾞｰﾙ･ｲ･ｴﾚｰ
  ﾗ･ﾅﾍﾗ･ｲ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~17710520没)
1765年12月12日-09:00|日本|滋賀県大津市|明和2年10月30日|<死去>近江膳所藩6万石｢本多康政｣(21歳)⇒養子｢
  本多康伴｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年8月29日､死去)
1765年12月13日-09:00|日本|  ||明和2年11月|<刊行>島田充房･小野蘭山,植物図説｢花彙｣図に立体感をもたせ
  るよう工夫された
1765年12月26日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｶｼﾐｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾂｰ･ﾃｼｪ
  ﾝ｣(~1780年)
1765年12月30日-09:00|日本|島根県安来市|明和2年11月18日|<交替>出雲母里藩1万石｢松平直員｣隠居⇒長男｢松
  平直道｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年閏9月26日､隠居)
1766年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ第4代ｽﾙﾀﾝ｢Abdul Jalil Alamuddin Shah｣(~1780年)
1766年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾄｩｱﾝｸ･ｻﾗﾌﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙﾏﾙﾌﾑ･ﾔﾑﾄｩｱﾝ･ﾑﾀﾞ･ﾀﾞｲﾝ･ﾁｪﾗｸ｣(~177
  8年没)
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1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ﾊﾞｸﾞﾜﾝﾄﾗｵ･ﾄﾘﾑﾊﾞｸ｣(~17760405没)
1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾗﾙ･ｶｰﾝ･ｶﾀｯｸ｣(1回目~同年)⇒｢ｸﾗﾑ･ｶｰﾝ｣(~1767
  年)
1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾀﾞﾔ｣(~1770年没)､｢ﾑｯﾄﾞｩ2世｣(~1770年没)
1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾔﾃﾞｨ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1774年没)
1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾙﾊﾞｲ｣(~1770年)
1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾚﾙｺﾄﾗ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｶｰﾝ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｳﾏﾙ･ｶｰﾝ｣(~17801101没)
1766年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国首都がﾏﾝﾄﾞｳﾞｪｶﾞﾝに移転
1766年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第38代ﾊﾝ｢ｼｬｰ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣ｱﾌﾞﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世の子(~1768
  年)
1766年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾃｲﾑﾗｽﾞ｣(~1768年)
1766年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｱﾘｰ･ﾍﾞｲが政争に敗れて一時亡命
1766年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｭﾙｽﾄ･ﾌｫﾝ･ｻﾞﾙﾑ
  ･ｻﾙﾑ｣(~1773年5月)
1766年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Diego de Noboa y Villamarin｣(2期目~同年)⇒総督｢Fra
  ncisco Antonio Tineo｣(~1770年)
1766年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ﾏﾘｱ･ｸﾘｽﾃｨｰﾅ｣(~17980624死去)､｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｶｼﾞﾐｰﾙ｣(~18220210死去)共
  同統治
1766年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ｼｬﾙﾙ･ｼﾞｮｾﾞﾌ｣(~1814年)
1766年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ6世｣(~1778年)
1766年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾌﾗﾉ･ﾊﾟｳﾞｨｯﾁ｣(~1768年)
1766年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｲﾝﾄﾞ洋経由のｽﾍﾟｲﾝとﾌｨﾘﾋﾟﾝ間の貿易が開始
1766年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞとｷｬﾝﾃﾞｨ王国との間に和平条約/ｷｬﾝﾃﾞｨ王国の王は､ｵﾗﾝﾀﾞに譲歩し､ﾏｰﾀﾗ
  ､ｺﾞｰﾙ､ｺﾛﾝﾎﾞ､ｼﾞｬﾌﾅ､ｶﾙﾋﾟﾃｨｱ､ﾏﾝﾅﾙ､ﾄﾘﾝｺﾏﾘｰ､ﾊﾞｯﾃｨｶﾛｱをｵﾗﾝﾀﾞに割譲
1766年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Gines de Cabrera Bethenc
  ourt Dumpierrez｣
1766年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ(ｸﾞﾚﾅﾀﾞに従属)副総督｢ﾛｰｸﾘﾝ･ﾏｸﾘｰﾝ｣(~同年
  )
1766年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~1770年)
1766年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ｺﾄﾞｩ･ｸﾝﾊﾞ｣(~1777年)
1766年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾗ･ｺﾞﾒﾗ及びｴﾙ･ﾋｴﾛ総支配人｢Francisco del Castillo San
  telices｣(~1786.9死去)
1766年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｿｳﾄ･ﾏｲｵｰﾙ｣(~1775年)
1766年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｸﾅ連合ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｳﾙﾄﾞ･ﾑﾌﾀﾙ｣(~1800年没)
1766年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||化学者のﾍﾝﾘ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭが水素ｶﾞｽを発見
1766年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督代理｢Samuel Rous｣(1期目~1768年)
1766年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾋﾟﾑ･ﾊﾞｰﾄ｣⇒大統領代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ
  ｿﾝ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(2度目⇒1767年､大統領~1782年)
1766年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾃｨﾈｵ｣((1767年まで暫
  定~1769年)
1766年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟはﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ植民地の一部(~1775年)
1766年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島代理人｢Andrew Seymour｣(~1772年)
1766年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟﾄｷﾝ｣(~17691001)
1766年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾌﾗﾃﾞｨｹ･ｲ･ｺ
  ﾞｲｪﾅ｣(2回目~1771年)
1766年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｳﾘｮｱ｣(~1768年)
1766年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｶﾍﾞﾛ･ｲ･ﾛﾌﾞﾚｽ｣(~1776年)
1766年1月7日-09:00|日本|愛知県豊田市|明和2年11月26日|<交替>三河挙母藩2万石｢内藤政苗｣隠居⇒養子｢内藤
  学文｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年6月10日､死去)
1766年1月8日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢John MacBride大佐｣(~1767.1
  )
1766年1月8日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人が西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ島に入植
1766年1月14日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ5世｣兼ｵ
  ﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ3世｣42歳(誕生17230331)
1766年1月14日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ7世｣ﾌﾚｾ
  ﾞﾘｸ5世とﾙｲｰｽﾞ･ｵﾌﾞ･ｸﾞﾚｰﾄ･ﾌﾞﾘﾃﾝの次男(~18080313死去59歳)兼ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ10世｣(~17730701退任)
1766年1月14日-09:00|日本|東京都千代田区|明和2年12月4日|奥医師多紀安元が､神田佐久間町に医学館｢躋寿館
  ｣を創設
1766年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>18代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣
1766年1月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>19代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ女伯｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ･ﾙｰｿﾝ=ｺﾞｱ｣(~18390129死去)
1766年1月17日-09:00|日本|  ||明和2年12月7日|<死去>初代青木宗鳳(76歳)茶人
1766年1月20日-09:00|日本|広島県広島市|明和2年12月10日|広島江波島出火,家91軒焼失
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1766年1月24日-09:00|日本|福島県二本松市|明和2年12月14日|<死去>陸奥二本松藩100700石｢丹羽高庸｣(36歳)
  ⇒翌年1月27日､長男｢丹羽長貴｣が継ぐ(⇒寛政8年3月27日(17960504)死去)
1766年1月28日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Louis Thomas Jacau de Fiedmond｣(2期目~1781121
  5)
1766年2月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Shah Ghazi Khan｣(~1768年死去)
1766年2月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ5世ﾍﾞﾝ･ｵｽﾏﾝ｣(~17910712没)
1766年2月1日-09:00|日本|東京都千代田区|明和2年12月22日|<就任>老中｢阿部正右｣(~天明6年7月12日)
1766年2月2日-09:00|日本|  ||明和2年12月23日|検校･勾頭･座頭等の高利貸を禁ず
1766年2月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀ国宰相ﾏｰﾀﾞｳﾗｰｳとﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰが協定を締結
1766年2月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和3年1月|<初演>近松半二,三好松洛,竹田因幡,竹田小出,竹田平七
  ,竹田三郎兵衛,人形浄瑠璃｢本朝廿四考｣竹本座
1766年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｽﾀﾆｽﾗｽ｣(前ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｽﾀﾆｽﾜﾌ1世)88歳(誕生
  16771020)ﾛﾚｰﾇ公国はﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世に相続され､王領に併合
1766年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が､植民地の激しい反発のため印紙税法を撤回
1766年3月8日 09:00|日本|青森県|明和3年1月28日|<明和3年津軽半島地震>酉の刻(18時ごろ)､津軽国でﾏｸﾞﾆﾁｭｰ
  ﾄﾞ7ｸﾗｽの地震/弘前城では多くの櫓や門などが破損/各地で地割れがあり､液状化し砂が噴出,割れ目に転落し
  て死亡した人もいた/余震が多く翌日夜明けまでにおよそ20回もあり年末まで続き､特に2月8日の余震は大き
  く家屋の破損があった/被害総数､倒壊により979人(寺社での被害含まず)､火災により298人合計1277人死亡家
  屋全壊5005棟､同半壊323棟､同焼失225棟､土蔵全壊155棟､同半壊7棟､同焼失65棟
1766年3月11日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞ･ﾌﾞｶﾚﾘ･ｲ･ｳﾙｽｱ･
  ﾋﾉｽﾄﾛｻ･ﾗｯｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(~17710814)
1766年3月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Marcos de Vergara｣(~10.28)
1766年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が廃止した印紙条例の代りに｢宣言条例｣を可決
1766年3月18日-09:00|日本|青森県弘前市|明和3年2月8日|弘前で地震｡家屋破損多数｡人馬死傷多数
1766年3月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで穀物価格設定の自由化政策に反対するｽｷﾗｰﾁｪ暴動がおこる
1766年3月24日-09:00|日本|茨城県水戸市|明和3年2月14日|<死去>常陸水戸藩35万石｢徳川宗翰｣(39歳)⇒3月25
  日､長男｢徳川治保｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年11月1日､死去)
1766年4月 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ王領ｾﾈｶﾞﾝﾋﾞｱ植民地
1766年4月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督代行｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾎﾞﾜﾛｰ｣(~17670210)
1766年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1766年4月5日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾌﾛｰﾚｽ｣(~17730331)
1766年4月6日-09:00|日本|長崎県長崎市|明和3年2月27日|<長崎明和3年の大火>(~28日)西古川町より出火,十六
  町に延焼し翌朝辰刻(7時半ごろ)鎮火/本古川町や今鍛冶屋町に飛び火し､鍛治屋町から今籠町､今石灰町､新石
  灰町､油屋町と延焼､榎津町､萬屋町､東浜町を焼き尽くした/火元の西古川町や西浜町､銀屋町はほとんど灰と
  なり､銅座跡､磨屋町では数戸焼け､主な建物では柳川屋敷､五島屋敷､町年寄(町政を預かる町役人の筆頭)久松
  善兵衛の居宅が焼け､寺では大音寺､崇福寺､現応寺､南光寺､聖寿院､良泉院､金蔵院､快行院などが軒並み灰と
  なった/2794戸焼失
1766年4月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌｧﾆｮｰﾚ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼﾞｮｾﾌ ｣(~17930512)
1766年4月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｾﾗﾔ･ｲ･ﾍﾞ
  ﾙｶﾞﾗ｣(~17670717)
1766年4月9日-09:00|日本|  ||明和3年3月|<死去>書家･高暘谷/48
1766年4月9日-09:00|日本|  ||明和3年3月|幕府が浄土真宗御蔵門徒を異端として逮捕(9月29日ごろまでに処刑
  )
1766年4月11日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｹﾌﾟﾘﾙ･ﾊｯｸ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17670305)
1766年4月13日 03:00|日本|福井県福井市|明和2年3月5日|<福井明和3年の大火>午の刻(午前12時ごろ)三ｯ橋の
  高須屋與四郎方から出火,谷町から大工町の半ばを焼き､神明町､一乗寺､上与力町の半ばも灰とした/そこから
  五ヵ寺門前から照護寺より西の片町の壕に至り､南は足羽川の岸に達し､ことごとく焼き尽くした/被害は最上
  級武士の下屋敷6軒､士家(士分:上･中級武士の家)15軒､与力宅(主君へのお目見え可能な下級武士)24軒､組家(
  足軽の家)61軒､武家奉公人の家58軒､町家2464軒､大安寺里坊､藩の札所(藩札:藩専用紙幣の発行管理所)､牢屋
  など総計2637軒､ほかに蔵137棟､寺院43か所が焼失/17人死亡
1766年4月16日-09:00|日本|京都府綾部市|明和3年3月8日|<交替>丹波綾部藩19500石｢九鬼隆寛｣隠居⇒四男｢九
  鬼隆貞｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年12月12日､死去)
1766年4月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅﾗｼﾞｬ2世ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣
1766年4月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾅﾝｼﾞｬﾗｼﾞｬ･ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣(~17700802没)
1766年5月2日-09:00|日本|東京都港区|明和3年3月24日|<大相撲>明和3年3月場所[江戸芝神明社](~9日間)優勝(
  東小結)出水川,5勝0敗1分1預1無勝負
1766年5月3日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ摂政｢ﾚｻﾞｰ･ｶｰﾝ｣(2回目~1770年)
1766年5月3日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ｻｲﾌｯﾀﾞｳﾗ･ﾅｼﾞｬﾌﾞｯﾄ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~1770年)
1766年5月5日-09:00|日本|茨城県水戸市|明和3年3月27日|<水戸明和3年の大火>未の中刻(14時ごろ)､紺屋町並
  松の町家から出火､城下の南､下町がほぼ全焼､郊外まで及び､細谷村､浜田村にも及んだ/下町ではわずか一之
  町､鼠町､十軒町の侍屋敷と七軒町の荒神社が残っただけで､ほとんどが灰となるなど､町数では武士小路52町､
  町方58町が被災し､侍屋敷300軒余､町家812軒､浜田村110軒､細谷村280軒と合計1502軒余が焼失/河岸の藩倉庫
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  にも延焼し､米籾10万俵余を焼いた
1766年5月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾅｼﾞｭﾑｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1766年5月12日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Jens Nielsen Kragh｣(~
  17730429死去)
1766年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾝﾀﾞｳﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞｰﾙ)｢ﾏﾚ･ﾗｵ･ﾎﾙｶｰﾙ2世｣(~17670405没)
1766年5月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾅｼﾞｬｰﾊﾞﾄ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17700310死去)
1766年5月27日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢Samuel Rous｣(1期目~1768
  0211)
1766年6月1日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳﾞｪﾙ
  ﾁｬｲﾙﾄﾞ｣(~17680410)
1766年6月2日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾎｰﾌﾟ･ｴﾚｯﾄｿﾝ｣(~17680930)
1766年6月7日-09:00|日本|  ||明和3年5月|<初演>歌舞伎｢廿四考｣大坂中の芝居
1766年6月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾎﾞｳｽﾞ男爵ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｳｽﾞ･ｺｵﾝ/ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯爵
  ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾑｰｱ/ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~17671014)
1766年6月12日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~1768.5
  )
1766年6月14日-09:00|日本|山形県鶴岡市|明和3年5月8日|<死去>出羽庄内藩14万石｢酒井忠寄｣(63歳)⇒長男｢酒
  井忠温｣が継ぐ(⇒明和4年1月16日(17670214)､死去)
1766年6月25日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Agustin de Cabrer
  a Bethencourt Sanchez Dumpierrez｣(~18281203死去)
1766年6月27日-09:00|日本|長崎県平戸市|明和3年5月21日|<交替>平戸新田藩1万石｢松浦到｣隠居⇒長男｢松浦宝
  ｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年5月7日､35歳で死去)
1766年7月1日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾓﾝﾊﾞｿﾞﾝ公ﾙｲ･ｱﾙﾏﾝ･ｺﾝｽﾀﾝﾀﾝ･ﾄﾞ･ﾛｰｱﾝ｣(~17690
  210)
1766年7月6日-09:00|日本|静岡県浜松市|明和3年5月30日|<死去>遠江国浜松藩6万石｢井上正経｣(42歳)⇒四男｢
  井上正定｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年3月20日､死去)
1766年7月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｵﾀﾜ族とｲｷﾞﾘｽがｵｽｳｨｰｺﾞ条約を結ぶ/ﾎﾟﾝﾃｨｱｯｸ戦争が終結
1766年7月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第10代首相｢初代ﾁｬﾀﾑ伯爵ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ(大ﾋﾟｯﾄ)｣ﾎｲｯｸﾞ
  党(~17681014)
1766年8月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Luis Antonio Jose Maria da Camar
  a｣(~18020326死去)
1766年8月2日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島､ｻﾝﾀﾏﾘｱ島･ｻﾝﾐｹﾞﾙ島､ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島､ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ
  島､ﾌﾟﾗｲｱはｱｿﾞﾚｽ諸島総司令部の一部
1766年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾁｬﾀﾑ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄ｣(~17780511死去)
1766年8月5日-09:00|日本|新潟県長岡市|明和3年6月30日|<死去>越後長岡藩74000石｢牧野忠寛｣(26歳)⇒長男｢
  牧野忠精｣が継ぐ(⇒天保2(1831)年4月18日､隠居)
1766年8月6日-09:00|日本|東京都中央区|明和3年7月|中村座で｢縄張｣始める☆桝席の元でなわばりの語源
1766年8月6日-09:00|日本|京都府京都市|明和3年7月1日|朝廷が､宮中に仕える役人たちに対して､菊の紋章入り
  の提灯をみだりに使用することを禁じる
1766年8月7日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Peter Clausen｣(2期目~17700504)
1766年8月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~17750824)
1766年8月12日-09:00|日本|福島県福島市|明和3年7月7日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉勝任｣(31歳)⇒養子｢板
  倉勝行｣が継ぐ(⇒安永2年8月16日(17731002)､死去)
1766年8月15日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾎﾟｰﾗ･ﾌﾞｶﾚﾘ･ｳﾙｽｱ｣(~17700904)
1766年8月15日-09:00|日本|広島県広島市|明和3年7月10日|広島茅屋町出火,家数197軒(388竈),寺1焼失
1766年8月20日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|明和3年7月15日|<死去>伊勢神戸藩15000石｢本多忠興｣(25歳)⇒従弟｢
  本多忠奝｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年1月22日､死去)
1766年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｳｫﾘｽ艦隊を太平洋探検航海に派遣
1766年8月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>第2代ｲﾝﾄﾞｰﾙ太守｢ﾏｰﾚｰ･ﾗｰｵ･ﾎｰﾙｶﾙ｣(~17670405死去)
1766年8月23日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｸﾛﾜ侯爵ｶﾙﾛｽ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｸﾛﾜ｣(~17710923)
1766年9月13日-09:00|日本|北海道桧山郡江差町|明和3年8月10日|松前藩江差で一揆が起こる
1766年9月23日-09:00|日本|奈良県天理市|明和3年8月20日|<死去>大和柳本藩1万石｢織田長恒｣(28歳)⇒10月16
  日､甥｢織田秀綿｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年9月20日､死去)
1766年9月28日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ｶﾙﾛｽ･ﾓｰﾌｨ｣(~17720823)
1766年9月29日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明和3年8月26日|<死去>三河西大平藩1万石｢大岡忠宜｣(58歳)⇒次男｢
  大岡忠恒｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年､隠居)
1766年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌﾗﾝﾂｫｰﾆ｣
1766年10月7日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱｿﾞﾚｽ諸島総司令官｢Antao de Alamda｣(~1776年)
1766年10月20日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾃｨｸｾﾝ｣(~17680111)
1766年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ=ｽﾄﾗｻｰﾝ公･初代ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ王子｣ｳｪｰﾙｽﾞ公ﾌﾚﾃﾞ
  ﾘｯｸ･ﾙｲｽの第6子､ｼﾞｮｰｼﾞ3世の弟(~17900918死去)
1766年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<昇格>2代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾋｭｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣⇒初代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公兼初代ﾊﾟｰｼｰ伯(~
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  17860606死去)
1766年10月27日-09:00|日本|宮崎県延岡市|明和3年9月24日|<死去>内藤政樹(61歳)前日向延岡藩主
1766年10月28日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Jose Trentor｣(~17700731)
1766年10月30日-09:00|日本|  ||明和3年9月27日|<死去>初代山本利兵衛(79歳)蒔絵師
1766年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会､通商法改正､ｱﾒﾘｶ植民地が輸入するすべての糖蜜に課税
1766年11月3日-09:00|日本|  ||明和3年10月|<初演>人形浄瑠璃｢太平記中心講釈｣全十段､四段目｢石切梶原｣,六
  段目｢七条河原｣,七段目｢喜内住家｣,八段目｢宅兵衛上使｣,竹本座
1766年11月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公･初代ﾓﾝｻﾞｰﾏｰ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣4代ｶｰﾃﾞｨｶﾞﾝ伯(~1790
  0523死去ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公爵廃絶)
1766年11月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｸｲｰﾝｽﾞ･ｶﾚｯｼﾞ(後のﾗﾄｶﾞｰｽ大学)創立
1766年11月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ王国5代国王ﾐｰﾙ･ﾆｻﾞｰﾑ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝはｲｷﾞﾘｽと友好条約を結び､その
  同盟国となった
1766年11月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国はｲｷﾞﾘｽ保護領(18001012および18090822に条約により確
  認)
1766年11月16日-09:00|日本|東京都江東区|明和3年10月15日|<大相撲>明和3年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西前1)越ﾉ海,6勝0敗1分1預
1766年11月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢尹東度｣(~17670109)
1766年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾘﾝｽﾀｰ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣初代ｷﾙﾃﾞｱ侯･初代ｵﾌｧﾘｰ伯(~1773
  1119死去)
1766年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｽｶﾙﾗｯﾄ･ｷﾞｶ｣(~1768年11月)
1766年12月2日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝで出版自由法が制定
1766年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ(ｸﾞﾚﾅﾀﾞに従属)副総督｢ﾕﾘｼｰｽﾞ･ﾌｨｯﾂ
  ﾓｰﾘｽ｣(~17720821没)
1766年12月2日-09:00|日本|大阪府大阪市西区|明和3年11月|｢豊竹此吉座｣北堀江に開場(豊竹此太夫･人形浄瑠
  璃)
1766年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾘｽﾃｨｰがｵｰｸｼｮﾝﾊｳｽ｢ｸﾘｽﾃｨｰｽﾞ｣設立(ﾛﾝﾄﾞﾝ)
1766年12月9日-09:00|日本|  ||明和3年11月8日|<死去>竹本大和掾(65歳)浄瑠璃太夫
1766年12月21日-09:00|日本|茨城県笠間市|明和3年11月20日|<死去>常陸宍戸藩1万石｢松平頼多｣(45歳)⇒婿養
  子｢松平頼救｣が継ぐ(⇒享和2(1802)年4月5日､隠居)
1766年12月27日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｼﾞｮﾝ･ｴﾝﾘｹ･ﾊﾞｴﾅ｣(~17670504没)
1767年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Hendrik Breton｣(~1770年)
1767年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ大統領府総督｢Richard Wyatt｣(~1776年)
1767年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Hermanus Munnik｣(~1771年)
1767年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Tirtanegara｣(~1811年)
1767年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾝﾊﾞﾝｶﾞﾝ君主｢Pangeran Wilis｣(~1768年)
1767年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ｹﾀﾞはﾋﾞﾙﾏ宗主権下(~1769年)
1767年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｵﾝﾛﾝ｣
1767年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ王｢ｵﾝﾌﾞﾝ｣(1回目~1778年)
1767年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｶﾘﾑﾗ･ﾑｱﾘﾑ･ｼｬｰ｣(~1786年)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ｳﾞｪﾝｶﾀ･ﾅﾗｼﾝﾊ｣(~1771年)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾌｧｷｰﾙ･ｳｯﾗｰ･ｶﾝﾄ｣(~同年)⇒｢ﾇﾙｯﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾝｻﾞ
  ｲ｣(3回目~1770年)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾄ･ｶﾌﾟﾗ国支配者｢ﾃｼﾞ･ｼﾝ｣(~1806年)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾏｰﾆｰｷﾔ｣(2回目~17830711)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾃｨｱｰﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｴ･ﾗｼﾞｶﾞﾝ)｢ｱﾏﾙ･ｼﾝ｣(~17810205)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国統治者(ﾅｲｸ)｢ｻﾔｼﾞ･ﾗｵ･ﾆﾝﾊﾞﾙｶﾙ｣(~1774年)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾊｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞﾝﾅｰﾄ･ｼﾝ4世｣(~不明)⇒｢ﾊﾘﾊﾙ･ｼﾝ｣(~不明)⇒｢ﾗｸﾞﾊﾞｰﾙ･ｼﾝ｣(~
  1818年)
1767年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Mallisujawa Daeng Riboko Arungmampu｣(~1769年)
1767年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｶﾞﾔｰﾄ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~17731222)
1767年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｼﾗｰﾌﾀﾞﾙ･ﾏﾋﾙ･ﾊﾑｻﾞ･ﾊﾟｼｬ｣地元の首長によって退
  位させられた⇒｢ﾁｪﾚﾋﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣就任(~同年)⇒｢ﾗｷﾑ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1768年､ｱﾘ･ﾍﾞｲ･ｱﾙ=ｶﾋﾞｰﾙによって退位
  させられた)
1767年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾑﾀｶﾞ3世ｾﾆｬﾑｳｨｻﾞ｣
1767年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehmed Pasha｣(~同年)⇒｢Kul Ahmed Pashazade Ali
   Pasha｣(~同年)
1767年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ｵｯﾄｰ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾊｳｴﾝ｣(2回目~17751208)
1767年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｨｰﾀﾞｳ若公｣(~1772年)
1767年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾝｼﾞ王国国王｢ﾑﾜﾝﾌﾞﾂｧ3世ｼｬﾙｼｬﾝﾎﾞ･ﾌﾞﾀﾏ｣(~1796年頃没)
1767年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄでｱﾘｰ･ﾍﾞｲが支配権を再確立
1767年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公｢ｱﾝﾇ2世ﾚｵﾝ｣(~1799年)
1767年-01:00|ﾘﾋﾞｱ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾀﾋﾙ2世｣(~1776年)
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1767年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Lourenco Lobo de Almeida Garcez Palha
  ｣(~1769年死去)
1767年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Florencia Pizarro Piccolomini y Herrera｣(~1794年死
  去)
1767年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾓﾝﾌｫｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(~1769年)
1767年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｳｺﾞ･ｵｺﾉﾙ｣(~1770年)
1767年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Pedro Fermin de Mendinueta｣(~1777年)
1767年 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｸﾞｱﾅﾌｧﾄなどﾊﾞﾋｰｵ地方の三つの鉱山街で,ｲｴｽﾞｽ会士の追放処分に抗議する暴動
  /ｶﾞﾙﾍﾞｽは弾圧策で抵抗を封じ込め85人が絞首刑
1767年1月 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢ｼﾞｮﾝ･Rayner大佐｣(~1768.2)
1767年1月1日-08:00|中国/ﾐｬﾝﾏｰ|  ||清･乾隆32年12月|明瑞率いる清軍が雲南に侵入したﾋﾞﾙﾏ軍を撃退
1767年1月2日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾔｺﾌﾞ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌｫｰｹ
  ﾞﾙｻﾝｸﾞ｣(⇒1773年5月､総督~1785年)
1767年1月9日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢徐志修｣(~4.17)
1767年1月12日-09:00|日本|東京都中央区|明和3年12月|山県大弐･藤井右門･竹内式部らの尊王論を幕府が弾圧,
  山県大弐捕縛される
1767年1月18日-09:00|日本|岐阜県山県市|明和3年12月18日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道信｣(19歳)⇒翌年2
  月11日､養子｢本庄道揚｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年10月18日､死去)
1767年1月19日-09:00|日本|  ||明和3年12月19日|<死去>八文字屋瑞笑(40歳)版元､浮世草子作者
1767年1月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾏﾘｱ･ﾃﾚｰｼﾞｱの土地台帳令
1767年1月24日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|明和3年12月24日|<死去>摂津尼崎藩48000石｢松平忠名｣(53歳)⇒翌年
  2月20日､三男｢松平忠告｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年12月10日､死去)
1767年1月30日-08:00|中国|  ||清･乾隆32年|<死去>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ﾕｰｽﾌ｣
1767年1月30日-08:00|中国|  ||清･乾隆32年|<即位>ﾊﾐ郡ﾊｰﾝ｢ｲｼｬｸ｣(~1779年､死去)
1767年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝでｲｴｽﾞｽ会士の追放令
1767年2月3日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙｲｵｱﾝ･ｶﾘﾏﾁ｣(2回目~17690614)
1767年2月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾏﾙﾁｪﾛ･ﾃﾞｭﾗｯｿﾞ｣(~17690203)
1767年2月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾀﾝｶﾙｳﾞｨﾙ伯爵ｼﾞｬﾝ･ﾛｰ･ﾄﾞ･ﾛｰｽﾄﾝ｣(2回目~1777010
  8)
1767年2月14日-09:00|日本|山形県鶴岡市|明和4年1月16日|<死去>出羽庄内藩14万石｢酒井忠温｣(36歳)⇒長男｢
  酒井忠徳｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年9月25日､隠居)
1767年2月15日-09:00|日本|熊本県人吉市|明和4年1月17日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良頼完｣(19歳)⇒養子｢
  相良福将｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年1月12日､死去)
1767年2月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ王国はｲｷﾞﾘｽに新たな友好条約を結ばされ､ｲｷﾞﾘｽからの税収差額
  支払いの減額を決められた
1767年2月23日-09:00|日本|岡山県倉敷市|明和4年1月25日|<死去>岡山新田藩15000石｢池田政員｣(31歳)⇒弟｢池
  田政弼｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年7月25日､35歳で死去)
1767年2月27日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲのｲｴｽﾞｽ会は追放され､旧州はｽﾍﾟｲﾝ(ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ/
  ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ)とﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ)間で分割(発効17680823)
1767年2月28日-09:00|日本|  ||明和4年春|<刊行>小幡宗左衛門,怪談集｢新説百物語｣
1767年2月28日-09:00|日本|東京都中央区|明和4年2月|<初演>歌舞伎｢太平記忠臣講釈｣市村座
1767年3月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Domingo Bernardi Gomez Rabelo｣
1767年3月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Augustin Gabriel de Castill
  o｣(~1768年)
1767年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ﾋﾟｯﾄが病気のため引退し､ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公が名実ともに首相となる
1767年3月2日-09:00|日本|  ||明和4年2月3日|<死去>木村探元(89歳)画家
1767年3月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ王国宰相ﾏｰﾀﾞｳﾞ･ﾗｰｵはﾏｲｿｰﾙ王国ﾏﾄﾞｩｷﾞﾘを攻略
1767年3月5日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~17701209)
1767年3月14日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾙｽﾗｰﾝ･ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1767.6死去)
1767年3月26日-09:00|日本|  ||明和4年2月27日|<死去>初代鳥羽屋三右衛門(56歳)長唄･浄瑠璃三味線方
1767年3月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾝﾀﾞｳﾙ国摂政｢ｱﾊﾘﾔ･ﾊﾞｲ･ﾎﾙｶﾙ3世｣(~17950813没)
1767年3月28日-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲのｱﾕﾀﾔがﾋﾞﾙﾏ軍の侵入を受け､廃墟となる/ｱﾕﾀﾔ朝が滅亡
1767年3月31日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Martin Adrien Bellier｣(~11.4)
1767年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Silahdar Hamza Pasha｣(~1768年)
1767年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｧｯﾂｨｰﾆ｣
1767年4月1日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ,東ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ島のﾌﾗﾝｽ植民地(ﾎﾟﾙﾄ･ﾙｲ)を購入/東ﾌｫｰｸﾗﾝﾄ
  ﾞ島の領有権を確定.ｿﾚﾀﾞｰﾄﾞ島と名づける
1767年4月2日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ諸島総督｢Felipe Ruiz Puente｣(~17730123)
1767年4月7日-07:00|ﾀｲ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏ軍の攻撃によりﾀｲのｱﾕﾀﾔ朝が滅亡
1767年4月13日-09:00|日本|東京都江東区|明和4年3月15日|<大相撲>明和4年3月場所[江戸深川八幡宮](~8日間)
  優勝(東関脇)岩見形,7勝1敗
1767年4月16日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|明和4年3月18日|<死去>大和高取藩20500石｢植村家道｣(38歳)
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  ⇒長男｢植村家久｣が継ぐ(⇒安永7(1778)年12月2日､死去)
1767年4月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金致仁｣(~17681211)
1767年4月27日-09:00|日本|沖縄県|明和4年3月29日|<死去>殷元良(50歳)琉球の宮廷画家
1767年5月4日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院/ﾏﾇｴﾙ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧ
  ｰﾘｮ/ｼﾞｮｱﾝ･ﾌﾚｲﾚ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~17691213)
1767年5月6日-09:00|日本|広島県広島市|明和4年4月9日|広島小町出火,国泰寺白神あたり全焼,袋町･草屋町類
  焼,社1,寺5,侍屋敷6軒,町家134軒(304竈)焼失
1767年5月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｱﾏﾃﾞｳｽ･ﾓｰﾂｧﾙﾄ《歌劇｢ｱﾎﾟﾛとﾋｭｱｷﾝﾄｩｽ｣》
1767年5月21日-09:00|日本|山形県米沢市|明和4年4月24日|<交替>出羽米沢藩15万石｢上杉重定｣隠居⇒養子｢上
  杉治憲(鷹山)｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年2月7日､隠居)
1767年5月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Miguel Fernandez de Saavedra｣(~1772年死去)
1767年5月31日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|明和4年5月4日|<死去>森長記(81歳)前播磨三日月藩主
1767年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾙｽﾗｰﾝ･ｷﾞﾚｲ｣
1767年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ代理｢Devlet4世 Geray｣(1期目)
1767年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾏｸｽﾄﾞ･ｷﾞﾚｲ｣(1期目~17681019)
1767年6月8日-09:00|日本|  ||明和4年5月12日|幕府が､調度類の銀使用を禁じる
1767年6月11日-09:00|日本|栃木県さくら市|明和4年5月15日|<死去>喜連川茂氏(68歳)前下野喜連川藩主
1767年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が13植民地にﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ諸条令を制定､関税徴収を強化
1767年6月29日-09:00|日本|秋田県秋田市|明和4年6月4日|<出羽久保田明和4年の大火>夜の九つ時(午前0時ごろ
  )過ぎ､茶町菊ﾉ丁から出火､茶町三町目､大町三町目から四町目､通町は全焼/大工町､足軽町は半分余焼失､八日
  町､田中町､米町､肴町､柳町と川端一丁目から三町目までは半分ほど焼失/翌日五つ(午前8時ごろ)過ぎに鎮火､
  家中の足軽の家100軒､町家1862軒､寺院13か所､土蔵84棟､穴蔵5か所が焼失.19人死亡/一乗院､大八幡社も焼失
1767年7月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ暫定総督｢ﾎｱｷﾝ･ｶﾌﾞﾚﾎ｣⇒｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱｸﾞﾚﾀﾞ｣(~1768年)
1767年7月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会､ﾆｭｰ･ﾖｰｸ植民地議会停止法制定
1767年7月2日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｶｰﾄﾚｯﾄ大尉によって発見され､ﾋﾟﾄｹｱﾝ島と名付けられた
1767年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ﾏﾘ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1767年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ﾏﾘ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣先代の息子(~18100828死去)
1767年7月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢John Frederick｣
1767年7月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｷﾞｭﾝﾀｰ4世｣(~17900829死去)
1767年7月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾔﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾊｲﾃﾞｺﾊﾟｰ｣
1767年7月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁代行｢ｳｨﾚﾑ･ｼｭﾙﾔｰﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ﾘｰﾌﾀﾞｰﾙ/ｺｰﾈﾘｽ
  ･ｸﾛｯｸ｣(~8.27)
1767年7月11日 16:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ､ｹﾌｧﾛﾆｱで地震(M7.2)死者253人
1767年7月14日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ｼﾞｬﾝ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾃﾞｭﾏ｣(~17681127)
1767年7月17日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾎｾ･ﾃﾞｨｸﾞﾊ･ｲ･ﾋﾞﾘｬｺﾞﾒｽ｣
  (~17781129)
1767年7月24日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾋﾁをｲｷﾞﾘｽのｻﾐｭｴﾙ･ｳｫﾘｽ大尉が訪れ､ｼﾞｮｰｼﾞ王の島と名付けた
1767年7月24日-09:00|日本|  ||明和4年6月29日|足に宿疾がある者に対し､夏期足袋をはく事を許可｡重臣には
  すでに許可あり｡番士への適用は最初
1767年7月26日-09:00|日本|群馬県安中市|明和4年7月1日|<加増>上野安中藩2万石｢板倉勝清｣+1万石⇒3万石(⇒
  安永9(1780)年5月28日､死去)
1767年7月26日-09:00|日本|静岡県牧之原市|明和4年7月1日|<加増>遠江相良藩15000石｢田沼意次｣⇒2万石(⇒明
  和6(1769)年8月18日､25000石に加増)
1767年7月26日-09:00|日本|東京都千代田区|明和4年7月1日|<就任>老中｢板倉勝清｣(~安永9年6月28日)
1767年8月4日-09:00|日本|愛知県|明和4年7月10日|<明和4年尾張｢明和の洪水｣>大雨で西三河の矢作川では渡村
  ､下矢作片町､大門､日名､青木､細川､仁木など数百か所で堤防が決壊し､挙母と､岡崎城下付近まで浸水､下流の
  伏見屋､平七新田も氾濫､幕府領など7万5000石余のうち6万2000石と流域の田の8割余りに冠水/土砂災害も多
  数発生しておびただしい犠牲者が出た
1767年8月6日 11:00|日本|愛知県|明和4年7月12日|<明和4年尾張｢明和の洪水｣>夜､庄内川は右岸の比良､大野木
  ､土器野､松原などで決壊し､味鋺､如意など一帯が泥海と化した/矢田川左岸の猪子石で堤防が決壊､名古屋城
  西門･巾下門の前あたりまで水が押し寄せ､城下の北東部から西部にかけての低地がすべて浸水､名古屋城西側
  の道路では水深1.5m余となったので､数日間は舟で往来せざるを得なかった/名古屋南部では天白川も破堤し､
  鳴海周辺が大洪水となり､家屋の多くに浸水被害が出た/東海道の水深も約1.8mになり尾張藩では舟を出して
  救助に努め､避難小屋を建て被災民の救助に当たった/尾張藩内の被害合計､2154人死亡､家屋流失1516軒､田畑
  砂入損壊26平方km､同損害9万313石､堤防決壊348か所延べ20km
1767年8月13日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|明和4年7月19日|<死去>酒井忠告(79歳)前上野伊勢崎藩主
1767年8月16日-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｳﾞｪｱはｲｷﾞﾘｽのｻﾐｭｴﾙ･ｳｫﾘｽ大尉によって発見され､ｳｫﾘｽ島と名付け
  られた
1767年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰが英軍と第1次ﾏｲｿｰﾙ戦争を開始
1767年8月27日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾜｰﾄﾏﾝ｣(1769年まで総督~178004
  14在任中死去)
1767年8月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和4年8月4日|<初演>近松半二,三好松洛,竹田文吉,竹田小出雲,八



1770迄(1648件)

  民平七,竹本三郎兵衛,人形浄瑠璃｢関取千両幟｣竹本座
1767年9月6日-09:00|日本|大分県杵築市|明和4年8月14日|<交替>豊後杵築藩32000石｢松平親盈｣隠居⇒長男｢松
  平親貞｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年5月23日､隠居)
1767年9月10日-09:00|日本|愛知県刈谷市|明和4年8月18日|<交替>三河刈谷藩23000石｢土井利信｣隠居⇒養子｢土
  井利徳｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年12月16日､隠居)
1767年9月12日-09:00|日本|長野県須坂市|明和4年8月20日|<死去>堀直英(68歳)前信濃須坂藩主
1767年9月13日-09:00|日本|山形県|明和4年8月21日|<交替>上野小幡藩2万石｢織田信邦｣明和事件に連座蟄居隠
  居⇒弟｢織田信浮｣が継ぎ陸奥国信夫郡･出羽置賜郡･出羽村山郡内2万石へ移封(⇒翌年11月15日出羽置賜郡高
  畠村に陣屋を構え出羽国高畠藩2万石立藩)
1767年9月14日-09:00|日本|  ||明和4年8月22日|幕府が､尊王論者山県大弐を死罪に処し､宝暦事件の竹内式部
  を八丈島に流罪とする(明和事件)
1767年9月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾖｰｸ･ｵｰﾙﾊﾞﾆ公･初代ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ王子｣
1767年9月23日-09:00|日本|  ||明和4年9月|<刊行>大田南畝｢寝惚先生文集｣初編
1767年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｴﾝｼﾞｪﾙｽ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1767年10月2日-09:00|日本|大阪府和泉市|明和4年9月10日|<交替>和泉国伯太藩13500石｢渡辺登綱｣隠居⇒次男｢
  渡辺信綱｣が継ぐ(⇒明和9(1772)年正月22日､死去)
1767年10月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ子爵ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ｣(~17721130)
1767年10月16日-09:00|日本|熊本県熊本市|明和4年9月24日|<死去>熊本新田藩35000石｢細川利寛｣(52歳)⇒三男
  ｢細川利致｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年5月25日､死去)
1767年10月17日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ｼｭﾁｪﾊﾟﾝ･ﾏﾘ｣(~17730922死去)
1767年10月17日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|明和4年9月25日|<交替>上総大多喜藩2万石｢松平正温｣隠居
  ⇒長男｢松平正升｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年5月23日､隠居)
1767年10月19日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督代行｢ﾎｻﾞﾌｧﾄ･ｻﾞｲﾍﾞﾙｸ｣(1回目~11.3)
1767年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣
1767年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~18221210死去)
1767年11月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ｼﾞｬｻｼﾞ･ﾗｸﾊｼﾞ｣(~18140806没)､摂政｢ﾒﾙ･ｶﾜ
  ｽ｣(2回目~1800年)
1767年11月3日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ｽﾀﾆｽ･ｳ･ｱｳ･ﾌﾞﾙｿﾞｽﾄﾌｽｷ｣(~17690408没)
1767年11月4日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Guillaume Leonard de Bellecombe｣(~17731004)
1767年11月6日-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲのﾀｸｰｼﾝがﾄﾝﾌﾞﾘ朝を占領<即位>ｼｬﾑ国ﾄﾝﾌﾞﾘｰ王朝国王ﾀｰｸｼﾝ(鄭信/鄭昭)(~6 Ap
  ril 1782)
1767年11月6日-09:00|日本|埼玉県川越市|明和4年閏9月15日|<藩庁移転>上野国前橋藩15万石｢松平朝矩｣廃藩⇒
  武蔵国川越藩15万石(⇒翌年6月10日(17680723)､死去)
1767年11月6日-09:00|日本|山形県山形市|明和4年閏9月15日|<移封>武蔵川越藩6万石｢秋元凉朝｣⇒出羽山形藩6
  万石(⇒明和5(1768)年5月24日､隠居)
1767年11月7日-09:00|日本|島根県浜田市|明和4年閏9月16日|<死去>石見浜田藩5万石｢本多忠盈｣(36歳)⇒養子｢
  本多忠粛｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年11月18日､三河岡崎藩に移封)
1767年11月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱｻﾞﾝﾌﾞｼﾞｬ伯爵ｱﾝﾄﾆｵ･ﾛﾘﾑ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ﾀﾊ
  ﾞﾚｽ｣(~17691104)
1767年11月17日-09:00|日本|島根県安来市|明和4年閏9月26日|<交替>出雲母里藩1万石｢松平直道｣隠居⇒弟｢松
  平直行｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年10月27日､隠居)
1767年11月19日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|明和4年閏9月28日|<移封>上野上里見藩2万石｢松平忠恒｣⇒上
  野小幡藩2万石(⇒翌年11月8日､死去)
1767年12月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣
1767年12月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾁｭｱｰﾄ･ｱｰｽｷﾝ｣(~18290419死去)
1767年12月1日-09:00|日本|埼玉県久喜市|明和4年10月11日|<交替>武蔵久喜藩11000石｢米津政崇｣隠居⇒長男｢
  米津通政｣が継ぐ(⇒寛政10(1798)年7月6日､長瀞藩11000石へ移封)
1767年12月1日-09:00|日本|東京都江東区|明和4年10月11日|<大相撲>明和4年10月場所[江戸深川八幡宮](~9日
  間)優勝(東小結)出水川,7勝0敗1分1休
1767年12月2日-09:00|日本|  ||明和4年10月12日|幕府が間引禁止令を出す
1767年12月4日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|明和4年10月14日|<死去>近江水口藩25000石｢加藤明煕｣(47歳)⇒養子
  ｢加藤明堯｣が継ぐ(⇒安永7(1778)年5月6日､隠居)
1767年12月5日-09:00|日本|京都府京丹後市|明和4年10月15日|<死去>丹波園部藩24000石｢小出英持｣(62歳)⇒12
  月7日､次男｢小出英常｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年9月29日､33歳で死去)
1767年12月9日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao Antonio de Sa Pereira｣(~17770616)
1767年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>10代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣
1767年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>11代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の息子(~17730618死去)
1767年12月11日-09:00|日本|大阪府和泉市|明和4年10月21日|<死去>渡辺登綱(74歳)前和泉伯太藩主
1767年12月25日-09:00|日本|  ||明和4年11月5日|相川町に竹槍などをもった農民たちが集まり,佐渡明和一揆
  が起こる
1767年12月26日-09:00|日本|  ||明和4年11月6日|<死去>荒木蘭皐(51歳)漢詩人
1767年12月28日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾄﾝﾌﾞﾘｰ王朝国王｢ﾀｰｸｼﾝ(鄭信/鄭昭)｣(~17820406)



1770迄(1648件)

1767年12月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ議会が開会
1768年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾚｽ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1776年)
1768年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝﾅｰ王朝｢ﾎﾟｰ･ﾏｰﾕｸﾞﾜﾝ｣(~1771年)
1768年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾟｰﾝ王｢ｽﾘﾔﾎﾞﾝ2世｣(~1788年)
1768年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ﾄﾞﾅﾑ ﾙﾝﾄﾞｩﾌﾞ｣(~1773年没)
1768年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1775年)
1768年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｳﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾀﾝｼｬｰ2世｣(~1798年没)
1768年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｶﾞｼﾞｼﾝｼﾞ･ﾗｲｼﾝｼﾞ｣(~1780年没)
1768年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｻﾘﾑ･ｶｰﾝ｣(~1781年没)
1768年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾅｻﾝ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｸﾏﾝｼﾝｼﾞ･ﾊﾞｰﾗﾂｨﾝｼﾞ｣(~1802年没)
1768年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢Shah Ghazi Khan｣
1768年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第39代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ3世｣ｲﾙﾊﾞﾙｽ1世の子孫(~1769
  年)
1768年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾔﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｸﾊﾞｰﾄ･ｽﾙﾀﾝ｣(~1782年)
1768年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬﾏｶ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｧﾄ･ｱ･ﾘｰ･ﾊｰﾝ｣再建(1度目~1774年)
1768年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｿﾛﾓﾝ1世｣(2回目~17840504)
1768年-04:00|UAE|  |||<即位>ｳﾝﾑ･ｱﾙ=ｶｲﾜｲﾝ首長｢Sheikh Rashid bin Majid Al Mualla｣(~1820年退位)
1768年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｸﾊﾞ汗国ﾊｰﾝが他のｱｾﾞﾘ･ﾊﾝ国(ﾊﾞｸｰ､ｼｬﾏﾊ､ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄ､ｻﾘｬﾝ､ｼﾞｬﾜﾄﾞ､ｼｪｷ､ﾀﾘｼｭ)のほ
  とんどを支配(~1789年)
1768年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾌﾞﾕｸ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1778年)
1768年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑﾁｬﾌﾞﾚ2世｣(~1791年)
1768年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ｱﾍﾞﾁ･ﾋﾉﾁｮ｣(~1776年)
1768年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨ4世｣(~1776年没)
1768年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾄﾞｰﾌｧﾝ砦(ﾄﾗﾅﾛ)再定住の試み(~1771年)
1768年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<交替>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾗｷﾑ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣ｱﾘ･ﾍﾞｲ･ｱﾙ=ｶﾋﾞｰﾙによって退位
  させられた⇒代行｢ｱﾘ･ﾍﾞｲ･ｱﾙ･ｶﾋﾞｰﾙ｣就任(⇒1769年､ｽﾙﾀﾝ~17730413､死去)
1768年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｱﾘｰ･ﾍﾞｲがｴｼﾞﾌﾟﾄ総督を解任し､権力を強化
1768年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Philip Julius Francis Mancini｣
1768年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ｱﾃﾞｨﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾏﾄﾞ｣(~1810年)
1768年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Pedro de Alcantara Fernandez de Cordoba-Figueroa y de Montc
  ada｣(~1789年)
1768年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｶｼﾞﾐｰﾙ｣(~1775年)
1768年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ﾌﾞｼｬﾃｨ｣(~1774年死去)
1768年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾁ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1769年)
1768年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾇｳﾞｪｰﾙ公｢Louis-Jules Mancini｣(~17980225死去)
1768年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ｲｪﾛﾝﾁｯﾁ｣(~1771年)
1768年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ｲｪﾛﾝﾁｯﾁ｣(~1771年)
1768年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞでこの年農奴に対する｢生死権｣が廃止
1768年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾝｻｲｸﾛﾍﾟﾃﾞｨｱ･ﾌﾞﾘﾀﾆｶの初版が発刊される
1768年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･Gumbs2世｣
1768年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｯﾄｰ･ﾍﾞｲﾔｰ｣
1768年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾛﾊﾞｰﾂ｣(~1771年)
1768年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢William Spry｣(~17720904在任中死去)
1768年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Robert｣(~1777.5)
1768年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王代理｢Isnard｣(~1770年)
1768年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾙﾃｨﾆｸはﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙの一部(~1783年)
1768年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(1回目~1769年)
1768年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹﾍﾞｯｸ植民地総督｢ｶﾞｲ･ｶｰﾙﾄﾝ｣(~1778年)
1768年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｼｬﾙﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｵｰﾌﾞﾘｰ｣(~1769年)
1768年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ島のｽﾃﾗｰｶｲｷﾞｭｳが絶滅
1768年1月8日-09:00|日本|高知県高知市|明和4年11月19日|<死去>土佐藩20万2600石｢山内豊敷｣(56歳)⇒次男｢
  山内豊雍｣が継ぐ(~寛政元(1789)年8月24日､死去)
1768年1月8日-09:00|日本|滋賀県大津市|明和4年11月19日|幕府､大津代官を創置
1768年1月8日-09:00|日本|東京都三宅村|明和4年11月19日|<死去>神道家･尊王論者の竹内式部が八丈島流刑の
  途中,三宅島で病没(56)
1768年1月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｱﾋﾑ･ｸｰﾍﾞﾙｸﾞ｣(~17690702)
1768年1月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ9世ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1768年1月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｸﾚﾒﾝｽ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ｣(~1801年)
1768年1月16日-09:00|日本|島根県松江市|明和4年11月27日|<交替>出雲松江藩18万6千石｢松平宗衍｣隠居⇒次男
  ｢松平治郷｣が継ぐ(⇒文化3年3月11日(18060429)､隠居)
1768年1月17日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ｼﾞｭｱﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾏｾﾀﾞ･ｲ･ﾁｪﾝｻｰﾉ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ｣(~17700303)
1768年1月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ﾏﾀﾞﾌﾞﾗｵ1世ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~17940212没)
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1768年1月25日-09:00|日本|  ||明和4年12月6日|<死去>京極宮家仁親王(64歳)皇族
1768年2月11日 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢Anthony Hunt大佐｣(~177003
  07)
1768年2月11日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ｳｨﾘｱﾑ･Spry｣(~17720902死去)
1768年2月16日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞで8年議会法が制定
1768年2月18日-09:00|日本|長野県須坂市|明和5年|<交替>信濃須坂藩10053石｢堀直寛｣隠居⇒長男｢堀直堅｣が継
  ぐ(⇒安永8年10月26日(17791203)死去)
1768年2月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興29年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Tisuntiraydapaghoh(Nguyen Van
   Tich)｣(~1780年)
1768年2月18日-09:00|日本|  ||明和5年1月|平賀源内が,本邦初の寒暖計である寒熱昇降器をつくる
1768年2月22日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｼﾞｭｵｻﾞﾊﾟｽ･ﾊﾟｳﾘﾅｽ･ｻﾝｸﾞｼｭｶ｣(3.7まで代行~178105
  12没)
1768年2月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ王国はｲｷﾞﾘｽと新たな友好条約を結ばされる
1768年2月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの旧教徒の貴族が自由と信仰を守るための｢ﾊﾞｰﾙ同盟｣を結成
1768年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Yaglikcizade Emin Mehmed Pasha｣(~7月)
1768年3月8日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾄﾞﾐﾆｶ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾔﾝｸﾞ｣(~1773年)
1768年3月10日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和5年1月22日|大坂で富商らの出願した教質奥印差配所の設置に反
  対する町人たちが､出願人宅などを打ちこわす
1768年3月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~17740113)
1768年3月16日-09:00|日本|愛知県犬山市|明和5年1月28日|<交替>尾張犬山藩35000石(尾張藩附家老)｢成瀬正泰
  ｣隠居⇒次男｢成瀬正典｣が継ぐ(⇒文化6(1809)年7月29日､隠居)
1768年3月19日-09:00|日本|  ||明和5年2月|｢西山物語｣建部綾足､著
1768年3月19日-09:00|日本|長野県木曽郡|明和5年2月1日|信濃国木曽で農民騒擾が起こる
1768年3月20日 09:00|日本|長崎県長崎市|明和5年2月2日|夜､長崎南馬町より出火.出来大工町､大井手町､今博
  多町に延焼｡町使､散使長屋その他339戸と青光寺を焼失
1768年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾝ･ｶﾙﾛ号難破し600人の犠牲者
1768年3月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｶｰﾙ･ｸﾗｳﾃﾞｨｳｽ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｵﾄﾞﾈﾙ｣(政府大統領~177009
  28)
1768年3月29日-09:00|日本|東京都|明和5年2月11日|<死去>奥村政信/浮世絵師
1768年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶｻﾘ｣
1768年4月1日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Miguel Lopez y Fernandez de 
  Heredia｣(~1774年)
1768年4月1日-09:00|日本|  ||明和5年2月14日|幕府が全国の人口を調査
1768年4月2日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ･ｱﾝﾄﾜﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰｹﾞﾝｳﾞｨﾙ大尉が訪れたﾀﾋﾁは､ﾇｰｳﾞｪﾙ･ｼﾃｰｱ(ﾆｭｰ･
  ｼﾃﾗ)と名を持つ
1768年4月10日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳｯﾄﾞﾘｰ｣(1
  回目~1770年)
1768年4月17日-09:00|日本|愛媛県松山市|明和5年3月|松山藩､和気郡祝谷村に東照宮本宮完成(現松山神社)
1768年4月17日-09:00|日本|  ||明和5年3月|<刊行>｢平安人物志｣/京都に遊学する者のため
1768年5月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙ2世｣(~10.30)
1768年5月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｱﾏﾃﾞｳｽ･ﾓｰﾂｧﾙﾄ《歌劇｢見てくれのばか娘｣》
1768年5月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|明和5年3月18日|<死去>柳生俊平(70歳)前大和柳生藩主
1768年5月5日 11:00|米領ｻﾓｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾙ大尉がｻﾓｱを再訪し､ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ諸島と名
  付けた
1768年5月9日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和5年3月23日|<大坂明和5年の大火｢堂島火事｣>正九つ時(午前12時
  ごろ)､堂島さくら橋北詰東浜の茶屋の二階より出火､次々に延焼､北新地二丁目と一丁目は瞬く間に焼失/夕方
  前になり堂島へ炎が移り､大江橋より渡辺橋までの町並みはすべて灰となり､翌早朝の寅の刻(午前4時ごろ)鎮
  火/焼失家屋はかまど数でおよそ6500軒.13人死亡
1768年5月11日-09:00|日本|福井県福井市|明和5年3月25日|<明和蓑虫騒動>福井藩領の農民､御用金賦課に反対
  し福井城下に乱入
1768年5月12日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|明和5年3月26日|<死去>下総多古藩12000石｢松平勝尹｣(56歳)
  ⇒長男｢松平勝全｣が継ぐ(⇒寛政6(1794)年10月6日､隠居)
1768年5月12日-09:00|日本|新潟県上越市|明和5年3月26日|直江津今町の下層町民ら,高田藩の新規運上取立て
  に反対し,騒動を起こす
1768年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧ､ｳﾞｪﾙｻｲﾕ条約によりｺﾙｼｶをﾌﾗﾝｽに移譲
1768年5月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｺﾙｼｶ島をｼﾞｪﾉｳﾞｧから買収
1768年5月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾙﾀﾞｰﾙ･ｼﾝ｣
1768年5月16日-09:00|日本|  ||明和5年4月|<刊行>上田秋成｢雨月物語｣
1768年5月16日-09:00|日本|香川県丸亀市|明和5年4月|与謝蕪村,丸亀の妙法寺に滞在し蘇鉄の襖絵を描く
1768年5月17日-09:00|日本|新潟県佐渡市|明和5年4月2日|幕府,佐渡においた代官を廃止し,佐渡奉行の全島支
  配を回復
1768年5月20日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|明和5年4月5日|いとう呉服店が上野広小路の松坂屋を買収､｢いとう
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  松坂屋｣として開業
1768年5月23日-11:00|ﾊﾞﾇｱﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ･ｱﾝﾄﾜﾝ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾙによって再発見され､ｱﾙｷﾍﾟﾙ･ﾚ･ｸﾞﾗﾝ･ｷｸﾗ
  ﾃﾞｽと名付けられた名付けられた
1768年5月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸｯｸがｴﾝﾃﾞﾊﾞｰ号による太平洋探検航海を下命される
1768年5月28日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|明和5年4月13日|<交替>鳥取西館新田藩2万石｢池田定就｣隠居⇒長男｢
  池田定得｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年7月9日､病死)
1768年5月29日-09:00|日本|島根県安来市|明和5年4月14日|<死去>松平直員(74歳)前出雲母里藩主
1768年6月5日-09:00|日本|新潟県柏崎市|明和5年4月21日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直著｣(41歳)⇒長男｢堀直
  宣｣が継ぐ(⇒天明元年8月10日(17810927)､死去)
1768年6月7日-09:00|日本|岐阜県大垣市|明和5年4月23日|<死去>美濃大垣藩10万石｢戸田氏英｣(40歳)⇒養子｢戸
  田氏教｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年4月26日､死去)
1768年6月9日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Enrique de Olavide y Michelena｣(2
  期目~17710915)
1768年6月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾞｽﾄﾝでﾘﾊﾞﾃｨｰ号暴動発生
1768年6月12日-09:00|日本|  ||明和5年4月28日|幕府が真鍮銭[四文銭]を新鋳
1768年6月18日-09:00|日本|東京都|明和5年5月4日|<死去>2代坂東彦三郎(28歳)歌舞伎役者
1768年7月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Halebli Recep Pasha｣(~1769.5)
1768年7月2日-10:00|ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王のﾌﾘｹﾞｰﾄ艦ﾗ･ﾌﾞｰﾄﾞｩｰｽﾞ号でﾌﾗﾝｽ軍司令官ﾙｲ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾄﾞ
  ･ﾌﾞｰｹﾞﾝｳﾞｨﾙによってﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾙ島が目撃され後にその名が付けられた
1768年7月6日-09:00|日本|愛媛県大洲市|明和5年5月22日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰武｣脚気のため(24歳)
  ⇒養子｢加藤泰行｣が継ぐ(⇒翌年5月8日､17歳で死去)
1768年7月8日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国第3代国主｢ﾅｰｲｱｰｲ｣ﾋﾞﾙﾏの指命(~1769年2月)
1768年7月8日-09:00|日本|山形県山形市|明和5年5月24日|<交替>出羽山形藩6万石｢秋元凉朝｣隠居⇒甥｢秋元永
  朝｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年7月9日､死去)
1768年7月11日-09:00|日本|岡山県高梁市|明和5年5月27日|<死去>備中松山藩5万石｢板倉勝武｣⇒弟｢板倉勝従｣
  が継ぐ(⇒安永7(1778)年2月9日､29歳で死去)
1768年7月13日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国第4代国主｢ﾅｰﾝﾏﾉｰ｣ﾋﾞﾙﾏの指命(~17750215)
1768年7月14日-09:00|日本|  ||明和5年6月1日|<死去>矢田部通寿(72歳)装剣金工
1768年7月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和5年6月1日|<初演>近松半二,八民平七ほか､人形浄瑠璃｢傾城阿波
  鳴門｣大坂竹本座
1768年7月17日-09:00|日本|  ||明和5年6月4日|<死去>河村殷根(20歳)国学者､歌人
1768年7月23日-09:00|日本|埼玉県川越市|明和5年6月10日|<死去>武蔵国川越藩15万石｢松平朝矩｣(31歳)⇒次男
  ｢松平直恒｣が継ぐ(⇒文化7(1810)年1月18日､死去)
1768年8月 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官代行｢ﾕﾘｼｰｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾓｰﾘｽ｣(1回目~17700405)
1768年8月1日-09:00|日本|長崎県長崎市|明和5年6月19日|幕府が長崎に輸入品と国産品をともに扱う竜脳座を
  設置
1768年8月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ﾊﾑｻﾞ･ﾏﾋﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.20)
1768年8月13日-09:00|日本|大分県臼杵市|明和5年7月2日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉泰通｣(39歳)⇒次男｢稲
  葉副通｣が継ぐ(⇒翌年6月､16歳で死去)
1768年8月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ｺﾞｳﾞｨﾝﾄﾞ･ﾗｵ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣(1回目~1769年)
1768年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｷﾝｸﾞｽﾄﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｷﾝｸﾞ｣(~17971108死去)
1768年8月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾜﾋﾙ･ｼﾝ｣
1768年8月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣(~17690411没)､摂政｢ﾀﾞﾝ･ｼｬﾋ｣(~17690411)
1768年9月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｺﾞﾙｶ王ﾌﾟﾘﾄｩﾋﾞ･ﾅﾗﾔﾝ･ｼｬｰ,ｶﾄﾏﾝｽﾞを征服/ｶﾄﾏﾝｽﾞの王､ｼﾞｬﾔ･ﾌﾟﾗｶｰｼｭ･ﾏｯﾗはﾊﾟﾀﾝに
  逃亡
1768年9月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾍﾟﾘ｣
1768年9月9日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|明和5年7月29日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊泰｣(43歳)⇒
  9月21日､養子｢木下俊胤｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年5月20日､死去)
1768年9月11日-04:00|ﾛｼｱ/中国|  ||清･乾隆33年8月|清がｷｬﾌﾀにおけるﾛｼｱとの交易を再開
1768年9月25日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾈﾊﾟｰﾙ国王｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨ･ﾅﾗﾔﾅ･ｼｬｰ｣ﾈﾊﾟｰﾙを統一(~17750111没)
1768年9月25日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦9月14日|第1次ﾛｼｱ･ﾄﾙｺ戦争が始まる
1768年9月30日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾚﾛｰﾆｰ卿｣(~17721211没)
1768年10月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｺﾞﾙｶ王ﾌﾟﾘﾄｩﾋﾞ･ﾅﾗﾔﾝ･ｼｬｰ,ﾊﾟﾀﾝを征服
1768年10月5日-09:00|日本|岡山県浅口市|明和5年8月25日|<死去>岡山新田藩25000石｢池田政香｣(28歳)⇒弟｢池
  田政直｣が継ぐ(⇒寛政12(1800)年8月26日､隠居)
1768年10月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾎﾞﾙｺﾞの戦い>(8日~)地中海のｺﾙｼｶ島(仏)の戦いで､ﾊﾞｽﾃｨｱ南郊でｺﾙｼｶ軍がﾌﾗﾝ
  ｽ軍を駆逐
1768年10月10日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Jan van der Biest1世｣
1768年10月10日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Gilles Poppe｣(~1772年)
1768年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>14代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1768年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>15代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼｮﾙﾄ･ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~17740925死去)
1768年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第11代首相(第3代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公爵)ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾌｨｯﾂﾛｲ[ﾎｲｯｸﾞ
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  党](~17700128)
1768年10月17日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾐﾙｻﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ1世｣
1768年10月17日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｧﾄ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~1772年)
1768年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ8世｣
1768年10月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾀﾞﾙﾑｼｭﾀｯﾄ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ9世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ8世の息子(~17900406死去)
1768年10月19日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｸﾙﾑ･ｷﾞﾚｲ｣(2期目~1769.3死去)
1768年10月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾔﾙｸﾁｭｻﾃﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17690812)
1768年10月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｷﾞｶ｣(~17691205)
1768年10月28日-09:00|日本|  ||明和5年9月18日|<死去>村田春郷(30歳)歌人
1768年10月29日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明和5年9月19日|<死去>三河吉田藩7万石｢松平信復｣腫れ物のため(5
  0歳)⇒11月16日､長男｢松平信礼｣が継ぐ(⇒明和7年6月16日(17700708)､死去)
1768年10月29日-09:00|日本|新潟県新潟市|明和5年9月19日|新潟で町民一揆(新潟湊騒動)
1768年10月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~17690
  731)
1768年10月30日-09:00|日本|広島県福山市|明和5年9月20日|松山藩福山城下で打ち壊しが起こる
1768年11月1日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾟﾚｯｸ男爵ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾚﾌﾞﾚﾋﾄ｣(~17691219)
1768年11月5日-09:00|日本|新潟県新潟市|明和5年9月26日|<新潟明和騒動>夜12時頃､越後国新潟町民は早鐘を
  合図に一斉蜂起し､町役人宅や八木屋市兵衛宅､米屋などを打ち壊した/新潟町奉行側は鉄砲隊で攻撃したが町
  人側は薪を投げて応戦し町役人を敗走させた
1768年11月6日-09:00|日本|新潟県新潟市|明和5年9月27日|<新潟明和騒動>涌井は越後国新潟町奉行所打ち壊し
  に向かっていた町民等を説得､事態は沈静化/涌井らが藩に代わって町政を掌握し約2ヶ月にわたる町民自治を
  行なった
1768年11月7日-09:00|日本|東京都墨田区|明和5年9月28日|<大相撲>明和5年9月場所[江戸本所回向院](~8日間)
  優勝(西関脇)関ﾉ戸,5勝0敗1無勝負2休
1768年11月9日-08:00|中国/台湾|  ||清･乾隆33年10月|台湾で黄教が反乱を起こす(1769.6鎮圧)
1768年11月12日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Andreas Daal｣(~1780年)
1768年11月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ､ﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝとﾌｫｰﾄ･ｽﾀﾝｳｨｸｽ条約締結
1768年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公･初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公･初代ｸﾚｱ侯｢ﾄﾏｽ･
  ﾍﾟﾗﾑ=ﾎｰﾙｽﾞ｣ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公爵位消滅
1768年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ=ｸﾘﾝﾄﾝ｣9代ﾘﾝｶﾝ伯(~17940222死
  去)
1768年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||大地主でｲｷﾞﾘｽ首相ﾆｭｰｶｽﾙ没/75歳(誕生:16930721)ﾎｲｯｸﾞ党
1768年11月19日-09:00|日本|愛媛県松山市|明和5年10月11日|松山城下大火､200軒余を焼く
1768年11月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾈﾌﾟｳﾞｪｳ｣(2度目⇒177
  00308､総督~17790227)
1768年11月27日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督代行｢ｼﾞｬﾝ･ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｼｭﾀｲﾅｳｴﾙ｣(~
  17690606)
1768年11月28日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ﾄﾏｽ･ｼｬｰﾘｰ｣(~1774年10月)
1768年11月29日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Anne Joseph Hippolyte de Maures de Mal
  artic｣(~17690227)
1768年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの作家ﾛｰﾚﾝｽ･ｽﾀｰﾝ没/55歳(誕生:17131124)/｢ｾﾝﾁﾒﾝﾀﾙ･ｼﾞｬｰﾆｰ｣
1768年12月9日-09:00|日本|  ||明和5年11月|<刊行>賀茂真淵｢万葉考｣巻6まで
1768年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ王立美術ｱｶﾃﾞﾐｰが創立
1768年12月11日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪鳳漢｣(~17700205)
1768年12月11日-09:00|日本|東京都新宿区|明和5年11月3日|<大相撲>明和5年11月場所[江戸市ヶ谷八幡宮](~8
  日間)優勝(西関脇?)友綱(雪見山)6勝0敗1分1無勝負
1768年12月13日-09:00|日本|  ||明和5年11月5日|<死去>豊竹筑前少掾(69歳)浄瑠璃太夫
1768年12月16日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|明和5年11月8日|<死去>上野小幡藩2万石｢松平忠恒｣(49歳)⇒
  長男｢松平忠福｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年5月22日､死去)
1768年12月20日-09:00|日本|茨城県牛久市|明和5年11月12日|<死去>常陸牛久藩1万石｢山口弘長｣(62歳)⇒12月2
  5日､養子｢山口弘道｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年9月12日､44歳で病死)
1768年12月23日-09:00|日本|愛知県碧南市|明和5年11月15日|<加増立藩>三河大浜藩13000石｢水野忠友｣(⇒安永
  6(1777)年4月21日､駿河沼津藩2万石へ加増移封)
1768年12月23日-09:00|日本|山形県東置賜郡高畠町|明和5年11月15日|<陣屋移転>陸奥国信夫郡･出羽置賜郡･出
  羽村山郡内2万石｢織田信浮｣⇒出羽国高畠藩2万石(⇒文政元(1818)年11月19日､死去)
1768年12月24日-09:00|日本|広島県安芸高田市|明和5年11月16日|高田郡吉田町火事,焼失町家104軒(竈数125)
1768年12月30日-09:00|日本|新潟県新潟市|明和5年11月22日|<新潟明和騒動>長岡藩へ出頭した涌井らは藩側の
  策略により捕らえられた
1769年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ﾀｲ|  |||ｹﾀﾞはﾀｲの統治下(~19090709)
1769年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ﾗｰﾝﾅｰ王朝｢ｵﾝｶﾑ｣
1769年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝﾅｰ王朝｢ｵﾝﾁｬﾝ｣(~1761年)
1769年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾆｮﾌｧ･ﾗｸｼｭﾐｰ･ｼﾝ｣(~1780年)



1770迄(1648件)

1769年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼｰ国統治者(ﾗｵ)｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾗｵ1世｣建国(~1796年没)
1769年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾛﾀﾞ国統治者(ｾﾅ･ｶｽ･ｹﾙ)｢ｻﾔｼﾞ･ﾗｵ･ｲ･ｹﾞｰｸﾜﾙ｣(1回目~1773年)､摂政｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ･ﾗｵ
  ･ｹﾞｰｸﾜｰﾙ｣(1回目~1773年)
1769年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｸﾀｰﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗｲﾀﾞﾝｼﾞ･ｱﾊﾞﾗｼﾞ｣(~1798年)
1769年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙで大飢饉､1000万人が餓死
1769年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第40代ﾊﾝ｢ﾇｰﾙ･ｱﾘｰ｣中ｼﾞｭｽﾞのﾊﾞﾗｸ･ﾊﾝの子(~1769年)
  ⇒第41代ﾊﾝ｢ｼﾞｬﾝｷﾞﾙ｣ｶｲﾌﾟの子(~1770.9)
1769年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬﾏｶ汗国摂政｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1770年)
1769年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｶﾊﾞﾙﾀﾞはﾛｼｱの宗主権下(1774年7月21日のｷｭﾁｭｸ･ｶｲﾅﾙｶ条約によりｵｽﾏﾝ帝国が承認)
1769年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ﾌﾝｼﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｼﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨ4世｣
1769年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||ｴﾁｵﾋﾟｱが小国分立時代に入る
1769年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｷｮﾌﾟﾘｭﾘｭ ﾊﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｹﾚﾁ･ｵｽﾏ
  ﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1771年)
1769年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｱﾘｰ･ﾍﾞｲ軍が上ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾊｫﾜｰﾗ部族の反乱を鎮圧
1769年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｶﾗ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1770年)
1769年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Lourenco Lobo de Almeida Garcez Palha
  ｣
1769年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Hans Jacobsen Debes｣
1769年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Chamber Senate｣(~1770.11)
1769年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣代理｢Peder Samuelsen Weyhe｣(~同年)⇒首席大臣｢Thork
  ild Fjeldsted｣(~1772年)
1769年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾜｯﾄが蒸気機関を改良し実用化に成功
1769年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Pedro Jose Soares de Figueiredo Sa
  rmento｣
1769年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Francisco Antonio Cardoso de Menes
  es｣(~17750325)
1769年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ｱﾝﾌﾞﾛｼﾞｵ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ･ﾒﾃﾞｨﾅ･ﾘﾆｬﾝ･ｲ
  ･ﾄｰﾚｽ｣(~1777年)
1769年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ植民地ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰｽﾞはｱﾝﾃｨｸﾞｱから直接
  統治(~1782年2月)
1769年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｴﾘｵｯﾄ｣(~同年)⇒代理｢ﾓﾝﾌｫｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ｣(
  ~同年)⇒｢ｲﾗｲｱｽ･ﾀﾞｰﾝﾌｫｰﾄﾞ｣(~1770年)
1769年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｴﾃﾞﾝ｣(~1776年)
1769年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾄﾗﾝﾌﾞﾙ｣(~17761010)
1769年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県暫定総督｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ｣(~17700513)
1769年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ｱﾚﾊﾝﾄﾞﾛ･ｵﾚｲﾘｰ｣(~同年)
1769年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾄﾞｰｾｯﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣
1769年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(~17990719死去)
1769年1月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｰﾌﾟﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(17740529没)
1769年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣
1769年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~1791年
  称号返上､ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ侯領及びﾊﾞｲﾛｲﾄ侯領を終身年金と引き替えにﾌﾟﾛｲｾﾝ王国に売却)
1769年2月-01:00|ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｼﾞｯﾌﾟｽがﾊﾝｶﾞﾘｰに占領される
1769年2月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第248代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ13世｣[16930307生～]享年75
1769年2月10日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾉﾘｳﾞｫｽ伯ﾋﾟｴｰﾙ･ｼﾞｪﾃﾞｵﾝ｣(~17720115)
1769年2月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ﾈｸﾞﾛﾈ｣(~17710216)
1769年2月18日-09:00|日本|熊本県人吉市|明和6年1月12日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良福将｣(20歳)⇒養子｢
  相良長寛｣が継ぐ(⇒享和2(1802)年2月5日､隠居)
1769年2月27日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Francois Claude Amour du Chariol｣(~1771
  .8)
1769年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｸﾙﾑ･ｷﾞﾚｲ｣
1769年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ代理｢Mesud Geray Sultan｣(~1769.4)
1769年3月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ2世｣(~17780416没)､摂政｢ﾗﾆ･ﾁｬﾝﾀﾞﾜﾃ
  ｨｼﾞ｣(~17780416)
1769年3月11日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾏｻﾞｶﾞﾝはﾓﾛｯｺに再編入された
1769年3月16日-09:00|日本|三重県津市|明和6年2月9日|<交替>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高朗｣隠居⇒嫡孫｢藤堂
  高悠｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年閏6月2日､20歳で病死)
1769年3月17日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|明和6年2月10日|<死去>下野烏山藩3万石｢大久保忠卿｣(24歳)⇒
  弟｢大久保忠喜｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年､隠居)
1769年3月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰがｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社と休戦協定
1769年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ4世ｷﾞﾚｲ｣(2期目~17700225)
1769年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾀﾞｯｻｰﾚ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
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1769年4月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾅﾊﾟｯﾚ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾌｾｲﾝ･ｱﾘ･ｶｰﾝ｣(~17830826没)
1769年4月8日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘｳﾞｫﾆｱ総督｢ﾎｻﾞﾌｧﾄ･ｻﾞｲﾍﾞﾙｸ｣(2回目~17750323)
1769年4月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾝ･ｼﾝ｣
1769年4月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｹｼｭﾘ･ｼﾝ｣(~17780328没)､摂政｢ﾆﾊﾙ･ｼﾝ｣(~17750811没)
1769年4月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||ｸｯｸ探検隊がｿｼｴﾃ諸島のﾀﾋﾁ島に到達
1769年4月20日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose de Vasconcelos e Sousa Cam
  inha Camara Faro e Veiga｣
1769年4月20日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Antonio Jose de Vasconcelos e S
  ousa Camara Caminha Faro e Veiga｣(~18010606死去)
1769年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Topal Osmanzade Mehmed Pasha｣(~同年)
1769年5月7日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾖﾊﾝﾈｽ2世｣(~10.18死去)
1769年5月8日-09:00|日本|京都府京丹後市|明和6年4月3日|<死去>京極高長(75歳)前丹後峰山藩主
1769年5月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾎﾟﾝﾃ･ﾉｰｳ(ﾎﾟﾝﾃ･ﾇｵｰｳﾞｫ)の戦い>地中海のｺﾙｼｶ島(仏)の戦いで､ﾌﾗﾝｽ軍は圧倒的
  兵力をもってｺﾙｼｶ軍を破る/ｺﾙｼｶ民族主義の指導者ﾊﾟｽｶﾙ･ﾊﾟｵﾘはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに亡命/ｺﾙｼｶ島(仏)が完全にﾌﾗﾝｽ領
  となる
1769年5月11日-09:00|日本|  ||明和6年4月6日|西宮～兵庫間の30余ヶ村が幕府領に編入される(明和の上知)
1769年5月13日-09:00|日本|東京都江東区|明和6年4月8日|<大相撲>明和6年4月場所[江戸深川八幡宮](~8日間)
  優勝(西前2)越ﾉ海,6勝0敗1休
1769年5月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ総督､植民地議会を解散
1769年5月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第249代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ14世｣(~17740922死去)
1769年5月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾗｯｻﾞﾛ･ｵﾋﾟﾂｨｵ･ﾊﾟﾗｳﾞｨﾁｰﾆ｣(~17850223)
1769年6月1日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|明和6年4月27日|<死去>河内狭山藩11000石｢北条氏彦｣(28歳)⇒長
  男｢北条氏昉｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年10月26日､隠居)
1769年6月3日 00:00|世界|  |||金星が太陽面を通過､世界各地で同時観測し地球と太陽の距離を測定
1769年6月6日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾌﾗﾝｿﾜ･ｼﾞｭﾘｱﾝ･ﾃﾞｭ･ﾄﾞﾚｽﾈ･ｼｭｳﾞｧﾘｴ･
  ﾃﾞﾛｯｼｭ｣(~17720823)
1769年6月6日-09:00|日本|岡山県高梁市|明和6年5月3日|<死去>板倉勝澄(51歳)前備中松山藩主
1769年6月11日-09:00|日本|愛媛県大洲市|明和6年5月8日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰行｣(17歳)⇒弟｢加藤
  泰候｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年7月4日､死去)
1769年6月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｺﾙｼｶ共和国を併合
1769年6月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ｼｸﾛｱｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(4回目~9.26)
1769年6月30日-09:00|日本|岡山県高梁市|明和6年5月27日|<死去>板倉勝武(35歳)備中松山藩主⇒弟の勝従が継
  いだ
1769年7月2日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾖｱﾋﾑ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｵｯﾄｰ｣(~17700611)
1769年7月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人のｱｰｸﾗｲﾄが水力紡績機を発明
1769年7月4日-09:00|日本|大分県臼杵市|明和6年6月|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉副通｣16歳⇒兄｢稲葉弘通｣が
  継ぐ(⇒寛政12(1800)年9月10日､隠居)
1769年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･4代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公･ﾀﾞｸﾞﾗｽ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1769年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･5代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ﾀﾞｸﾞﾗｽ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の弟(~17990802死去)
1769年7月21日-09:00|日本|滋賀県大津市|明和6年6月18日|<死去>本多康桓(56歳)前近江膳所藩主
1769年7月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙ2世｣(~17710915)
1769年8月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが良き理性の法を公布
1769年8月1日-09:00|日本|福島県二本松市|明和6年6月29日|<死去>丹羽高寛(63歳)前陸奥二本松藩主
1769年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･3代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｨﾝﾁ｣
1769年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｳｨﾝﾁﾙｼｰ伯･4代ﾉｯﾃｨﾝｶﾞﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾌｨﾝﾁ｣(~18260802死去)
1769年8月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢ﾄﾏｽ･ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(~17740517)
1769年8月7日-09:00|日本|  ||明和6年7月6日|<死去>藤間勘兵衛(不明)振付師
1769年8月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾓﾙﾄﾞｳﾞｧﾝｸ･ｱﾘｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.12)
1769年8月13日-09:00|日本|広島県福山市|明和6年7月12日|<死去>備後福山藩10万石(老中)｢阿部正右｣(46歳)⇒
  8月29日､三男｢阿部正倫｣が継ぐ(⇒享和3(1803)年10月5日､隠居)
1769年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<ﾌﾞﾚｼｱ･聖ﾅｻﾞﾛ教会爆発事故>ｲﾀﾘｱのﾌﾞﾚｼｱにある聖ﾅｻﾞﾛ教会に落雷､通廊に保
  管されていた80ﾄﾝの火薬に引火して爆発､都市の1/6が破壊され､3,000人の死者を出す大事故となった
1769年8月19日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|明和6年7月18日|<死去>美濃加納藩32000石｢永井尚備｣(27歳)⇒長男｢
  永井直旧｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年9月8日､23歳で死去)
1769年8月24日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|明和6年7月23日|<交替>播磨赤穂藩2万石｢森忠洪｣隠居⇒長男｢森忠興
  ｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年8月6日､隠居)
1769年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣
1769年8月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｼﾞｬｰｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾋﾞｭｼｰ･ｳﾞｨﾘｱｰｽﾞ｣(~18050822死去)
1769年8月29日-09:00|日本|  ||明和6年7月28日|豊後と日向で大地震｡日向高鍋城と延岡城が破損
1769年8月31日-09:00|日本|東京都|明和6年8月|(～10月)江戸で風邪が大流行/死者多数
1769年9月12日-09:00|日本|山口県下関市|明和6年8月13日|<死去>長門長府藩5万石｢毛利匡満｣(22歳)⇒弟｢毛利
  匡芳｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年5月19日､城主格)
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1769年9月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>初代ﾎﾟﾝﾊﾞﾙ候｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾎｾ･ﾄﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾙﾎ･ｴ･ﾒﾛ｣初代ｵｴｲﾗｽ公(~1782050
  8死去)
1769年9月17日-09:00|日本|京都府京都市|明和6年8月18日|<就任>京都所司代｢土井利里｣(⇒1777(安永6年8月14
  日))
1769年9月17日-09:00|日本|静岡県牧之原市|明和6年8月18日|<加増>相良藩2万石｢田沼意次｣⇒25000石(⇒明和9
  (1772)年1月15日､3万石に加増)
1769年9月17日-09:00|日本|東京都千代田区|明和6年8月18日|<就任>老中格｢田沼意次｣(~安永1年1月15日)
1769年9月25日-09:00|日本|東京都|明和6年8月26日|午後2時ころから大風が吹き,多数の家屋が倒壊,深川三十
  三間堂も破損
1769年9月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ﾌﾟﾛｿﾞﾛﾌｽｷｰ｣(ﾛｼｱ
  軍司令官~1770年1月)
1769年9月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾛｼｱに占領される(~17740928)
1769年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｻﾞｰﾘ｣
1769年10月2日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|明和6年9月3日|<死去>因幡鹿奴藩3万石｢池田澄延｣(20歳)⇒弟｢池田
  延俊｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年3月7日､死去)
1769年10月3日-09:00|日本|愛知県西尾市|明和6年9月4日|<死去>三河国西尾藩6万石｢松平乗祐｣(55歳)⇒10月27
  日､五男｢松平乗完｣が継ぐ(⇒寛政5(1793)年8月19日､死去)
1769年10月4日-09:00|日本|京都府京都市|明和6年9月5日|<死去>一条道香(48歳)元摂政･関白､左大臣
1769年10月8日-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽ･ｸｯｸがﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの北島に到着､ｲｷﾞﾘｽの領有権宣言
1769年10月18日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｸﾚ･ﾊｲﾏﾉｰﾄ2世ﾖﾊﾈｽ｣(1回目~1770年6月)
1769年10月23日-09:00|日本|大阪府大阪市|明和6年9月24日|<就任>大坂城代｢久世出雲守広明｣(~安永6.9.15)
1769年10月29日-09:00|日本|神奈川県小田原市|明和6年10月1日|<死去>相模小田原藩11万3000石｢大久保忠由｣(
  34歳)⇒長男｢大久保忠顕｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年10月8日､隠居)
1769年11月4日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾗｳﾞﾗｼﾞｵ伯爵･侯爵ﾙｲ･ｵﾌﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ﾎﾟﾙ
  ﾄｶﾞﾙ･ｿｱﾚｽ｣(~17780430)
1769年11月7日-09:00|日本|広島県福山市|明和6年10月10日|<死去>阿部正福(70歳)前備後福山藩主､元大坂城代
1769年11月8日-09:00|日本|東京都江東区|明和6年10月11日|<大相撲>明和6年10月場所[江戸深川八幡宮](~8日
  間)優勝(西前1)越ﾉ海(稲川),7勝1敗
1769年11月9日-09:00|日本|東京都|明和6年10月12日|<死去>青木昆陽.流行性感冒のため(72歳､元禄11(1698)05
  12生)儒学者､蘭学者/甘藷先生と呼ばれた
1769年11月13日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ｺﾞﾙｶ王ﾌﾟﾘﾄｩﾋﾞ･ﾅﾗﾔﾝ･ｼｬｰによりﾊﾞｸﾀﾌﾟﾙが陥落しﾏｯﾗ王朝は完全に終焉/ｶﾄﾏﾝ
  ｽﾞ盆地を完全に手中におさめﾈﾊﾟｰﾙ国王に即位しｶﾄﾏﾝｽﾞを首都とする
1769年11月19日-09:00|日本|京都府京都市|明和6年10月22日|<死去>有栖川宮職仁親王(57歳)皇族
1769年11月23日-09:00|日本|  ||明和6年10月26日|<死去>初代浜野政随(74歳)装剣金工
1769年11月25日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ﾍﾟｰﾀｰ･ﾌｫﾝ･ﾋﾞﾛﾝ｣(~17950328領土をﾛｼｱへ譲渡)
1769年11月27日-09:00|日本|東京都|明和6年10月30日|<死去>賀茂真淵(73歳､1697年3月4日生)国学者､歌人
1769年11月27日-09:00|日本|徳島県徳島市|明和6年10月30日|<交替>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀重喜｣隠居⇒
  長男｢蜂須賀喜昭｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年11月7日｢治昭｣に改名)
1769年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Asaf Mehmed Pasha｣(~1770.4)
1769年12月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾃﾞ･ｵﾗｼﾚｷﾞ｣(~1772年6月没)
1769年12月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ以外の全植民地が不輸入協定に参加
1769年12月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾋﾟｮｰﾄﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ･ﾙﾐｬﾝﾂｪﾌ｣(ﾛｼｱ軍司令
  官~1770年)
1769年12月5日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾛｼｱが占領(~1774年9月/ﾛｼｱ軍は1770年5月~1771年10月に撤退)
1769年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Joseph Friedrich Ernst｣
1769年12月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Karl Friedrich｣(~17851220死去)
1769年12月12日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲｳﾞｧｻﾞｰﾄﾞ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~17701225)
1769年12月13日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｼﾞｮｱｷﾝ ｻﾚﾏ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾛﾎﾞ｣(~17760303)
1769年12月13日-08:00|中国/ﾐｬﾝﾏｰ|  ||清･乾隆34年11月16日|清のﾋﾞﾙﾏ遠征が､両軍の撤退と通商の復活という
  協定を結んで終結
1769年12月15日-09:00|日本|愛知県岡崎市|明和6年11月18日|<移封>石見浜田藩5万石｢本多忠粛｣⇒三河岡崎藩5
  万石(⇒安永6年5月8日(17770613)､死去)
1769年12月15日-09:00|日本|島根県浜田市|明和6年11月18日|<移封>三河岡崎藩5万石｢松平康福｣⇒石見浜田藩5
  万石(⇒天明5(1785)年1月29日､1万石加増され6万石)
1769年12月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾟﾄﾞｩｯｺｯﾀｲ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾔ･ﾗｸﾞﾅﾀ･ﾄﾝﾀﾞｲﾏﾝ｣(~17891230没)
1769年12月28日-09:00|日本|群馬県館林市|明和6年12月1日|<加増>上野国館林藩54000石｢松平武元｣+7000石⇒6
  1000石(⇒安永8(1779)年7月25日､死去)
1770年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<死去>ﾄﾝｶﾞ大首長｢ﾌｧﾀﾌｪｲ･ﾄｩｲ･ﾌﾟﾛﾄｩ'ｲ･ﾗﾝｷﾞ･ﾄｩ･ｵﾄｰ｣
1770年-13:00|ﾄﾝｶﾞ|  |||<即位>ﾄﾝｶﾞ大首長｢ﾌｧﾀﾌｪｲ･ﾊﾟｳﾗﾎ｣(~1784年死去)
1770年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Johan ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･van der Voort｣(~1775年)
1770年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Cakraningrat6世｣(~1780年)
1770年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾏｼﾞｯﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ﾊｻﾝ｣(~1802年没)
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1770年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||ﾊﾟﾊﾝは名目上､ｼﾞｮﾎｰﾙ宗主権下にあった(~1882年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾗﾙ･ｶｰﾝ･ｶﾀｯｸ｣(2回目~1771年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾆﾗﾄﾞﾘ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾌﾞﾗﾏﾙﾊﾞｰﾙ･ﾗｲ｣(~1794年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾙﾁﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ｱﾊﾞｲ･ｼﾝ｣(~1787年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ1世ﾅﾗﾔﾝ｣(~1772年没)､摂政｢ﾍﾟﾝｽﾄｩﾏ(ﾌﾞｰﾀﾝ人)｣(~17
  72年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀﾞｸﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｰｳﾞｧｯﾊﾟ｣(~1774年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｪｰﾙ･ｼﾝ｣(~1800年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾝﾃｨｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾄﾗ･ｼﾝ･ｼｴﾑ･ｽﾄｩﾝｶﾞ｣(~1780年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾞｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾑ･ｼﾝ｣(~1821年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬﾗﾜﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1771年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾇﾙﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1805年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾄﾞﾗﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧﾃ･ﾊﾟﾙ｣(~1790年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｷﾗﾂｨﾑｼﾞ･ﾗｽ｣(~1780年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾘﾀﾅ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾝﾀﾞｼﾞ･ﾉﾝﾊﾝｼﾞ｣(~1820年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾝﾄﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾀﾞｶﾝﾄ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ｼﾞｬｶﾞﾃﾞﾌﾞ｣(~1781年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ｱｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1773年没)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Temmassongeng Karaeng Katanka Sultan Zainuddin｣(~1778年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||ｺｯﾎ･ﾋﾞﾊｰﾙ国はﾌﾞｰﾀﾝ宗主権下(~1774年)
1770年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾝｶﾞﾊﾙ国ｶﾝｸﾞﾗとｷﾞｭﾗｰに分割
1770年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ｼｬｰ･ｱﾌｻﾞﾙ1世｣(~1775年)
1770年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢Sulayman Biy｣(3週間で死去)⇒｢Narbuta Biy｣(~1798
  年死去)
1770年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬﾏｶ汗国摂政｢ｲﾙﾀﾞﾙ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1774年)
1770年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾘｰ･ｸﾞﾘ･ｶｰﾝ｣(~1773年)
1770年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ汗国摂政｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1772年)
1770年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人がｾｰｼｪﾙ諸島へ入植を開始
1770年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾅｾﾙ｣⇒｢ﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1770年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢Andrianjafynandriamanitra｣(~1787年)
1770年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｶﾞｳﾞﾘﾛｳﾞｨﾁ･ｻﾞﾐｬﾁﾝ｣(ﾜﾗｷｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ大統
  領)
1770年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ﾓﾚｱ半島南岸でﾛｼｱの支援を受けたｷﾞﾘｼｱ人が蜂起
1770年-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ|  |||ﾕｰｽﾌ･ｼﾊｰﾌﾞがﾚﾊﾞﾉﾝのｱﾐｰﾙとなる
1770年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊｼﾞ･ﾊﾘｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1772年)
1770年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ﾆｺﾗｽ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞｩｽ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙｸﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~1777年没)
1770年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾍﾞ統治者｢ｵﾗ･ｴｲﾓﾝ｣(~1795年)
1770年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Diego Soler｣(~同年)⇒総督｢Domingo Joaquin de Salce
  do y Castellanos｣(~1783年)
1770年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~1806年ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合)
1770年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏代行｢P.ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ｣(~1771年)
1770年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ｱﾗﾌｨﾝ｢ｱﾋﾞｵﾄﾞｩﾝ｣(~1789年)
1770年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾌﾗﾉ･ﾊﾟｳﾞｨｯﾁ｣(~1777年)
1770年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾎｾ･ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(~1774年)
1770年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾑﾊﾞ･ｸﾝﾊﾟｽ･ﾝｼﾞｬｲ｣(~1805年)
1770年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<就任>ﾊﾞﾅﾅ諸島首長｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾘｰﾌﾞﾗﾝﾄﾞ｣(~17910324没)
1770年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｬｰﾋﾞｽ｣⇒｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｯﾄｰ･ﾍﾞｲﾔｰ｣
1770年 04:00|ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ副王代理｢Gaspard Bayon｣
1770年 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ｶﾌﾟ･ﾌﾗﾝｿｱに代わりﾎﾟﾙﾄｰﾌﾟﾗﾝｽが首都となる
1770年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾁｪｽﾀｰ｣(~17810509)
1770年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾏﾘｱ･ﾋﾞｾﾝｼｵ｣(~1778年)
1770年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｳﾝｻｶﾞ｣(~1777年)
1770年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<死去>ｵｱﾌ島･ｶｳｱｲ島国王｢Peleioholani｣
1770年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｵｱﾌ島国王｢Kumahana｣(~1773年)
1770年 10:00|ﾊﾜｲ|  |||<即位>ｶｳｱｲ島女王｢Kamakahelei｣(~1794年死去)
1770年1月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｾﾐｮﾝ･ﾊﾟﾌﾞﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾁｪﾙﾉｴｳﾞｨﾁ｣(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ
  大統領~10月)
1770年1月5日-09:00|日本|  ||明和6年12月9日|<初演>近松半二,八民平七,松田才二,三好松洛,竹田新松,近松
  東南,竹本三郎兵衛｢近江源氏先陣館｣竹本座
1770年1月6日-09:00|日本|福岡県福岡市|明和6年12月1日|<交替>筑前福岡藩473100石｢黒田継高｣隠居⇒養子｢黒
  田治之｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年8月21日､死去)
1770年1月8日-09:00|日本|広島県広島市|明和6年12月12日|<死去>広島新田藩3万石｢浅野長喬｣(38歳)⇒翌年2月
  4日､養子｢浅野長員｣が継ぐ(⇒寛政12(1800)年9月10日､隠居)



1770迄(1648件)

1770年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣
1770年1月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｺｰﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾄｯﾌﾟﾌｫｰﾄﾞ｣(~18100330死去)
1770年1月16日-09:00|日本|長崎県五島市|明和6年12月20日|<交替>肥前福江藩12530石｢五島盛道｣隠居⇒次男｢
  五島盛運｣が継ぐ(⇒文化6年5月9日(18090621)､死去)
1770年1月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||(ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ･ﾋﾙの戦い)ﾆｭｰﾖｰｸで､軍隊宿舎法に反対植民地住民がｲｷﾞﾘｽ軍
  と衝突し､流血の惨事となる
1770年1月21日-09:00|日本|広島県福山市|明和6年12月25日|広島近郊広瀬村出火,小屋町類焼,町家111軒(183竈
  ),百姓家15軒(45竈)焼失
1770年1月27日-09:00|日本|北海道|明和7年|この年､ﾛｼｱの狩猟隊､ｳﾙｯﾌﾟ島にきてｴﾄﾛﾌｱｲﾇらに乱暴､ｴﾄﾛﾌｱｲﾇの長
  老らを殺害
1770年1月27日-09:00|日本|  ||明和7年1月|<刊行>吉文字屋市兵衛｢近代百物語｣
1770年1月27日-09:00|日本|  ||明和7年1月|<刊行>土岐氏家臣で俳人の虚実庵春路､句集｢はるの遊ひ｣
1770年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第12代首相｢ﾉｰｽ男爵ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾉｰｽ｣ﾄｰﾘｰ党(~17820322)
1770年2月5日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金致仁｣(~17720411)
1770年2月11日-09:00|日本|東京都|明和7年1月16日|<初演>福内鬼外(平賀源内)､浄瑠璃｢神霊矢口渡｣江戸外記
  座
1770年2月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾌﾟﾗﾝ2世ｷﾞﾚｲ｣(~1771.1死去)
1770年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｸｯｸがﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞを6ｶ月間かけて測量し島と確認
1770年3月 04:00|ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領西ﾌｫｰｸﾗﾝﾄﾞ海軍担当官｢George Farmer大佐｣(~6.10)
1770年3月3日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾓﾗﾚｽ･ｲ･ｶｽﾃﾎﾝ･ﾃﾞ･ｱﾛﾖ｣(~17720306)
1770年3月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾎﾞｽﾄﾝ虐殺事件>ｱﾒﾘｶ,ﾎﾞｽﾄﾝの街頭で市民とｲｷﾞﾘｽ駐屯軍とが衝突し,投
  石した市民3名が兵に射殺され2名が瀕死の重傷を負った
1770年3月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾅｼﾞｬｰﾊﾞﾄ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1770年3月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｱｼｭﾗｰﾌ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~3.24死去)
1770年3月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｱｼｭﾗｰﾌ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣
1770年3月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~17930906死去)
1770年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Abdarrahman Pasha｣(~1771年)
1770年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾞｴﾀｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1770年4月3日-09:00|日本|東京都港区|明和7年3月8日|<大相撲>明和7年3月場所[江戸芝西久保八幡宮](~8日間)
  優勝(西関脇)関ﾉ戸,7勝0敗1分
1770年4月4日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ/ﾛｼｱ|  |||ｸﾚﾀ島でﾛｼｱの保護下でｽﾌｧｷｱ蜂起(~17710617)
1770年4月5日 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督･最高司令官｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾒﾙｳﾞｨﾙ｣(2回目~17710713)
1770年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾉｰｽ首相が､茶税を除くﾀｳﾝｾﾞﾝﾄ歳入条例廃止
1770年4月19日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人のｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸｯｸがｵｰｽﾄﾗﾘｱ上陸､ﾎﾞﾀﾆｰ湾と命名して領有宣言
1770年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｴﾏﾇｴﾙ･ﾏﾉｰﾚ･ｼﾞｬﾆ=ﾙｾﾄ｣(~1771年10月)
1770年5月4日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Frederik Christian Moth｣(~17720301)
1770年5月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ｶｰﾙ1世｣
1770年5月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~1806年ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ王国に併合)
1770年5月13日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県暫定総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌｪﾗﾝﾃﾞｨｽ｣(~同年)⇒｢ﾊﾞﾙﾄﾛﾒ･ﾍﾟﾚｽ･
  ｷﾊｰﾉ｣(~1775年)
1770年5月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ王太子ﾙｲ(のちのﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ16世)が､ｵｰｽﾄﾘｱ女帝ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱの末娘ﾏﾘ
  ･ｱﾝﾄﾜﾈｯﾄと結婚
1770年5月23日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~7.12)
1770年5月24日 11:00|日本|秋田県秋田市|明和7年4月29日|<出羽久保田明和7年の大火>夜五つ時(20時ごろ)五
  丁目の斎藤家より出火､東照宮も炎上するなど城下への延焼が町数で10余丁に達し､八幡村まで飛び火/被災数
  は屋敷持の家全焼772軒､同消火のため潰家22軒､同痛んだ家7軒､同半焼1軒｡借家15軒､丁内上り屋敷1軒､扶持
  人(給料生活の下級武士)9軒､長屋借家全焼540軒､同潰家15軒､土蔵21棟.1人死亡
1770年5月26日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ/ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭは英領ｲﾝﾄﾞの一部(~19470814)
1770年5月27日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ太守のｱﾘｰ･ﾍﾞｲがﾋｼﾞｬｰｽﾞに遠征
1770年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ15世の宮廷画家､ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾌﾞｰｼｪ(1703-､66歳)優美で貴族的な画
  風で知られる｢ﾛｺｺ美術｣の画家
1770年6月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｽｾﾆｮｽ2世｣(~12月)
1770年6月2日-09:00|日本|新潟県佐渡市|明和7年5月9日|幕府､佐渡蔵奉行を廃止
1770年6月6日-09:00|日本|  ||明和7年5月13日|<死去>4代山本春正(68歳)蒔絵師
1770年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ]
1770年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾁｬﾑﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾁｬﾑﾘｰ｣(⇒18151122､初代ﾁｬﾑﾘｰ侯~18270410死去)
1770年6月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総督代行｢ﾖﾊﾝ･ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌﾚｰﾘｯﾋ｣(~17720615)
1770年6月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの天文学者ﾒｼｴがﾚｸｾﾙ彗星発見(最初に軌道を観測したﾚｸｾﾙの名前が付け
  られている)(7月1日､地球から約226万kmと史上最も地球近傍を通過)
1770年6月20日-09:00|日本|長野県諏訪市|明和7年5月27日|<死去>諏訪忠林(68歳)前信濃諏訪藩主
1770年7月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ総督｢ｼﾓﾝ･ﾃﾞ･ｱﾝﾀﾞ｣(2期目~17761030)
1770年7月3日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾎｰｸｼｮ
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  ｰ･ﾛｻｯｸ｣(~17720201)
1770年7月6日-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦6月25日|第1次ﾛｼｱ･ﾄﾙｺ戦争のﾁｪｼｭﾒの海戦で､ｵｽﾏﾝ帝国艦隊がﾛｼｱ艦隊に
  大敗
1770年7月7日-09:00|日本|東京都|明和7年6月15日|<死去>鈴木春信(46歳､享保10(1725)年生)錦絵の創始などで
  浮世絵画法を革新した
1770年7月8日-09:00|日本|愛知県豊橋市|明和7年6月16日|<死去>三河吉田藩7万石｢松平信礼｣(34歳)⇒長男｢松
  平信明｣が継ぐ(⇒文化14年8月16日(18170926)､死去)
1770年7月9日-09:00|日本|  ||明和7年6月17日|<死去>初代中村吉右衛門(77歳)歌舞伎役者
1770年7月10日-09:00|日本|長野県佐久市|明和7年6月18日|<死去>信濃岩村田藩15000石｢内藤正弼｣(38歳)⇒次
  男｢内藤正興｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年10月17日､死去)
1770年7月12日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ4世･ｲﾌﾞﾝ･ﾌｾｲﾝ｣(~17730205)
1770年7月14日-09:00|日本|京都府京都市|明和7年6月22日|<死去>京極宮公仁親王(38歳)皇族
1770年7月18日-09:00|日本|栃木県大田原市|明和7年6月26日|<死去>大関増興(62歳)前下野黒羽藩主
1770年7月24日-09:00|日本|三重県津市|明和7年閏6月2日|<死去>伊勢津藩32万3千石｢藤堂高悠｣(20歳)病死⇒同
  月26日､兄｢藤堂高嶷｣が継ぐ(⇒文化3(1806)年8月26日､死去)
1770年7月31日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Miguel de Muesas｣(~17760602)
1770年8月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾗｳﾘｯﾂ･ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾄﾀﾞﾙ｣(~1785年8月)
1770年8月1日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|明和7年閏6月10日|<死去>肥前佐賀藩32万石｢鍋島重茂｣(38歳)⇒弟｢鍋
  島治茂｣が継ぐ(⇒文化2年1月10日(18050209)､死去)
1770年8月1日-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  ||ﾛｼｱ暦7月21日|第1次ﾛｼｱ･ﾄﾙｺ戦争のﾊﾞﾙｶﾝ半島のﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱの戦いでｵｽﾏﾝ
  帝国軍がﾛｼｱ軍に敗れる
1770年8月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾅﾝｼﾞｬﾗｼﾞｬ･ｳｫﾃﾞﾔｰﾙ｣首席大臣ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰの命によって送
  られた毒入りの牛乳を飲み､ｼｭﾘｰﾗﾝｶﾞﾊﾟﾄﾅの宮殿で
1770年8月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾏﾗｼﾞｬ8世･ｳｫﾃﾞｨﾔｰﾙ｣(~17760916没)､摂政｢ﾊｲﾀﾞｰ･ｱﾘ｣(1
  回目~17760916)
1770年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊｲﾀﾞﾙ･ｱﾘｰがｲｷﾞﾘｽと友好条約を締結
1770年8月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆35年6月18日|朝鮮､叢校刑を廃止
1770年8月14日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明和7年閏6月23日|<立藩>姫路新田藩1万石｢酒井忠交｣姫路藩から分
  与(⇒享和4(1804)年1月20日､死去)
1770年8月17日-09:00|日本|三重県津市|明和7年閏6月23日|<交替>伊勢久居藩53000石｢藤堂高敦｣本家伊勢津藩
  を継ぐ⇒9月7日､弟｢藤堂高朶｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年12月28日､隠居)
1770年8月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾅｰﾗｽ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬｲﾄ･ｼﾝ｣(~17810914)
1770年8月21日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|明和7年7月|<交替>肥前鹿島藩25000石｢鍋島直熙｣佐賀藩を継ぐ⇒養
  子｢鍋島直宜｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年4月21日､隠居)
1770年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｸｯｸがｵｰｽﾄﾗﾘｱ東部の領有を宣言
1770年8月25日-09:00|日本|千葉県富津市|明和7年7月5日|<交替>上総飯野藩2万石｢保科正富｣隠居⇒長男｢保科
  正率｣が継ぐ(⇒享和2(1802)年6月3日､隠居)
1770年8月27日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｾｲｼｪﾙ司令官｢ｼﾞｬﾝ=ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾛｰﾈ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾍﾟﾘｴｰﾙ｣(~1772年)
1770年9月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第41代ﾊﾝ｢ﾎﾞﾚｹｲ｣ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙの孫.小ｼﾞｭｽﾞのｴﾗﾙ･ﾊﾝ
  の子(~10月)
1770年9月1日-09:00|日本|福島県白河市|明和7年7月12日|<死去>陸奥白河藩11万石｢松平定賢｣(62歳)⇒8月27日
  ､長男｢松平定邦｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年10月16日､隠居)
1770年9月4日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｳﾞｪﾙﾃｨｽ･ｲ･ｻﾙｾﾄﾞ｣(~17760731)
1770年9月10日-09:00|日本|大分県大分市|明和7年7月21日|<交替>豊後府内藩22200石｢松平近形｣隠居⇒長男｢松
  平近儔｣が継ぐ(⇒文化元(1804)年12月6日､隠居)
1770年9月15日-09:00|日本|大阪府豊中市|明和7年7月26日|<交替>摂津麻田藩1万石｢青木一新｣隠居⇒婿養子｢青
  木一貫｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年6月28日､死去)
1770年9月16日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国秘密評議会議長｢ﾄｰﾄ･ﾃｨﾙ･ｶﾞｳﾞﾉｴ伯爵ｵｯﾄｰ｣(~12.10)
1770年9月17日-09:00|日本|大阪府豊中市|明和7年7月28日|日本で｢赤気(せっき､ｵｰﾛﾗ)｣が観測された.京都でも
  見ることができた/放射状の白い筋が入った扇形の赤いｵｰﾛﾗだった
1770年10月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第42代ﾊﾝ｢ｱｸﾞﾑ(ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ)｣ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙの孫(1期目
  ~1771年)
1770年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ対立ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~同月)
1770年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ﾒｰﾀﾞｰ｣(ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱのﾃﾞｨｳﾞｧﾝのﾛｼｱ大統
  領~1771年2月)
1770年10月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがﾅｸｿｽ島とｷｸﾗﾃﾞｽ諸島を占領(~17750603)
1770年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1770年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣
1770年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾂｨｰﾄﾞﾃﾞｰﾙ侯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣(~17871116死去)
1770年10月5日-09:00|日本|茨城県筑西市|明和7年8月17日|<死去>常陸下館藩2万石｢石川総候｣(53歳)⇒三男｢石
  川総弾｣が継ぐ(⇒寛政7年7月12日(17950826)､死去)
1770年10月6日-09:00|日本|兵庫県姫路市|明和7年8月18日|<死去>播磨安志藩1万石｢小笠原長逵｣(58歳)⇒次男｢



1770迄(1648件)

  小笠原長為｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年2月12日､死去)
1770年10月12日-09:00|日本|広島県|明和7年8月24日|安那郡の農民,小作地の加地子免除･借銀の年賦払等を福
  山藩に願い,一揆発生するたちまち全藩に波及し,芦田郡村々の庄屋宅等打ちこわされる
1770年10月13日-09:00|日本|新潟県新潟市|明和7年8月25日|涌井藤四郎･岩船屋佐次兵衛,新潟明和騒動の責任
  者として市中引き回しの上斬首される
1770年10月15日-09:00|日本|広島県|明和7年8月27日|1000余人が鞆の御用達商人宅を破却
1770年10月18日-09:00|日本|京都府福知山市|明和7年8月30日|<死去>丹波福知山藩32000石｢朽木玄綱｣(62歳)⇒
  10月24日､養子｢朽木綱貞｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年8月6日､隠居)
1770年10月18日-09:00|日本|東京都|明和7年8月30日|<死去>2代澤村宗十郎(58歳)歌舞伎役者
1770年10月19日-09:00|日本|東京都中央区|明和7年9月|<初演>歌舞伎｢日高川入相花王｣森田座
1770年10月20日-09:00|日本|  ||明和7年9月2日|幕府｢油仕法｣を改正
1770年11月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Vicente Gomes Ferreira｣(~1779.7)
1770年11月4日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾏﾑﾙｰｸ朝のｱﾘｰ･ﾍﾞｲがｼﾘｱに侵攻
1770年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1770年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~18060524死去)
1770年11月21日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|明和7年10月5日|<死去>鍋島直郷(53歳)前肥前鹿島藩主
1770年12月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(後期ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾃｸﾚ･ﾍｲﾏﾉｯﾄ2世ﾖﾊﾈｽ｣(2回目~17770413)
1770年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの数学者ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ/78歳(誕生1692年)ｽﾀｰﾘﾝｸﾞの公式
1770年12月9日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17720907)
1770年12月15日-09:00|日本|  ||明和7年10月29日|<死去>石崎元徳(78歳)画家
1770年12月15日-09:00|日本|愛媛県大洲市|明和7年10月29日|大洲領忽那島に大火があり､146戸を焼失
1770年12月15日-09:00|日本|宮崎県延岡市|明和7年10月29日|<交替>日向延岡7万石｢内藤政陽｣隠居⇒婿養子｢内
  藤政脩｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年8月20日､隠居)
1770年12月23日-09:00|日本|徳島県徳島市|明和7年11月7日|<改名>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀喜昭｣⇒｢蜂須
  賀治昭｣(⇒文化10(1813)年9月7日､隠居)
1770年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾌﾀﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17711211)
1770年12月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ﾙﾈ･ﾆｺﾗｽ･ｼｬﾙﾙ･ｵｰｶﾞｽﾃｨﾝ･ﾄﾞ･ﾓｰﾌﾟｰ｣(~17740823)
1770年12月25日-09:00|日本|東京都新宿区|明和7年11月9日|<大相撲>明和7年11月場所[江戸市ヶ谷左内坂長龍
  寺](~8日間)優勝(西東大関)釋迦ヶ嶽,6勝0敗1預1休


